






毎日 出発 ) 1 人 様 より ガイ ド 付 ツア ー ガイ ド 無し ツア 
セッ トル 誠 行 


CBEKJIA Fc 
ス ヴ ョ ー ク ラ AMCT こ う の と り 


バル ト 三 国 ・ 東 欧 
ブル ガリ ア 、 ル ー マ ニ ア 
コー カサ ス 三 国 











RE 


5 ス 、 
に 米 ーー … (旧い 、 
劇場 モス クワ 観光 の 1 つ 、 救 世 主 キリ スト 聖堂 
ボル シ チ 困 メド ウー ハバ ハ (はちみつ 酒 ) 
調味 衣 約 7% の アル コー ル 入 語 


り 。 は ち み つ ジ ュー ス 
も あり ます 。 










3 月 末 ( モ スク ワ ) 


宮殿 広場 と エル ミタ ー ジ コ 美 術 館 
(I 旧 人 冬 の 宮殿 約 1,500 室 ) 





※ 中 央 アジ ア 、 添 乗員 同行 ツア ー は 別に パン フレ ッ ト が あり ます 。 お 問い 合わ せく だ さい 。 
交流 を テー マ に 50 年 


NJ レレ ーー より 詳し く は 、 
AA 秦 ワ シグ が が が は で 六 寺 一 章 、 


TEL:O3-3238-91O1 FAX:O3-3238-911O ※ 追 加 ツア ー も あり ます 。 ご 覧 くだ さい 。 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 





心 の 財産 、 私 だ け の 
夫 念 旅 行 ぃ 電 ト ) 
















1| 2 じ ハ ACT こっ の と り 
お 1 人 様 より 毎日 出発 、 混 ッ アー で は あり ませ ん 。 っ 
偶 禁 、 同 じ 出 発 日 で も 、1 人 は 1 人 旅 。 お 2 人 は お 2 人 様 だ け の 旅 。 現 地 本 ー、 、、 ムル 
で も 知ら な い 人 と 合流 する こと は あり ませ ん 。 行 きた い 所 だ け 行 く 、 自 到 1 な 拓 
分 の ペー ス で 歩く 自分 流 の 旅 が 作れ ます 。 リ ー ズ ナブ ル で す 。 自 由 で す 。 が ue R 「 
安全 で す 。 ラ ク で す 。 ち ょ っ と 高級 セッ ト ツア ー で す 。 6 ! 
1 ンプ ア 
加 全日 程 お 客 様 専属 日 本 語 ガイ ド 付き (一 部 無し )。 ガ イド は 自由 に プー 間 
使え ます 。 専 用 車 ( 空 港 / ホ テル 等 ) も 付い て いま す 。 / < ブ /@ 
) 必 = 了 。 《 
に = 2 | へ ヘル: ン 便 、 
安心 セッ ト 井 =、 ラド 
6 2N5 ク ポル ム 環 242 シ 9 / フッ 
基本 と な る プロ グラ ム は 入っ て いま す の で この まま で も 楽し め ま す が 、 追 加 の | リ 骨 、 プス コ フ 
や 変更 も 承り ます 。 自 分 流 の オリ ジ ナル 旅行 が 作れ る 半 製 品 ツア ー で す 。 に 本 相生 
誤り ニュ ス @ の ミン メス ク 
回 全日 程 お 客 様 専 必 日 本 語 ガ イド 付き お 任せ 完成 品 ツ アー で す 。 スク @ 7 2 
所 二 - 一 


ルリ ン 
ミレ ス デ ン @ ワ ル シ ャ ワ ラー ニュ < 


こ 、、 @  / ⑯ リ ヴィ ウ 
@ 凡 4 クラ ク フ 人 @ キ エ 


かー ン 2 、、@ キ シー ュ - 
。 @ フ ガレ スト ヽ 


< 坦 ” 完全 セッ ト 
スワ ョ ニク ラ 


パン フレ ッ ト 通 り に ご 案内 し ます 。 し か し 多少 の 変更 も 自由 で す 。 





ガイ ド 無 し ツア ー 
ノリ ニュ セッ 


【 届 追加 で ガイ ド と か も ど ご 相談 承り ます 。 











セッ ト 


ツア ーー 


ーー ーー 








Sm キー 諸 島 
SS は 2 全社 人 eoehooK へ 0 お 太 直 
」 オ ネガ 湖 エス ト を お 願 し B 





ペド ロ ザ ボ ー ツ ク | ロシア 旅行 社 facebook 検索 
当社 facebook ペ ー ジ URL 








湖 5 https://Www.facebook.com/russia.cojp/ 
クト ペテルブルク 

2 ー ヤ ロス ラヴ ウリ 

ドサ ド 旬 






スク ワ 


3 ロス ト フ ナド ヌー 





( 例 ) 旅 行 代金 用 計算 方 法 共通 
8 お 見 積 り いた し ます 。 
・ 旅 行 代金 :\ (内 金 8 万 円 を 含む ) 
(ビザ 代 実費 と 消費 税 含む 。 
"手続 代金 :%_ 放 行 条件 参照) 
・ 日 本 国内 空港 使用 料 :\ (成田 関空 他 ) 
・ 燃 油 サー チャ ー ジ 海外 空 港 諸税 :\ 
小 合計 :\ 
・[OP 海外 旅行 傷害 保険 ”・ 1 人 部 屋 (希望 者 ) 
・[OP| 他 の 飛行 機 手配 、 延 泊 、 劇 場 、 博 物 館 、 郊 外 日 帰り 旅行 


例 : サ ンク トペ テル ブル ク 物 語 5 日 間 
含ま れる も の ( 赤 文 字 部 分 ) | 含ま れ な いも の (現地 払い ) 
・ 飛 行 機 代 ( ロ シア 国内 往復 も 含む お )。 | ・ チ ッ プ 代 ( 日 本 語 ガ イド 、 
・ 還 ホテ ル 3 泊 代 と 朝食 付 。 運転 手 )。 
- お 客 様 専属 の 日 本 語 ガイ ド 付き 。 | "昼食 タ 食 。 ・【W 
(4 日 目 の 午前 と 4 日 目 の 送迎 専 用 車 | 記載 され て いな い 博 物 
ホテ ル / ノ 空港 問 を 除く 。) 館 他 (お 客 様 ご 自身 で 現 
- 日 程 記載 上 の 観光 プロ グラ ム (エル | 地 で お 決め くだ さい ) 。 
ミタ ー ジ = ュ 美 術 館 入場 料 、 イ サー ク 下 | * 市 内 移動 費 (地下 鉄 代 、 
堂 入場 料 、 ネ フス キー 大 通り 散策 代 ) | 等 )。 
他 ・ 個 人 的 費用 (飲み 物 、 お 

土産 代 他 ) 。 
































行 代金 の お 見 積 り 致 し ます (無料 ) 。 
ET @ 申 込 書 と ご 希望 を 担当 者 まで お 送り くだ さい (メー ル 、FAX、 郵 送 、 ご 
(GOANG 来 社 の いずれ か ) 。 ビ ザ 代 や 燃油 サー チャ ー ジ 回 加 を 加え た お 見 積 り を 
お 送り し ます 。 内 金 \B0.000 の ご 入金 まで は 仮 申し 込み と な り キ ャ ン セ 
ル し て も 無料 で す 。 何 度 で も お 見 積 り を お 直し し ます 。 
ーー は | SU アエロフロート ・ ロ シア 航空 利用 の 旅行 代金 の 違い は 国際 線 
エコ ノミ ー ク ラス の 中 で も 多少 の 条件 の 違い (入金 後 の 変更 ・ 払 
い 戻し 不可 券 と か 1 年 間 有 効 自由 券 と か ) に よる も の で す 。 サ ー 
ビス や ロシア 内 の プロ グラ ム の 違い は あり ませ ん 。 航 空 券 の 違い 
だ け で す 。 詳 し く は 弊社 ホー ムペ ー ジ 「 国 際 航 空 券 」 を ご 参照 くだ 
さい 。 よ っ て 安い 順に 売れ ます 。 早 い 程 安い お 席 が 取れ ます 。 出 発 
日 に よっ て 旅行 代金 が 違っ て くる た め 第 二 希 望 日 も あれ ば 安い 
方 を ご 提案 で きま す 。 
尚 、 行 き が Q ク ラス で 帰り が L ク ラス と か 違っ た 場合 は 差額 調整 し 、 
詳し く 、 お 見 積もり いた し ます 。 
E か ら Q ク ラス の 旅行 代金 は 条件 が 厳し く な り ます 。 
「 払 い 戻 し で き な い 航空 券 と ラン ド オ ン リ ー」 の 分 離し た 契約 に な り 、 変 更 や 
最終 お 申 じ 込み キャ ン セ ル し た 場合 、 航 空運 賃 の み 払い 戻し で き な い 条件 に な り ま す 。 
人 は 昌行 機 を 除く 、 地 上 の み の ラン ド オ ン リ ー も 可 現地 発着 ツアー で す 。 
E か ら Q ク ラス の 方 、 す で に 航空 券 を お 持ち の 方 、 他 の 航空 券 希望 者 
や 欧州 か ら ご 参加 の 方 の た め 、 各 コー ス に ラン ド オ ン リ ー を 表示 し て 
申 ま 2 の いま す 
詞 認 2 だ 3]@ 日 本 航空 利用 出発 日 に よっ て 旅行 代金 が 決ま っ て いま す 。 


い 。」 を 確認 後 RE 
お 申込 くだ さい 。 信 早 割 90 \3.000 引 き の 0) 


[2] ご 旅行 契約 は 、7 日 以内 で す 。 
: @ お 見 積 り 書 を ご 確認 後 、 お 申込 金 ( 内 金 )8 万 円 を 7 日 以内 に 弊社 
『 口座 に お 振り 込み くだ さい 。 で な いと 座席 は 自動 的 に キャ ン セ ル に な 
り ま す 。※ お 振込 み は 銀 行 の 受領 書 を も っ て 領収 証 に させ て いた だ き 
ます 。 
* 晶 等 みず ほ 銀 行 ・ 市 ヶ 谷 支店 (株 ) ロシア 旅行 社 
計 ド ラペル ロー ン | 普通 預金 口座 No.1187333 
2 @ 壮 社 担当 者 が 内 金 を 受領 確認 し た 時 に 、 ど 旅行 契約 は 成立 し ま 
了 守 申込 みく 3 その後 の 行 程 変更 は で きま せん (プロ グラ ム 内 容 変 更 は 可 ) 。 
だ きい 。 @ 氷 社 か ら 、 海 外 旅行 保険 申込 書 、 詳 し い 資料 や 条件 、 ご 集合 案内 
な ど お 送り し ます 。 
@ 査 証 ( ビ ザ ) が 必要 な 国 ロ シア 他 は 、 写 真 2 枚 ( 縦 4.5cmx 横 
3.5cm 背 景 は 無地 、 ス ピー ド 写 真 可 ) と 旅券 (パス ポー ト ) を 20 日 前 
まで に 弊社 担当 者 に お 送り くだ さい 。 


回 ご 旅行 残金 の お 支払 い は 遅く と も 15 日 前 まで で す 。 
5 日 前 人 @ 祭 社 か ら 旅 行 代金 残金 請求 書 、 最 終日 程 表 、 ホ テル 資料 他 具 体 的 
な 資料 を お 送り し ます 。 


[| 重要 書類 (ビザ 、 バ ウチ ャ ー、 航 空 券 、 等 ) を お 送り し ます 。 
_ 7 日 前 人 @ 祭 社 担当 者 が 残金 受領 を 確認 後 、 重 要 書 類 を お 送り し ます 。 
b 人 @ 発 社 担当 者 が お 電話 か 他 の 方 法 で 重要 書類 や 他 最終 ご 確認 を さ 
せ て いた だ きま す 。 


回 ご 出発 で す 。 

2 @ 指 定 され た 時 間 (2 時 間 前 ) ・ 場 所 に ご 集合 くだ さい 。 

で だ きい 。 @ 係 員 の 指示 ・ ご 相談 し な が ちら 積極 的 に ご 自分 で 手続 き を し て いた 
四 だ く ご 旅行 で す 。 














| EKJA て 
ス ヴ ョ ニク ラ 靖 





ラク で す . 空港 駅 / ホ テル 間 は 専用 車 が 付い て いま す 。 


央 お客様 だ け の 専用 車 で き 。 直行 で す 。 
重たい 荷物 を 持っ て の 、 ホ テル 探し は 大 変 で す 。 








夜 . 雨 、 ラ ッシュ アワ ー、 地 図 を 見 な が ら 地 下 鉄 を 乗り 継ぎ ・…・ ム リ 
で あ 
人 税関 を 出 た 所 で お 客 様 の 名 前 を 書い た ボー ド を 持っ て 


ガイ ド と 運転 手 が お 待ち し て いま す 。 ガ イド ・ 通 訳 ・ ご 相談 承 
り ま す 。 

お 客 様 だ け の た め 飛 行 機 が 遅れ て も 到着 時 間 を 確認 し て 、 
お 待ち し て いま す 。 生 の 現地 情報 、 文 化 ・ 芸 術 等 を 友人 感覚 
で 話せ ます 。 

回 軸 リム ジン 車 に 変更 も 可 。 
1 台 (5 名 様 ま で )\32.000( 片 道 ) 諾 

ご 幅 談 承り ます 。 


2 お 客 様 だ け の オリ ジ ナ ル 旅 行 作 り の お 手伝い 。 


延 泊 、 ホ テル 変更 等 の ご 希望 を お 聞か せく だ さい 。 博 物 館 な 
ど 休 館 日 や 効率 的 な 行程 な ど 面倒 な 日 程 表 を お 作り し ます 。 
何 度 直し て も 無料 で す 。 

3 D シ ア 雑 任 の お 罰 い 物 を し た い 。 』 エ エカテリーナ 女帝 の 足跡 を 訪ね た い 。 
。) レー ニン の 足 基 を 訪ね た い 。 』 半日 レッ スン 見 学 し た い 。 

〇 スケ ッ チ ・ 写 真 撮影 し た い 〇 文学 者 、 に 会 いた い 

〇 産業 展示 会 を 訪問 し た い 〇 民芸 品 工 房 、 ア ニ メ 製 作 所 を 訪問 し た い 
り フ ィ ギ ュ ア 、 他 ス ポー ツ 観 戦 し た い 〇 音楽 、 民 謡 、 合 唱団 訪問 し た い 、 他 











弊社 カウ ンタ ー。 広 い カ ウン ター で じっくり ど ご 相談 承り ます 。 


$ 祭 社 の 営業 時 間 多 
- 営 業 日 は 月 曜 か ら 金 曜 09:00 一 20:00 で す が 担当 者 の 都合 も あり ます 
の で 事前 予約 を 17:00 ま で に お 願い いた し ます 。 

・ 尚 、 土 曜日 は 1 人 だ け の 出勤 体制 の た め 旅行 相談 09:0017:00 お 預 か 
り 程 度 で す 。 経 理 も 休み の た め 、 現 金 の 受け 渡し が で きま せん の で お 振り 
込み を お 願い し ます 。 


担当 : 加 藤 indiv@russia.cojp 添田 恵美 子 


き 得 15 年 モス ク 総合 旅行 業 

ワ 、 サ ンク トペ テル 取扱 管理 者 。 
ブル ク 、 ア ル メ ニア 在 逢 28 年 、 
に 特に 詳し い 。 総 合 ロシア 各地 訪 


問 、 特 に 辺境 
旅行 業 取 扱 管理 者 。 0 に 隊 DIN 




















中 出 手続 : ア リー ナ 


の る 







お 客 様 専 属 の 日 水 語 ガイ ド で きす 。 
68WK99 楽し さ が 倍増 し ます 。 安 全 の 責任 も 負っ て いま す 。 
着 時 、 運 転 手 と ガイ ド が お 出迎え し ます 。 専 用 車 の 中 
で 、 現 地 情 報 や ご 旅行 の スケ ジュ ー ル や ご 相談 も 承り 
ます 。 ホ テル チェ ッ ク イ ン の お 手伝い も し ます 。 携 帯電 
話 を 持っ て いま す の で 24 時 間 対応 し ます 。 

人 翌朝 、 ホ テル の ロビ ー で ガイ ド と 会 いま す 。 

ガイ ド は 自由 に 使え ます 。 ま た 、 弊 社 の ガイ ド は 安全 の 責任 
も 負っ て いま す の で 、 紛 失 物 や 病気 も 対応 し ます 。 

トト 何で も お 聞き くだ さい 。 楽 し さ が 倍増 し ます 。 

現地 で の 変更 も 対応 し ます 。 

トイ 出発 前 に 予定 ガイ ド に 特別 リク エス ト も 承り ます 。 


特別 に 詳し く 歴 史 他 を 知り た い 目 的 ・ 心 配 事 な ど 特 別 な ご 要望 も 
承り ます 。 ま た 、 ガ イド の リク エス ト も 承り ます 。 


MM 高級 で きす 。 


地下 鉄 が すぐ で 、 ホ テル 周辺 の 環境 も 良い ホテ ル を 選び まし た 。 




















バス タブ 付 





ペトロ パレ ス ホ テ ル 廊 六 
トイ 安全 24 時 間 体制 の サポ ー ト デス ク が あり ます 。 
@ 日 本 語 が デス ク ・ 緊 急 連 絡 先 リス ト を お 渡し し ます 。 


24 時 間 体 制 
広 モ スク ワ 、 サ ンク トペ テル ブル ク は 


Wiif 無 料 


弊社 ツア ー デ スク 皿 急 連絡 先 
六 そ の 他 の 都市 は 現地 手配 会 社 





5 お か げ 様 で 弊社 は 5O 周 年 を 迎え る 
こと が で きま し た 。 


誤 スー ツケ ー ス 往 復 無料 宅配 サー ビス 


関東 ・ 東 海 甲信 越 在住 の 方 で お 一 人 様 1 個 ご 自宅 か ら 成 田 
空港 往復 今回 限り 有効 で す 。 

但し 、 ご 利用 され な い 場 合 で も 返金 ・ 代 替 ・ 割 引 は で きま せ 
ん 。 最 終日 程 表 と 一 緒 に お 送り し ます 。 

さら に 、 ス ー ツ ケー スレ ンタ ル ど 希望 者 は 一 1,000 円 引き で 
で きま す 。 


バレ エ 和 鑑賞 が \10.000 で 可能 。 
エル ミタ ー ジ ュ 劇 場 \18.000 の と ころ 、\10,000 で 鑑賞 で 
きま す 。 





今年 は 特に 、 お 1 人 様 の ご 旅行 を 応援 し て いま す 。 7| っ ラ れ し い 特典 
お 1 人 様 の 場合 ガイ ド や 専用 車 、 観 光 も 1 人 占め 、 ホ テル も 














1 人 部 屋 の た め 、 高 く な り ま す が 、 今 年 は 特別 に 、 お 1 人 様 追 し] シニア 割引 き ・ 学 生 割 引き : お 一 人 様 3.000F3 引 き 
加代 金 を 抑え まし た 。 70 歳 以上 の 方 又は 大 学生 に 限り ます 。 
人 レ M] さら に 、 月 和 の お トク が あり ます 。3 ヶ 月 前 に 、 弊 社 ホー 
サン クト ペテルブルク 、 モ スク ン が 加 物 に は 失 書 で 発表 し て いま す 。 お 問い 合わ せく だ 
? 紳 ド 羽 | で 
得 号 で す 。 実用 的 な 資料 で す 。 トレ 3 名 様 の 場合 、 お 得 ! 
020OMHIKCSo ①⑩ お 人様 2.000 円 割引 き に な り ます 。 
トイ 貞 社 作成 の 旬 の 旅行 情報 (2015 年 度 了 計 ② 回 トリ プル ルー ム 3 名 1 部 屋 (簡易 ベッ ド ) も 可能 で す 。 1 人 
片手 に 持っ て 観光 で きる よう 最新 観光 リス ト が 一 冊 に な っ て い 部 屋 追加 料金 不用 で す 。 
ます 。 ロ シア 雑貨 店 ベス ト 10、 ロ シア 民謡 ・ 民 族 レ スト ラン ベス 2 4 名 様 以上 の 場合 、 さ ら に お 得 ! 





ト 10、 ガ イド ブッ ク に な い 新しい お すす め 観 光 地 案内 、 パ ワー ス 

当 N S 一 人 様 2.000 き 、 そ し で 、 
ボッ トレ ンタ ル 和 折 か 、1 下 多 の 末 リ 方 、 還 新浪 項 、 。 人名 民 才 レス トラ ン に と 拉 和 () 。 モ スク ワ は レス ト 
3 の 和 ガ ンク UTAN 90 抄 22n、 ヨ ベリ 2 人 SN ラン ・ ゴ ド ノ フ (クレ ムリ ン 近 く ) 、 サ ンク トペ テル ブル ク な ら 「 文 学 カ 
| ニー フェ 」 レ スト ラン の いずれ か 。 但 し 、 ビ ジネス ラン チ セ ッ ト (ザク ー ス 








ES 
名 な 情報 


クト ベ あ | 





旬 な 情報 」 力 、 ス ー プ 、 メ イン 、 デ ザー ト )。 追 加 変更 ・ 飲 み 物 は 現地 払い で す 。 


モス クワ ③ ご 家族 4 名 様 で 一 部 屋 ご 希望 も 可 。 簡 易 ベ ッ ド 2 つ 入る セミ デ 
ラッ クス 部 屋 か コネ クティ ング 部 屋 で 可能 。 但 し 、 ホ テル 変更 に な 























ト 市街地 図 ( 日 本 語 と ロシア 語 付 ) カ ラー。 る 場合 も あり ます 。 
トイ ロシア 語 会 話 集 (添乗 員 が 作っ た 実践 用 ) トイ ロシア 査証 (ビザ ) 実 費 \4.000 無 料 も 可能 。 
全 | ロシア 人 気質 と ロシア 人 社会 の マナ ー と 習慣 ご 旅行 契約 後 、30 日 前 まで に パス ポー ト と 写真 2 枚 を 弊社 
トレ 各 読み 物 小 李 子 着 、 但 し 、 ビ ザ 取 得 代 行 手数 料 7.020 円 は いた だ きま す 。 
・ エ ルミ ター ジュ 美術 館 冬 宮 物語 (地図 付き ) 夫 ハネ ムー ン 特 典 
・ ク レム リン の 歴史 散歩 ・1 回 目 の 田 ホテ ル 着 時 、 シ ャ ン パ ン ハ ー フ ボトル と お 花 の 
・ ユ ネス コ 世 界 文化 遺産 の ロシア 編 プレ ゼン ト 。 
・ 皇 帝 た ち が 語 る ロシア の 歴史 ・ お 部 屋 は ダブ ル ベ ッ ド に な り ま す 。 ツ イン (2 つの ベッ ド ) で 
トイ ガイ ドブ ッ ク プ レ ゼ ント は あり ませ ん 。 


ロシア の 気温 も 温暖 化 現 象 で 20 年 前 と は 様変わり し まし た 。 
大 陸 性 気候 の 気 侯 は 、 も と も と 雪 は 余り 降り ませ ん 。 今 で は 1 月 一 3 月 上 旬 の 間 の み 雪が 舞う 程度 で す 。 大 地 を 体感 で きま す 。 


12 月 初冬 1 月 ・2 月 冬 3 月 早春 4 月 上 旬 春の 装い 
東京 の 12 月 末 の 服装 で 充分 で 1 月 中 旬 か ら 雪 が 舞い 始め 、 街 中 3/8 国 際 婦 人 デー か ら 春 の 装い 春の 息吹 を 体感 で きま す 。 ま だ 観 
す 。 雪 は まだ で す 。 に は 積雪 は あり ませ ん が 公園 や に な り ま す 。 い ろ い る 春の イベ ント 光 客 が 少な い の で じっくり 和 鑑賞 で 
空港 や ホテ ル 等 建物 の 中 は +20C 郊外 に は その まま 残っ て いま す 。 が 始ま り ま す 。 、 きま す 。 
以上 に 保 た れ て いま す の で 羽織 る 1 5 
も の が | 思い ます 。 












ロシア 人 の 最大 の 遊び は アイ スス 四 
| ケー ト 。 な ん と 赤 の 広場 は スケ ー 
| トリ ンク に な り ま す 。 


日 中 温 が 上 が り ます 。 
雨 に 備え て 、 レ イン コー ト は お 持 すがすがしい 早朝 散歩 も 、 郊外 日 
ちく だ さい 。 帰り 旅行 も お すす めで す 。 


12/31 の 宮成 前 広場 (サン クト ペ テ 生還 陽 固 測 6 
ル ブ ルク ) 。 2 月 の 宮殿 前 広場 

















モス クワ へ 、 モ スク ワ へ 、 モ スク ワ へ ! (チェ ー ホ フ ) 
ロシア 人 な ら 誰 で も モス クワ を 母 だ と 感じ る (トル スト イ ) 
語っ rm の エス クン 。 


ロシア の 中 心 。 赤 の 広場 の 国立 歴史 博物 婦 
隣り に ロシア 全土 ( 全 道路 ) の 起点 に 立ち 、 
コイ ン を 後ろ に 投げ る と 願い ご が 叶え られ 
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結 い WO ( 介 ト し ポラ スカ や 
< 20) 2 デ シト 了 
DEARCI 了 @22RBZXhS の ま 
5 月 の ポリ ショ ィ 劇場 放 作 凶 、 UP イ の 5 物 上 ウス V い 
世界 の 頂点 に 輝く 、 パ バレエ の 層 堂 。 ロシア 語 付 ) プ レ 








ー モ スク ワ 川 大 クレ ムリ 宮殿 






































いこ リリ パラ ジェ ー ニ ヤ 孝 会 
ボロ ヴィ ッ カ ヤ 培 
(も ラー つの 家用 人 、 地 が SU) 



















































スパ スカ ヤ 褒 3 外人 ンタ ヤ a 也 ヾ 、』 nas41 
の k) 
(公用 門 )/ イワ > eo HB Neoyree 前 寺 
加 クタ フィ ヤ 塔 
の Ng ! 大 会 宮 典 ( 符 物 預り 所 ) 
い ( 間 場 ) 43) / ア レク サシ ドロ フス キー 公園 
舞 多 戦 二 / マネ ー ジ 広場 
2 コリ スカ 生還 で た ロシア 歴代 皇 束 。 
国立 ) まさ に ロシア の 歴史 
口 7 ガン の 国連 ヴァ スク レセ ンス キー 門 が 凝縮 され て いる 国 











聖 ワ シリ ー 寺 院 
昌 ロシア の 銀 徴 ワシ 
リー 寺院 。 赤 の 広 
場 の 前 に 立つ 
1560 年 イワ ン 雪 
帝 が 対 モ ン ゴル 戦 
勝 時 作っ た 。 内 部 
は フレ スコ 画 や イコ 
ノ ス タ ス が 見 も の 。 
赤 の 広場 。 



























家 最 高 の 宮 延 保管 
和 庫 。( ク レム リン 隣 ) 


ウス ペン スキ ー 大 聖堂 
ロシア 皇帝 の 戴冠 式 や 総 
主教 等 の 儀式 が 行わ れ た 
ロシア 国教 大 聖堂 。 円 柱 に 
は 聖人 た ちの フレ スコ 画 、 
イコ ノ ス タ ス が びっ し り 。 
上 隣り の ブラ ゴ ヴ ェ シ チェ ン 
上 スキー 加 堂 に も ご 入場 くだ 

さい 。 キ リス ト 像 が 下界 を 
細 見 お ろ す フレ スコ 画 、 祭 壇 

有 和 の イコ ノ ス タ ス は 迫力 た っ 










ロコ 2 3 
201 7 年 は ソ連 革命 100 周 年 。 月 ・ 金 以外 の 毎 
日 10:00 て 13:00 入 場 可 。 カ メラ や 荷物 の 持ち 
込み は 不可 。 


ぷり 。 









リス カヤ 通り 
・ 下 町 は キタ イ ゴ D ド 














記 計 W 社 監修 プレ ゼ 人 
1 | 最新 情報 誌 舞 U。 


| 

] 5 : 
上 各地 ロシア レス トラ ン 、 カ フェ ベス ト 10。 
5 思 | 住 所 リス ト 、 メ ニュ ー 特 徴 、 料 金 他 、 現 地 
1 | 取材 で し っ か り ご 案内 し ます 。 





モス クワ ー の 文化 と 歴史 の 歩行 者 天国 アル バー ト ボリ ショ イ 劇 場 裏 の モス クワン 芸術座 が 目 EJ の カフ ェ 
通り 。 東 京 の 銀座 の よう な 、 ア ル バ ー ト 広場 か ら ス が 並ぶ 短い 通り で 、 い つも 賑わい 東京 の 原宿 の よう 
モレ ンス ク 広 場 ま で 1.2km。 ポ ッ プ 文化 地区 。 で す 。 オ ー プ ンカ フェ が 多い 。 














sohelS:RH 誠 英 ゴ 征 寺 


。390 SI っ 滑 B 常 | 和 ほ ※ 
証 民 SS ご で 味 は 選 汗 9 
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| Nit | NR 月 】 証 
『 AM ーー 。 衣 マネ ー ジ 広場 か ら サ ドー ヴァ ヤ 環 状 道路 まで 

ト ヴ ェ ル スカ ヤ 通 り と ボリ シャ ヤ ・ ル ビ ヤ ン カ に は さ は 地下 に 歩道 は 広く な り カ フェ や レス トラ ン 、 洋 服 
まれ た 地域 の 「 モ スク ワ の 新宿 」 が あり ます 。 屋 が 多い 。 











間 
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只 
か 
兵 
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ea NE 




























モス クワ ) 放 臣 和 。 1 1 
奈 共 放 覧 般 も 、 ナ イト ツア ー ンー に 8 スク ワー 
も あり ます 。 こ > ー ゴ ー ラ ンド スポ ーッ ム 
と こう モス クワ 観光 の 1 つ 、 救 世 主 キ リス ト 聖 堂 (ロシア 子 の 憩い の 場 )。 で“ 


最大 の 聖堂 、 高 さ 103m、1 万 人 収容 ) 。 





ノヴォ デビ ピ イ ィ ッ チ 女 子 修道 院 。 チ ャ イコ フス 

キー は 湖 の ほとり で 、「 白 鳥 の 湖 」 の 構想 を 練っ た と 

され て いる 。 喧 喋り 中 ホッ と で きる 所 で す 。 た くさ ん 

の 観光 客 、 新 婚 カ ッ プ ル も 記念 に 訪れ ます 。 記 
AN コブ か で Ni 


9 

















ス 、 巨 大 な ショ ッ ピ ング モー ル 、 ホ テル 、 ボ ー リ ン 
グ 場 な ど 娯 楽 施設 で 欧州 一 の 93 階 建て 高層 ビル 
19 棟 な ど 。 

終日 楽し め る 巨大 ショ ッ ピ ング モー ル 「 ア フィ ・ 
モー ル 」。 ア クセ サリ ー 店 民芸 品 店 、 日 用 品 店 な 
ど 専 門 店 と 映画 館 な ど 吉 楽 施 設 が 入っ て いま す 。 



































ロシア 旦 帝 の 宝物 保管 庫 『 斉 疾 麻 」 


頭 世 団 遺 園 用 ルム ぬり シ 陽 動 館 


モス クワ の 創設 者 ユー リー・ ド ル ゴ ル ー キ ー 公 の 銀 奏 か ら イ ワン 趣 帝 、 リ ュー リ 
ク 王 朝 歴代 皇 と ピョートル 大 帝 、 エ カテ リー ナ 女 帝 、 最 後 の 皇帝 三 コ ライ 二 世 
まで ロマ ノラ 王朝 の 宝物 を 9 ホー ル 4.000 点 以上 を 展示 し て いま す 。 













17 世 紀 の 福 音 書 ( ゴ コス ペル) の 表紙 

イエ ス ・ キ リス ト の 言行 録 で 、 マ タイ 、 マ ルコ 、 
ルカ 、 ヨ ハネ の 各 福 音 書 が ある 。 

ピリ 7A て ゴム の 
武器 庫 の 高官 ワシ リー (630 征 彼 
は 武器 庫 の 責任 者 ) の 所 有 折 。 





id | 


a 5 






2 人 さ ア レク セイ の 三種 の 神器 
(王冠 、 交 十字 架 の 付い た 宝珠 ) 


ジー ー ヴ コロ ド で 作ら れ た 


NSCASU ピョートル 大 帝 の カフ タン 


1721 年 折 な し で 握 の 長い ゆっ た り し た 上 着 。 


3 さ へ 和 
ali 


エカテリーナ 女 
Sta 8 
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。 の と へ さき 中 苔 
IEI5lheN に la に コロ 








17 世 紀 の 司 教 完 
ロシア 正教 の 儀式 (典礼 ) 時 に 着用 する 冠 





SN 
OS 


ミーQHNS 癌 叶 






選 に グル ア た ヨ ]:E100 に 34 の の) 
7 還 証 EE ヨ ョ に クア だき :|59 の の 
ーー ュー 生計 達 の 肖像 画 で 周り を 小さ な 
16 世 紀 儀礼 用 の 兵士 馬 の 正装 ダイ ヤ で 装飾 。 





に 700 年 を 迎え た 世界 遺産 


DI| 
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2014 年 ( ミ 
トロ イツ エ ・ セ ル ギ エ フ 大 修道 院 








院内 の ウス ペン スキ ー 大 悪党 


ャ シア 正孝 会 
ロン っ マ 
ーー ロシア 人 の ここ ろ の より どこ ろ て 
ロシア 正教 会 は 、 三 大 キリ スト 教 の 
ー つ で ある ギリ シャ 正教 会 の 一 つ で 
計 正教 会 の 英語 名 は オー ソ ド ッ クス 
チャ ー チ 、 正 し い 教え と し 、988 年 に ウ 
ラジ ー ミ ル 1 世 に よる ルー シ 人 の 集 上 
洗礼 に よっ て 、 ロ シア 正教 会 の 歴史 は 
% 始ま っ た と 言わ れ て いま す 。 
カト リック (普遍 ) と の 違い は 教義 か 
| ら 習慣 まで 細部 に わた っ て 存在 し ま 
す 。 主 に は 三位一体 ( 父 ・ 子 ・ 精 霊 ) の 
考え 方 の 違い や 、 カ トリ ッ ク は 聖 像 を 
認め ます が 、 3 イコ ン ) 
を 、 礼 捧 で カト リッ ク は 楽器 を 使い ます 
が 、 正孝 会 は 楽器 は 使わ ず 肉声 の み 
な ど が あげ られ ます 。 























クワ か ら 郊 外 約 90km 先 の セル ギ エ フ ・ ポ サー ド に 

ある 聖 セ ル ギ エ フ 大 修道 院 (三位一体 修道 院 ) は 、20 年 前 
まで ロシア 正教 会 の 総本山 で も あり まし た 。 

1380 年 に モス クワ の 大 公 ド ミト リー・ ド ンス コイ は セル 

ギ イ の 助言 を 受け 、2 人 の 修道 士 を 同行 させ 蒙古 軍 を 破り 

まし た 。 そ れ に よっ て ロシア が 200 年 以上 に わた る 「 タ ター 

ル の く び き 」 か ら 解 放さ れ ま し た 。 そ れ で セル ギ イ は ロシア 





ーー テー = 還 に バー ュー マー マミ < 
聖堂 内 。 イ コン や フレ スコ 画 で 内 部 は 飾ら れ 、 荘 厳 な 雰 | 














救国 の 英雄 と し て 人 散 わ れ 、 モ スク ワ が ロシア の 中 心 と な っ 
て か ら ロ シア 最初 の 守護 聖人 と な り ま し た 。 広 大 な 院内 に 
は 1585 年 イワ ン 雷 褒 に よっ て 建て られ た ウス ペン スキ ー 
大 聖堂 、1423 年 築 の トロ イツ キー 聖堂 ( 型 セ ル ギ ウ ス の 槽 
が ある ) 、 鐘 楼 、1748 年 スモ レン スカ ヤ 救 会 、 モ スク ツ 宗 教 
大 学 、 神 学校 等 ああ り ま す 。 ま た 、 カ フェ 、 お 土産 屋 も あり 、 
ロシア 正教 会 の 聖地 に な っ て いま す 。 











き は 1 時 間 に 数 便 運 行 ( 約 1 時 間 30 分 )。 









で 


3 - = 1 陣内 闘 話 に 出 て きそう な ロシア 様式 の 玄関 
ロシア を 知る に は 、 | _ 箱 


」 国 立 ト レ チ ャ コン 美 f = 
NE 后 を ン 
in 10 万 点 を 超す ロシア 美術 を 有 し 、 イ コン 
美術 、18 て 19 世 紀 前 半 、19 世 紀 後 半 20 世 紀 初 頭 、20 世 紀 ア 
ヴァ ン ギ ャ ルド 時 代 へ と 分 か れ て 彫刻 と 共に 鑑賞 で きま す 。 特 に 
お すす め は 19 世 紀 後 半 め ら の リア リズ ム 絵 画 で 庶民 の 歴史 物 
MM 2 


























コン スタ ンチ ノー プル か ら キ エフ 1 169 ゥ 
マン ディ リオ ン 「 高 貴 な る 顔 」 ラジ ー ミ ル の ウス ペン スキ ー 大 聖堂 ( ロ シ 
キリ スト が 自ら の 顔 を 押し 付け た 、 礎 布 を 描い た も ア 最 初 の 総本山 ) 、 そ し て モス クワ ・ ク レム 
の で キリ スト の 原 像 と いわ れ て いる 。10 世 紀 後 半 に リン の ウス ペン スキ ー 大 聖堂 に 、 今 、 ト レ 
ロシア へ 。 人 々 は イコ ン の 前 で 祈り を 捧げ た 。 チャ コブ 美術 館 で 国 の 聖 宝 ( 聖 像 の 手 本 ) 


















口 無 | 
| ジ 久 | ? 対 春 | コ 
ア の ン 』 すめ | ご 
の 本 議 る い | ス 
肝 雷 | シ 衰 た | タ 
| > | 較 呈 
レス 
らら (| 
0 き | ュ 
関 ぅ 当 | 忌 | 1 
広川 議 2 弾 | オ 
が | ク お | ン 
に | ミ 
着 2|8 
清 | の 苑 | 大 
明 |T 是 分 | 位 
肥 上 8 計 
濯 | 9 チ | } 
な | 年 ョ | 9 
大 | ヴ | 
地 | 八 オ | 休 
Sn 科 | 6 
誠 | 
| ワ 耐 io 
シ に 42cm 





s 清 四 ら 侍 叶 ジ 若尾 


於 NHaW ら a で 圧 0R 璧 国 規 全 強 ③ 革 屯 rr と のど 0 計 古 十 
蛍 計 守 Hf 生 で き 呈 飛 革 抽 GR で rOt 半 人 下着 


( 寺 玉 コ ァ ー)「 て 臣 諸 」 い ロメ ・ 一 





み ) 1 ン 総 主教 の 教会 下 革 に 反対 ! 、 雪 人 が 修道 院 に 
閉 さ れる 前 、 鎖 に 上 繋が れ 恥 さら し と し て モス クワ 中 を 引き 回 され て いる 場面 。 











ル : マ コフスキー! 信 釣 り 」 (1899 鑑 人 
夏 の 真 尽 の 太陽 の 下 、 釣 り 人 が 自然 に 溶け 込ん で 席 民 
の 日 常 生活 を 持 情 的 に 描か れ で いる 。 46x37.5cm 
















ワ ジ リー: マク シー モ フ 
「 農 民 の 結婚 式 に 訪れ た 妖術 使い 」 
(1875 信 作 ) 






デン 「 秋 の 花 東 」(1892 全 人 
画家 に と っ て 人 と 自然 の 調和 が テー マ で 、 と の 
作品 は 彼 の 長女 ヴェ ー ラ 20 訪 。 黄 金 の 秋 の 庭 
で ペレ ー 帆 を か ぷり 、 ボ タン 穴 に 挿し た 花 が 洗 
練 さ れ で て おり 、 生 命 の 充 溢 、 生 きる 喜び を 追究 し 
て いる 。 


ワシ リー・ ブ ー キ レフ 「 不 釣合い な 結婚 」 

(1862 年 作 ) 

強欲 な 政府 高官 と 若い 娘 の 結婚 式 。 と の 結婚 

に 若い 女性 は 望ん で お ら ず 、 顔 が 悲し そう で 
ある 。 











イワ ン ・ ク ラム スコ イ 
「 忘 れ 得 ぬ 人 」 


(1883 健 作 ) 75.5x99cm 


| 
| 
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| 師 の ライ バル 」 
に = AU690 拓 0) 
」 7Ixi06cm 


に < 
= ズ 


」 マ ー 革 WV 


ーー 
で 庄 」J い メー. 一 


ー 





TS) 
NG いら ー) 
SN 


147x | 年 
171cm| 六 


( 寺 錯 pー ら ー- ュ ミー とら と ) 


K 


11 


⑯) 双 スラ ウ ヴ 文 化 の 中 心 MOCKBA を 知る 2 




















王 99 1 
マン ホテ ル を 指定 肪 カル 必要 廊 プ を 7 プリ ハム 
中 級 大 型 ホ テル で す が 、 ホ テル 内 に コン ビニ や レス トラ ン 、 周 り に 和束 肘 ガ 約 の 要 な 7 の 2 727 プ ワク グラ 
人 2 詳し く は お 申し 込み 後 、 お 知ら せ し ま す 。 頭 宝物 殿 (武器 庫 ) と ダイ ヤ モ ン ド 庫 | 圏 市 内 の 2 つの トル スト イ の 家 博 物 館 
3 0( 入 場 券 2 時 間 ) | \6.000( 入 場 料 含む )3 時 間 
と 語 ガイ ド 付 き ぎ 自由 に 使え ます 。 | の 
混 季 ツ ア ー で は あり ませ ん 、 失 帯電 語 を 持っ て いる の で 放 則 で 5 
OK。 現 地 駐 在 員 に よる 安全 体制 。 
と の まま で も 充分 楽し め ま す が 、 ご 相談 承り ます 。 
日 次 | 予定 の スケ ジュ ー ル 朝 昼 多 
0 符 和 人 机 外 れ の 権 カ を 誇っ た ロシア 歴代 遇 まさ | 1882 年 ご 190] 年 の 半 住 で いた 家 。 


人 | 「 復 活 」 な ど が 後期 作品 が 書か れ た 家 と 作 
宮廷 保管 庫 。( ク レム リン 隣 ) 男 須 古 還 婁 品 な ど 資料 が 残る トル スト イ 博 物 館 。 


岡 ブー シキ ン 美 術 館 玉 ト レ チ ャ コ フ 美 術 館 
\3.000(3 時 間 、 入 場 料 ) 


チェ ッ ク イ ン の お 手伝い を し ます 。 日 ・ ヴ ェ ガ x ヶ 謗 








モス クワ 滞在 CD 5 
(フリ ー。 ガ イド 6 邊 BE お 使い くだ きい 世 』 








| 3.000 
| (入場 料 、3 時 間 ) 

















還 詳 し く は 弊社 』 | 
ES ロシア 美術 の 宝庫 。 
ーー ムペ ー ジ 失 2 - 国 の 呈 : 贅 の 
@ 吾 属 日 本 語 E 本 と な る ウラ ジー ミ 議 
、 全 交 フー。 全 釣 フリ ー。 | ル の 昌 母 な ど 。 
モス クワ 滞在 回 モス クワ の 歴史 と ロシア 人 気質 を 知る 。 他 の 【ig EDY な 
は いか が 。 - 泊 ) 肌 院 S 











109:00 ご 13 
(終日 ) フ リー 
へ 。 は いか が 。 








SE h 
郊外 小 旅行 そし て 、 そ の まま 空港 まき の R 和 トロ イマ ティ | 


専用 車 付き (ガイ ド 無 し ) 。 お 買い 物 民 芸 品 っ 店 めく リ 繕 モス クワ の 雇 史 と 3 日 目 












モス クワ 発 20:00- SU 中 








HO00 へ 

5 の 前 予約 不 
成田 着 UIE40 CS モ かみ X 談 まで (午前 ) レ ー ニ ン 遍 、 
ベス ト ・ ウ ェ ス タン ・ ヴ ェ ガ 支 尋 反 | モス クワ 考古 学 博物 


館 、 聖 ワシ リー ぎ 院 、 
、 宇和 ( 下 )。 
= (午後 ) モ スク ワ 市 歴 
四 史 博物 館 、 現 代 史 博 
物 館 。 救 世 主 大 了 
堂 、 他 。 


クレ ムリ ン か ら 地 下 鉄 で 直行 16 分 。 地 下 鉄 
駅 前 で 、 前 に は フー ドコ ー ト 、 シ ョ ッ ピ ング ・ 
モー ル が あり 、 安 く て 大 変 便利 。 お 部 屋 に は 
セー フ テ ィ ボッ クス 、 衛 星 テ レビ 、 ヘ アド ライ 
ヤー 等 付 。 パ スタ プ 付 。24 時 間 両 替 所 、 各 種 ルイ 店 
レス トラ ン な ど 観 光 用 大 型 ホ テル 。 弊社 作成 モス クワ の 民芸 品 店 ペスト 10 か ら | 





















※[ 昌 | ホテ ル が アル ファ 、 コ スモ ス 、 マ キシ ム 一 応 2 ヶ 所 を お 選び くだ さい 。 現 地 で も 当日 | = 較 ※ 現 地 手配 、 入 場 料 
パノラマ に 変わ る こと も あり ます 。 変更 可 。 は 現地 払い 。 
5 人 KO ま 3 | 四 夜 、 ポ リ シ ョ イ 代 場 券 | イッ ステ ー ツ ) | 四 グ ル メデ ィ ナー 
ニー \25.000 よ り | \38.000( フ ルコ ー ス ) 
表 社 の ガ イド だ ちく 例 》 | ( 震 望 を 承り まめ ニュ ー ス テー ジ は \20.000 よ り ョ | 










ーー ワ 4 ウンジ , Pd アソ ッ / 
辺境 地 に 強い 。 日 本 語 ガ イド 邊 

ミ コー ディ ネー 歴 2 年 、 モ ス 

議 ター も 可能 。 クワ っ 了 。 
















Ne 2 | いずれ か 1 つ を お 選び くだ さい 。 
モス クワ 音楽 院 大 ホー ル | ・ 高 級 民族 レス トラ ン 「 ゴ ドゥ ノ 


負っ て いま す 。 








位 叶 、 9.000 ょ フ 他 9 59 
IEHHET の 5EENIEIZ3IIBIEEE3OiXiYNSE pain ーー 本 信人 雪 し ドラ ン 
E ク ラス \144,000 | T ク ラス \153.000_ ミュ ー ジ カル 券 *13.000』 り | ・ 居 酒屋 (ちょ っ と 高 ) 
Q ク ラス \169.000 L ク ラス \175,000 (17:00 て ) ナ ザ ロフ 劇場 広 ロ シア 正教 会 合唱 団 あじ スト ウジ リス NO 
マ の に ン ! \ ゃ 
※ ク ラス は 航空 運賃 エコ ノミ ー ク ラス の 中 の 空席 状況 に より ます 。 | 人 形 冊 ・ 演 肖 等 承り ます 。 | 3 が くだ au。 





H\75 ,000( ラ ンド オン リー、 航空 券 な し 、 ご 自身 で 取得 )。 
「 人 員 :2 名 様 以上 の 同一 グル ー プ (但し 、] 名 様 の 場合 
\36, 000 追 加 で 出 人 。 添乗 員 : 同 行 し ませ ん 。 


陣 | クレ ムリ ン ま で 徒歩 10 分 内 5 ツ 星 高級 ホテ ル に 変更 ・ 延 泊 EE) 周辺 が 良く 、 ロ シア 風 高級 ホテ ル 
国 ナシ ョ ナル 支 広 尋 ピョートル 1 世 広 広 式 交 尋 回り ー ル トン 護 交 婦 奴 ヒル トン レニ ング ラー ツ カ ヤ 廊 吉 
目 の 前 が クレ ムリ ン 、 マ ネー ジ 広 場 (地下 街 ) ポリ ショ イ 劇 場 裏 の 旧 市 街 ネ プリ ン ナヤ 通り 19 、 ナ ショ ナル ・ ホ テル の 斜め 隣り 。 サ ンク トペ テル ブル ク 方 
に 面 し 、 立 地 扱 群 世紀 の ホテ ル を 改装 。 赤 の 広場 まで 徒歩 10 分 。 広々 と し た 豪華 な 部 屋 。 面 、 ウ ラジ オス トク 方 面 、 
男 7 階 四 て 。 全 202 室 。1993 年 築 、2009 年 改装 。 軒 6 階 赴 て 。 全 133 室 。2006 年 筑 。 男 ] 2 階 赴 て 。 全 334 室 。2007 年 オー プン 。 カ ザン 方 面 、3 つ の 鉄道 
還 ア クセ ス : 地 下 鉄 駅 へ すぐ 。 還 ア クセ ス : ク ズ ネ ツキ ー・ モ スト 、 チ アト ラ 画 地下 鉄 駅 へ 約 50m。 駅 の 近く 。 

リナ ヤ 地 下 鉄 駅 へ 約 100m。 還 28 階 填 て 。 全 273 室 。 

特徴 : お 部 屋 は 広く j 写 一 守 ーー4 1954 年 築 、2008 年 改装 。 開 還 
れ た 落ち 着い た 色 。Wifi 本 親 凍 診 主 計 半 N 7 つの スタ ー リ ン 様 式 高 
い 部 屋 克 ある 格 工 | 馬 議 訪 縛 に 層 建 築 の ひと つ 。 
高い ホテ ル 。 旧 1 泊 1 室 変更 \28.000、 


ミ | は で リル LU 山 | ] 泊 1] 室 変更 \28.000、 則 
200 MAA 延 泊 1 泊 1 室 \34.000。 
2 000。 








国生 1 泊 1 宣 \18.000( ツ イン 2 人 料金 っ 
回 も 承り ます 。 (日 ・ ヴ ェ ガ 泊 ) 日 較 
























































(サン クト ペテルブルク の 人 回 記 は 別 ペ ー ジ を 


効 外 且 帰り 旅 行 ご 参照 くだ さい 。) 


回 古都 クリ ン 観 光 と チャ イコ フス キー 較 世界 遺産 セル ギ エ フ ・ ポ サド 観光 
| *18000 6 時 間 (2 名 簿 の 場合 の 1 人 絆 金 、 







08:00 ホ テル 発 約 90km 先 の 古都 クリ ン 汗 | 
10:00 着 。10:00 一 13:00、18 世 紀 の 街 並 
み 散 策 ( カ フェ 、 寺 院 、 ロ シア 雑貨 探し 、 旧 市 ィ ご 
街 )14:.00 て 16:00 チ ャ イコ フス キー の 家 そ | 専用 車 で 約 70km 先 1 時 間 半 ロシア 正教 の 
、 大 型 ス シ * | 聖地 セル ギ エ フ ・ ポ サド (トロ イツ ェ ・ セ ル ギ エ 
| フ 大 修道 院内 )。 


細 クビ ンカ 了 睦 軍 戦車 博物 館 


| \65.000 郊外 4 時 間 ( 所 要 時 間 10 時 間 ) 





に 行 
で いた 家 博 物 館 (市 内 サ ー ヴ ァ ヤ 周り ) と 
郊外 70km 先 の チェ ー ホ フ 文 学 を 代表 する 
作品 が 多く 残る メー リ ホ ヴォ の 家 (1892 年 
て 1899 年 )。 ・ そ の まま 空港 へ も 可 。 


賠 古都 スー ズ ダ リ ( 日 帰り ) 4 月 





還 と ガイ ド 人 2 名 位 ま で 一 料金 


男 モ s 初 其 
か ら の 軍機 を 中 心 。 


織 ヤー スナ ヤ ・ ポ リセ ー ナ 5 月 か ら 
トル スト イ の 屋敷 
\35.500 (07:00 て 20:00 専 用 車 と ガイ ド 
付 2 名 の 場合 の 1 名 税 料 金 ) 









間 少 々 到 行 で す が 、 ウラ > ミル も 観光 し ま | 南 へ 約 190km 専 用 車 で 約 4 時 間 。 入 場 料 
す 。 途 中 、 自 由 に 休む こと も で きま す 。 | 含む 


ニク ー リ ン ・ サ ー カ ス 


18:00 一 21:00 \6.500 券 
ツ ベ ト ノイ ・ ブ リヴ ァ ー ル 駅 か ら 歩 いて 3 分 の と こ 











| 一 番 人 気 ! サ ンク トペ テル ブル ク 2 泊 、 モ スク ワ 2 泊 





と ホテ ル を 指定 
2 ホテ ル 内 に コン ビニ や レス トラ 周り に 商店 和 や 
2 の: 拉 し く 人 は 2 お 知ら せ し ま す 。 全 送迎 車 (5 


全日 程 専属 の 日 本 語 言 ガイ ド 付き 自由 に 使え ます 。 
携帯 電話 を 持っ て いる の で 24 時 間 OK。 そ の 上 、 現 地 駐在 員 に よる 安 
但し 、 4 日 有 9 邊 小 NSULC い まん 
























RS 予定 の スケ ジュ ー ル 朝 昼 欧 
成田 空港 ] 1:00 集 合 (第 一 一 旅客 ター ミナ ル 北 ウィ ング 弊社 カウ ンタ ー ) 
成田 発 13:10 み SU 定期 便 ( モ スク ワ 邊 
サン クト ペテルブルク 着 21:10 ! 車 で ホテ ル 


(日 本 航空 、 関 空 ・ 中 部 発着 フィ ン ラ へ 。 チェ ッ ク イン の お 手伝い を し ます 
ンド 航空 に 変更 も 追加 料金 で 可 。〉 x 洲 雇 























サン クト ペテルブルク 滞在 遇 EK 
2 日 目 は ホテ ル 周 辺 の た め 
徒歩 に な り ま す 。 (0 テ 7 
属 日 本 語 ガ イト 
ルン ルク は ガイ ド を ご 利 くだ さい 。 
還 夜 :【 司 。 マ リ イ ン スキ ー 
(2 泊 ) モスクワ (年) フリ ー。 ど 自由 に お 使い 下さ い 。 


郊外 、 エ カテ リー ナ 宮 殿 は いか が (その まま 空港 へ ) 。 





15:00 (ガイ ド 無 し ) で 空港 へ 。 
サン クト ペテルブルク 発 18:00 頃 サ 国内 便 で 約 1 時 間 半 。 
モス クワ 着 19:30 頃 着 後 、 





(ガイ ド 無 し ) で ホテ ル へ 。 








! 5 の / 具 
モス クワ 滞在 2 。 車 無し 。 - 
※ 移 動 は 渋滞 が 激 (午後 ) フ リー( ガ イド 無し )。 世界 一 の 教会 、 ア ル バ ー 
し い の で 地下 鉄 を ト 通 り 散策 な どい か が 。 ガ イド 等 人 回 語 も 承り ます 。 
お すす めし ます 。 還 夜 【 記 記 ボ リ シ ョ イ 劇 場 。 同上 泊 ) 旧 認 肛 

(午前 ) 13:00) ヵ 
界 ノヴォ デヴィ ッ チ 了 人 導 了 と お い 
ES 人 だ 利 )。15:00】 ) 
) き ( ガ イド 無し ) で 空港 へ 。 
モス クワ 発 20:00 み SU (機内 泊 ) 日 認 衣 


成田 着 11:40 着 後 、 解 散 。 り メ 放 






































ろ の 歴史 ある モス クワ ー の サー カス 。 ニ クー リン 
が 1880 年 創立 。 入 る と ぬい ぐる みや お も ちゃ 、 綿 
則 あめ 、 ア イス クリ ー ム な ど 売 っ て いま す 。 
上 演 中 は 撮影 禁止 で す が 、2 部 構成 で 空中 ブラ ン 
コ や ピエ ロ 、 動 物 の 芸 な ど 楽 し い プ ログ ラム で 
MSH8/ カス より す 

的 で す 。 ニ クー リン は 人 民芸 術 
の NNN っ た な ビエ ロ で すう の 
芸術 家 の 陳 章 を 持っ て いる 人 が 多く いま す 。 













開 EE て 
CN 2 7 








延 泊 1 泊 1 室 \18.000( ツ イン 2 人 料金 ) 





サン クト ペテルブルク 疫 フ リー。 同 も 未 り ます 。 サ ンク トペ テル ブル 
又は ク の 【@ 国 は 20.21 ペー ジ を 参照 を 。 
還 モス クワ 滞在 HX 放 





※[ 還 ホテ ル 参照 (ネフ スキ ー グ ラン ド は サン クト ペテルブルク 物語 5 日 間 を 、 ヴ ェ ガ は モ 
スク ワ の 青春 5 日 間 と 同じ ) 。 


山 計 昌 IO の 9 に 則 の 9 の ) 正 EE:3 の )SgMNws 畑 担当: 加藤 


E ク ラス \181,000 T ク ラス \190,000 


_Q ク ラス \206,000 L ク ラス \212.000 い 


※ ク ラス は 航空 運 貨 エコ ノミ ー ク ラス の 中 の 空席 状況 に より ます 。 
曲 \1 12,000( ラ ンド オン リー、 航 空 券 な し 、 お 客 様 取 得 ) 。 
少 催行 人 員 :2 名 様 。( 但 し 、]1 名 様 も 追加 料金 \38.000 で 出発 可 )。 
員 : 同 行 し ませ ん 。 還 出発 前 に 日 本 語 ガイ ド 名 を お 知ら せ し ま す 。 
※【 央 証 国 シン グル 1 泊 \9.000。 加計 ビジ ネス クラ ス \180.000 よ り 。 














視察 訪問 承り ます (3 時 間 よ り ) 
・ レ ッ ス ン 見 学 ( バ レ エ 、 ロ シア 民謡 、 合 唱 、 社 交 ダ ンス 、 他 ) 
展示 、 企 業 、 他 )・ イ ベン ト 参 加 
、 他 ) 





・ 産 業 視察 (見 本 市 、 
・ ス ポー ツ 応 援 ( フ ィ ギ ュ ア スケ ー ト 、 サ ッ カ ー 





お 任せ ロ シ 





お 客 様 専 居 ガ イド で す 。 自 由 に 使え ます 。 現 地 で 観光 プロ グラ ム の 変 
更 も 可 ( 但 し 、 払 い 戻 し で きま せん )。 夕 方 の コー ヒー タイ ム も いか が 。 
但し 、 専 用 車 は 2 日 目 と 3 日 目 と 5 日 目 は 付い て いま せん 。 


出 売 全 セ ッ ト と 6G 完 成品 で す 、。 お 得 で す 。 ガ イド に お 任せ 
くだ さい 。 面 倒 な こと は あり ませ ん 。 但 し 、 現 地 で の 乗り 継ぎ 、 ホ テル 

等 ご 自分 で 対処 し て いた だ く こ と 、 の 旨 

8 届 E3MESE 4 ご ざい ます 。 

5 スケ ュー 

便 ( モ スク ワ 乗 り 継ぎ ) 。 

22:0O 頃 日 本 語 ガ イド と で 小 




















朝 昼 胸 

































サン クト ペデ テル ブ ルク 滞在 (用 車 し 、 地 下 拓 和 用 を お すす め 。) 
ーー 。 ( 午 1 ュ 中 館 ( 印 象 
1 了 ヨ 2 必 み コ ジリ タ 刻 ) 産 の 歴史 
地区 ネフ スキ ー 大 通り ( 旧 海 軍 省 、 イ サク 
加 堂 、 血 の 上 の 教会 、 カ ザン 聖堂 含む )2 
3 時 間 散 策 。 他 。 

画 夜 、【@】 記 ファ ベル ジェ 博物 館 。 








拘 吉 華 お コス ー ボ ン 宮 妥 
名 門 中 の 名 門 貴族 の 大 邸 宅 は 『 
人 シャ ン 2 ワタ 









午後 ) 0020 シン ンド に PE ー ト ル 
大 帝 夏 の 宮殿 (5 月 か ら 往 復 水 距 船 使 





サン クト ペテルブルク 滞在 語 夜 、 観 劇 (バレ エ か オペ ラ 、 コ ン 


サー ト 等 ) 。 ] 上 泊 ) 旧 攻 調 








K 行 ( 現 再 の 間 な ど ) と 


午前 郊外 、 g め 

皇 刺 ニコ ライ 2 世 の ア 。 そ の まま 空港 へ 。 
サン クト ペテルブルク 発 18: 00 頃 か 
モス クワ 着 19:30 頃 着 後 、[ サイ 





モス クワ 滞在 





| 二ノ キビ ィ リ チ 交際) 
一 は いか が 。 

』 夜 、 観 劇 ( バ レ エ か コン サー ト ) 。 

上 泊 ) 日 認 許 


め し ギ エ フ ・ ポ ボサ 専用 車 で 約 
70km 先 1 時 間 半 で ロシア 正教 の 聖地 セル ギ エ 
フ ・ ポ サド (トロ イツ ェ ・ セル ギ エ フ 大 修道 院内 ) 。 
お 買い 物 し な が ら そ の まま 空 : 

[モス クワ 発 20:00 ヶ SU 定期 6 HK 調 
み X 有 


ウス ペン スギ ー 大 現 党 











成田 着 11:40 着 後 、 解 散 。 


1 月 1 日 ( 火 ) こ 5 月 31 日 ( 水 ) の 間 毎 日 発 の 旅行 
E ク ラス \259,000 T ク ラス \265.000. 


Q ク ラス \281.000 L ク ラス \297.000 
※ ク ラス は 航空 運賃 エコ ノミ ー ク ラス の 中 の 空席 状況 に より ます 。 
WM189.000( ラ ジジ 、 航 空 券 な し 、 ご 自分 で 取得 。) 

供 行人 員 :2 名 様 ( 但 し 、1 名 様 の 場合 \96.000 追 加 で 可 ) 。 
: 同 行 し ませ ん 。 了 同定 シン グル 1 泊 \12.000。【 促 避 延 泊 も 承り ます 。 
3 名 以上 な ら 打ち 合わ せ 会 人 社会 室 を ど * 利 用 くだ さい 。 






































ア 芸 術 鑑 賞 セ ッ ト ツ アー 2 


CBEKJIA 
ス ヴ ョ ー ク ラ 


ます 。 伯 し 、 事前 に お 電話 で ご 予 
SO 持 列 な こと は ご ざい ませ ん が ご 心配 事 な 
ど ご 相談 承り ます 。 | 担 
※ お い C ま 

[ す .。 お 見 積 り を ご 確認 後 、 お 申込 みく だ さい 。 


届 日 各 上記 報 され て いる 電信 等 の プロ グラ ム だ け で す 。 
! v。 ま た 、 お 食事 、 チ ッ ズ 地下 鉄 代 や 寺院 等 も 


























っ 
ドン 


















の 人 9 は 人 きま いま 


っ ] 。 っ 5 





ガイ ドブ ッ ク に な い ロ シア 料理 店 ベス ト テ ン 、 民 芸 品 店 も ある 
大 型 ス ー パ ー ベ スト テン な ど 詳 し く ご 案内 。 


回 モ スク ツ 支 怒 区 | コス モス 広 支 














ネフ スキ ー 大 通り 東端 、 下 は 地下 鉄 駅 、 

前 は ネフ スキ ー 大 修道 院 前 。2007 年 改 
| 装 8 階 相 て 、825 室 。 横 長い 大 型 ホ テル 。 
| 内 に スー マッ ク 、 サ ウナ 、 ボ ー リ ング 
| 場 も 有り 。 パ 、Wifi 付 。 

他 に 、 プ ルコ フス カヤ 、 ホ リ デ ィ イ ン モ スコ 

フス キー ヴァ ロー タ に 変わ る こと も あり 

ます 。 


2008 年 改装 25 階 建て 、177] 室 。 前 
に は 地下 鉄 、 宇 宙 博 物 館 。 部 屋 は 、 パ バ 
Wifi、 衛 星 放送 付 。 ド ライ 
ac ント 。 両 替 、 サ ウナ 等 完備 。 
他 に 、 ヴ ェ ガ に 変わ る こと も あり ます 。 











1 | ボテ ル 秋 更 等 も 承り ます 。 












6 日 目 (午前 )90km 先 
の クリ ン (18 世 紀 の 街 
並み 散策 ) と 当時 の まま 
の チャ イコ フス キー の 
家 博物 館 (ビア ノ な ど ) 
約 2 時 間 、 そ し て お 買い 
物 し な が ら 空港 へ 。 


世界 屈指 の 西洋 美術 館 。 ト ロイ の 遺跡 、 マ 


ティ ス 、 ピ カ ソ 、 レ ン ブ ラ ント 、 ゴ ー ギ ャ ン 等 。 
市 内 の 2 つの トル スト イ の 家 博 物 館 回 トレ チャ コ フ 美 術 館 


_(3 時 間 ) 





1882 年 1901 年 の 間 住 ん で いた 家 。「 復 活 」 な ど 還 計 "ば 9 
ロシア 美術 の 宝庫 。 国 の 亜 室 ・ 


が 後期 作品 が 書か れ た トル スト イ の 家 と 作品 な ど 
資料 が 残る トル スト イ 博 物 館 。 聖 像 の 手 本 と な る ウラ ジー ミル 
の 聖母 な ど 。 


避 【9』 夜 、 オ ペラ ・ 人 バレエ 弟 賞 
(1 等 席 を 確保 し ます ) 








※ よ り 詳し く は 弊社 ホー ムペ ー ジ を ご 参照 くだ さい 。 


①JAL の マイ ル が た まり ます 。 











8 チャ イコ フス キー の 聖地 
クリ ン 邸 宅 兼 仕事 坦 
1885 年 か ら 晩年 9 年 間 過 ご し 
和 た 家 を 当時 の まま 保存 され 、 
用 チャ イコ フス キー ファ ン に と っ 
て は 一 度 は 行っ て みた い 場 所 。 
























予定 の ウロ ー ル 担当 : 添 田 朝 昼 胸 

成田 発 10:45 な JL 定 期 1 
モス クワ 着 15:00 着 後 、 お 和 居 の 日 本 告 ガイ ド と 専用 車 で ホテ 
トル 1 世 泊 ) 連 硝 調 


ル へ 。 (5 ツ 星 クラ ス H・ ピ ョ 





Cooeoopor os 
モス クワ 滞在 湖 」 の 構想 を 練っ た と され る 湖 、 モ スク ワ 音 楽 院 ( 外 観 )。 
トレ チャ コブ 美 術 館 。 
ョ イ 』M 7 - か 


上 シア 上 スタ ダミ 3 泊 ) り H 識 





前 | フス ギー の 大 グリ ウ の コウ 
スキ ー の 家 博 物 館 ( 生 前 の まま の ピア ノ 他 ) と 古都 クリ ン 
散策 、 そ し て 空港 へ 。 
モス クワ 発 17:00 頃 国内 便 で 約 1 時 間 半 の 飛行 。 
サン クト ペテルブルク 着 19:00 頃 着 後 、 5 








= ② 日 本 国内 線 が お トク (大 阪 ・ 名 古屋 は 無料 、 他 は 往復 1 万 円 ) 
療 置 ③90 日 以上 前 に お 申し 込み な ら 、\3.000 引 き に な り ま す 。 
避 JAL 国際 線 プ レミ アム エコ ノミ ー 片 道 \40.000、 ビ ジネス クラ ス 往 復 \378,000 追 加 で 可 。 








o 


お 二 人 様 で 行く 、、 ロ シア ー の 田 ホ テル 、 ロ シア 最高 
の プロ グラ ム 付 き 。 モ スク ワ 3 泊 、 サ ンク トペ テル ブル ク 4 泊 





11 月 1 日 ( 火 ) て 12 月 23 日 ( 金 ) の 間 の 日 ・ 水 ・ 金 曜 各 発 …\443.000 
2 月 1 日 ( 水 )3 月 31 日 ( 金 ) の 間 の 日 ・ 水 ・ 金 曜 各 発 …\413,000 
4 月 1 日 ( 土 )-23 日 (日 ) の 間 の 日 月 ・ 水 ・ 金 ・ 土 曜 各 発 …\433,000 
5 月 8 日 (月 )~31 日 ( 水 ) の 間 の 日 月 ・ 水 ・ 金 ・ 土 曜 各 発 …\453,000 













































較 最 少 催行 人 員 :2 名 様 。 担当 : 加 藤 
添乗 員 : 同 行 し ませ ん 。 全 日 程 、 各 地 で 専属 日 本 語 ガイ ド 付 。 
9 予定 の スケ ジュ ー ー ル 朝 昼 多 
成田 発 "10:45 ひ .JL 定 期 便 ( も 
モス クワ 着 15:00 日 本 語 ガイ ド と 用 車 で 最高 級 ホテ ル へ 。 
(H: ブ ナル 泊 ) 月 胡 





モス クワ 滞在 je 基 6 0 専 』 き 。 
4 訂 が の 広 電 クレムリン が 





(4 秋 ) ク レム リン 電 物 館 「 共 庫 (歴代 皇帝 の 宝物 
と ダイ ヤ モ ンド 放 。 








) ョ ノリ イ ト 
ロシア 美術 の 宝庫 トレ チャ コン 美術 館 。 
世界 遺産 セル ギ エ フ ・ ポ サド 小 旅行 (ロシア 正 
ー き 近 教 の 聖地 セル ギ エ フ 大 修道 院 ) 2 の oe と 3 ア 

ル バ ー ト 通り 散策 。 (同上 泊 ) 邊 軸 放 
ホテ ル 発 05:30@ 日 本 の 





























* ロ パレ ス 泊 ) 旧 認 放 





サン クト ペテルブルク 滞在 0 に 才 E 
j) エ ルミ タ ジュ 美術館 。 
午後 ) エ ルミ ター ジュ 別館 (印象 派 絵画 ) と 葬儀 が 行わ 
れ た カザン 寺院 と 世界 遺産 ネフ スキ ーー 修道院 チ ャ イコ フ 
スキ ー の 墓参 。 


夜 、 マ リ イ ン スキ ー 劇 場 ( バ パレ エ か オペ =: 





サン クト ペテルブルク 滞在 人 
)) 郊 外 、 エカテリーナ 字 ( 寺 の 間 、 
SSC 





)9:00 日 本 ガイ ド : 


サン クト ペデ ルプ ルク 発 1:00 国内 便 、 そ 
成田 着 08:35 着 後 、 解 散 。 
人 は 、 ガ イド を 利用 く 7 だ et。 人 民泊]32000( ツ イン 2 部) 


し て 川 定期 便 。 

















ロ 11 有 1B( 火 12 月 23B( 金 ) の 間 の 日 金曜 各 発 …\288.000 
2 月 1 日 ( 水 )-3 月 31 日 ( 金 ) の 間 の 日 ・ 金 曜 各 発 …\273,000 
4 月 1 日 ( 土 ) 一 23 日 (日 ) の 間 の 日 ・ 水 金曜 各 発 …\298,000 
5 月 10 日 ( 水 ) 一 31 日 ( 水 ) の 間 の 日 ・ 水 ・ 金 曜 各 発 …\304,000 
人 員 :2 名 様 ( 但 し 、1 名 様 で も 追加 \101,000 で 出発 可 )。 
回 殺し ませ ん 2 守 還 人 所 放任 周 の 日 末 201 ド が 付き ます 。 
































(| ネフ スキ ーー 大 修道 院内 の 
チャ イコ フス キー 墓参 。 





マリ ンス キー 場 














モス クワ 発 07:00 加 新 (1 等 指定 席 )。 

サン クト ペテルブルク 着 10:55 EE 言 ガ イド (18:00 ま で ) と 専用 車 付 。 

フス キー 大 通り 歴史 
] ッ / 日 医 

















ヒル ミタ - 午後 は 別 (印象 
派 絵画 恒久 は 文 家 達 が 臣 し た 「 文 学 カ フェ 


人 BROSWm1 ) BR 

) 更 外 、 エ カ テ リ ー サナ 調 有 旅 行 ( 地 の 間 

林 和 民族 レ スト ラン 内 な ど ) と 最後 の 押 帝 二 コラ イ 2 世 の アレ クサ ンド ル 
由岐 人 028 

サン クト ペテルブルク 帳 昼 

滞在 後 ) 世 





中 ベト ロバ パプ ロフ スク 要 肖 、 他 。 
] HI 拉 





(生前 ) フ ィ ン ラン ド 溢 に 面 し た ビ ョ ー ー ト ル 頁 の 
小 行 (往復 水中 庶 角 使用 、 、 片 道 1 時 間 )。 


歴史 地区 (ホテ ル 周 辺 ) 散策 と 













上 泊 ) 由 良 略 
ホテ ル 発 08:00 了 
サン クト ペテルブルク 発 11 :00y | 期 
(機内 泊 ) 日 認 衣 
成田 着 08:35 着 後 、 解 散 。 ヶ X 放 

















※ お 食事 の [>] 印 時 は 、 ガ イド を お 使い くだ さい 。 


ロシア ー の 国 ホテ ル 指 定 
国 ナシ ョ ナル 護 区 広 (3 泊 ) 国 | グラ ンド ・ ヨ ー 2400204062229 
































還 な 宴 の 舞台 、 チ ャ イコ フス 
図 キー も 常 宿 。 荘 厳 な 雰 囲 | 
気 が 漂う 名 門 中 の 名 門 ホ | 
テル 。 タ リオ ン イ ン ペ リア ル | 
に 変わ る こと も あり ます 。 





クレ た リ ン の 真向かい 、 何 を する 
に も 最高 、 創 業 1903 年 、1995 
年 改装 。 由 緒 ある 最高 級 ホ テル 。 
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ーー 
ピピ ※ 現 地 で 手配 で きま す 。 
※ 入 場 料 は 現地 払い 
四宮 殿 広 場 か ら 聖 呈 の 騎士 人 多 を 歩 
3 
















| クサ ンド ル の P 
| 柱 、 そ し て 旧 参 
| 課 





宮殿 広 場 や 旧 参 本 部 | 海軍 省 、 デ カブ リス ト 広場 、 イ サ 
ク 聖 堂 、 旧 元老 院 他 、 サ ンク トペ テル ブル ク の 中 心地 の 中 心 を 歩く 。 


還 宮 殿 訪 場 か ら ネ フス キー 大 通り 、 エ カテ 
リー ナ ど 世 像 、 そし て 、 ロッ シ 通 り を 歩く 









有り 明 


大 通り 散策 。 歴 史 の 華 衣 な スト ロ ガ ノ フ 選 典 、 1789 年 策 の ゴス 
チー ヌイ ・ ド ォ ー ル 大 百貨 店 (中 庭 を 囲ん で 商店 街 が 続く )、 宮 殿 
や 18・19 世 紀 の 建 物 が 並ぶ 毎日 歩い て も 飽き な い 大 通り 。 サ ン 
クト ペテルブルク ー の 美しい 通り ロッ シ 通 り まで 。 


[3| ネフ スキ ー 大 通り 
の 中 敗 地 と 芸術 
広 場 を 服 め る 

夏 の 庭園 、 工 芸 博物 館 、 マ ルス の 原 、 園 

血 の 上 の 救世 主教 会 、 芸 術 広 場 の 

ブー シキ ン 像 、 ロ シア 美術 館 、 他 。 サ 

ニー ランド: ホカ レコー ロッ 


内 場 の 折 光 末 内 が ら ※ ウ スズ 
大 通り 、 Cc 





針 起 広場 か ら デ パー ト 「 ス トッ クマ ン 」、 薬 草 や ハー プ 自 然 素材 
オー ガニ ッ ク コス メ 店 、 イ ン ペリ アル 陶磁 器 、 べ ロ セ リス キー 宮 
民 、 ア ニー チコ フ 橋 を か く 。 


芸術 広場 の ブー シキ 
。 ン 像 か ら 始 め ま す 。 
昌 プー シキ ン が 晩年 過 
ご し た アパ ー ト (プー 
シキ ン の 家 博 物 館 ) 、 
「 ス ペー ド の 女王 」 に 


登場 する 老婆 の キン 
が 妻 ナ ター シャ と 散 
策 し た 夏 の 宮殿 、 そ し 
て 、 プ ー シ キ ン が 決 関 
の 前 に 立ち 寄っ た 「 文 
学力 フェ 」 レ スト ラン 。 





lt 衣 BNMNESSW 街 添 在 


と こげ け の サン クト 


※ 詳 し く は 市街地 図 誠 

〈 カ ラ 主 で 日 本 語 と KN 
シア 記名 人 議 議 間 
き 》 と ガイ ギド ジッ グ を 225e 


プレ ゼ シ ト 。 江 物 人 
に 湊 豆 


ネヴァ 川 














シェ パリ ェ ー ル ナヤ 通り 


チ 表 
Y6 プレ オブ ラジ ェ ニ ンス 課 誠 
上 の 較 
ロジ アテ 文学 謙 巡 日 z の 糧 和 Se 
了 、( の 1 旬 
ウジ スト カラ 夫 AN cre Ep az 
い 


の の し ミク ベッ 美術 館 
し 3 儲 | ケ ン ピ ンズ (時 
『「」 し 容 ジア 
フル ガ カテ ミ 宇 
『 広場 


2 いい 
- ピー シル 人 の 

ED (iz> 叫 
二 才 rs が べ トロ XP2SN 


リオ ン PD 記 
チ = メド OS キラ ュ 


2 和 あ ィ 29ー ee) 人 EN ネジ スキ ー バ レス 


の PD ロシア 国立 図 志 納 IN 
へ ァ レ クン ドリ ラス ー 衣 1 の 
ロモ クー ツン > 格 ご フキ 2 拉 "AU 李 識 
ピー グチ クラ ウラ フラ ザ El 還 kX 請 還 
ボリ ショ イド ラマ 劇場 ドス ド エ ワ スキ ー 記 化 取 実 胡 9 計 hy 
0 の スー チヌ ィ 0 諾 委 ye 
イビス ・ 


ロシア 民族 学 博物 飯 
大 シェ レ メ チ ェ フ 宮殿 
三代 電 





ツウ 
2 
3 
で 2 ノ hb 
2 の 8 
EMH ァ 天 y 


IT 








= 0 シレ ス トラウ カラ ベ メ 6 りーー 和 人 
cp 現地 到 材 で し っ か り ざ 案内 し ます 。 


ー ク ルー ズ こ と カザン 聖堂 スチ ー ヌ イ ・ ド ヴォ ー ル 
了 「 文 学 カ フェ 」 レ スト ラン 前 の 
モイ カ 川 運河 か ら 約 1 時 間 半 
個 を お すす め 。(5 月 9 月 ) 







本 の 家 博 物 館 か 
ら 古 い 市 場 ド スト エフ スキ ー が 
結婚 式 を 挙げ た ウラ ジー ミル 聖 
堂 、 ル ネッ サン ス ホ ー ル の 本 屋 
文房具 、 お 土産 等 ) 、 古 い 通 り 
ザー ガラ ド ヌ イ 通り 、 セ ン ナ ヤ 広 
場 ま で 。 


[ID ス トラ の 思 区 選 夜 信 双 
: 圏 界 較 産 敵 


・ 02:00 頃 朝焼け の 
・ 世 界 遺 産 ロ スト ラ 
| 了 き はい 、 マリ ア 宮 5 か トラ 軒 

誠 エ ルミ ター ジュ : 
導い リ 1 
宮殿 、 他 。 






ーー ー ・ 
他 、 弊 社 作成 の 「 旬 の 観光 情報 誌 」( お すす め 3 時 間 コ ー ス 、 カ フェ 、 ケ ー キ 店 、 





300 万 点 に の ぼる 美術 品 を 所 有する エル ミタ ー ジ ュ 美 術 館 は 展示 室 だ け 歩 いて も 
20km 以 上 に な る 歴代 ロマ ノ フ 王朝 の 御所 (宮殿 ) 。 夫 を クー デ タ ー で 暗殺 し た 妻 エ カテ 
リー ナ は 女帝 に な り 、 趣 味 で 始め た 絵画 コレ クシ ョ ン を 側近 た ちと 楽し お 増築 し た 建物 
を エル ミタ ー ジ ュ ( 離 れ 家 、 隠 れ 家 ) と 名 づけ た 。 





通り こ ガ レー リヤ 、 他 

お し ゃ れ な カフ ェ や 劇場 が 並ぶ ル 
ビン シテ イン 通り 、 若 者 に 人 気 の 
ショ ッ ピ ング モー ル 、 レ スト ラン 他 
ガレ ー リ ヤ 、 他 。 








欧州 一 の 装飾 美 と 歴史 の 舞台 の ユ ス ポ フ 宮殿 、 二 コラ イ 1 世 三男 の た め の ニ コラ イ 宮 殿 
( 今 、 コ ン サ ー ト ホー ル ) 、 ル ミ ャ ン ツ ェ フ 宮 威 ( 現 歴史 博物 館 分 館 ) 、 大 理 石 宮殿 、 ミ ハイ ロ 
フ 城 (パー ヴェ ル 1 世 の 宮殿 )、 ス トロ ガ ノ フ 宮殿 、 ク チ シ ェ ンス カヤ 宮殿 、 メ ン シ コ フ 宮 殿 
(ピョートル 大 帝 の 迎 賀 館 ) 、 マ リア 宮殿 、 ベ ロゼ ルス キー 宮殿 、 コ ンス タン チン 宮殿 、 タ ブ 
リ ー ダ 宮殿 の うち の いずれ か 。 





1 ヴァ シリ エフ スキ ー 島 、 市 の 中 敗 : 病 ス モー リ ヌ ィ 地 区 
に な る は ず だ っ た 庶民 の 街 (官庁 街 ) の 硫 史 物語 





スト リ ェ エー ルカ か ら ロ スト ラ の 燈台 柱 、 ク ンス ト OZ 
カメ ラ 博 物 館 、 メ ン シ コ フ 宮 殿 、 ル ミ ャ ン ツ ェ フ イィ 貴族 女 子 学院 (1809 年 
スキ ー 庭 園 、 芸 術 ア カ デ ミ ー、 ス フィ ンク ス 像 、: 築 ) の 歴史 、 ス モー リ ヌ ィ 教 会 、 タ ヴ 
そし て 、18 世 紀 の 建 物 が 並ぶ 通り か ら 庶民 の 生 ・ リ ー ダ 宮殿 (18 世 紀 後 半 築 、 ポ パチ ョ ム 
人 


]0、 シ ョ い 





8 キン 4 庫 の 誕 )、 キー キン 宮殿 他 。 


等 ) 資 料 プレ ゼン | 


スト 10 等 ) 





の を いる 


歴史 ドラ マ に つい て ガイ ド の 案内 に 力 が 入り ます 。 
[I ペトロ パブ ロフ スク 要 窒 





ネヴァ | の か さ な 委 に ピヨ ー トル 大 再 が 東 を 電 し 了 人 パテ 
口 と パ ヴ ロ の ペトロ パブ ロフ スク 要塞 と 名 付け その 一 部 に 聖堂 
を 作り そし て 、 ロ マ ノ フ 王朝 歴代 皇帝 の 墓所 と し まし た 。 内 部 は 荘 
厳 そ の も の 。 シ ャ ン デ リア 、 金 簿 の 雇 像 な ど ま る で 天国 の よう 。 


チャ イコ フス キー の 葛 條 われ た 
カザン の 聖母 の イコ ン 安 置 所 で 181 1 年 
EK 





アレ クサ ンド ル ・ 
ネフ スキ ー 大 修道 時 


アレ クサ ンド ル ・ ネ フス キー は 1 3 世紀 前 半 、 侵 攻 し て きた ス 
ウェ ー デ ン 軍 を ネヴァ 川 畔 で 、 ド イツ 騎士 団 を チュ ー ド 湖 の 氷上 
で 倒し 、 ネ ヴァ 川 の アレ クサ ンド ル と 称 さ れ た 。 ピ ョ ー ト ル 大 は 
その 激戦 地 の 上 に 修道 院 を 建立 し 、 彼 は 、 サ ンク トペ テル ブル ク 
の 守護 聖人 と な っ た 。 ロ シア 四 大 修道 院 の 一 つ 。 ミ サ 見 学 と 隣り 
に チャ イコ フス キー 等 有名 人 の 墓地 も あり 、 慕 参 し ます 。 


同 本 の 歴史 が 残る 6 ケ (各所 要 時 間 1 時 間 程度 ) 
大 理 石 宮殿 \2.500( 入 場 料 ) 


』 1785 年 オル ロフ 伯 の 宮殿 。19 世 紀 に は ロシア 外務 
間 較 衝 和 SS 、 ヤ マト フ ( 橘 耕 斉 ) は 、 





1862 年 福沢 諭吉 ら 39 名 を 接待 し た 。 


山下 りん の 研究 本 (デッサン 等 ) \2.500( 入 場 料 ) 

1757 年 に 創立 され た ロシア 美術 本 部 レー ビン 美術 
アカ デミ ー に イコ ン 画 家 山 下り ん が 留学 中 の 絵 な どの 
本 が 残っ て いま す 。 

較 ノヴォ デビ イッ チ 女 子 修道 院 ( 留 学 先 ) 見 学 。 


シェ レ メ チ ェ フ 宮殿 \3.000( 入 場 料 ) 
日 品 戦 争 時 日 本 兵 捕虜 が 作っ た 三味 線 の ある 
mi 音楽 博物 館 。 世 界 各地 の 民族 楽器 や ピア ノ 、 ス ト 
旧 語 ラディ バリ ウス の 弦楽 器 な どの コレ クシ ョ ン が 
-。 辰 示さ れ て いる 。 
文学 博物 館 \2.700( 入 場 料 ) 
交流 の 原点 153 年 前 の プチ ャ ー チ ン 来 日 時 の 
日 本 の 風景 や 地図 。 










クン スト カメ ラ \3.300( 入 場 料 ) 
サム ライ の 武具 、 お 玉 さ ん の 着物 、 人 形 、 300 さ の 焼き 件 
な ど 日 本 コー ナー が あり ます 。 





メド ヴェ ー ジ 村 \45.000( 専 用 車 ) 
ホテ ル 発 07:00 ノ ー ヴ ゴロ ド 近 郊 1 1 :00/ 発 14:00 ホ テル 着 
18:00 日 戦争 捕虜 収容 所 跡 記念 碑 。 
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(中 己 司 


SkyINO7/ コ 5 


lemri/ 燈 と 半 澄 湖 呈 古 斗 消 ど 麗 


ym 


代 居 時 ど 加 SN 


世 ま で ロマ ノ フ 王朝 
所 。 エ カテ ! 6 5 つの 居室 、 
ピョートル 大 の 間 、 ア レク サ 
ンド ル 1 世 や 2 世 夫 婦 の 装飾 美 の 部 屋 、 
の 皇帝 二 コ ライ 2 世 な どの 各部 
剖 の 間 や 白い 広間 、 各 


に 居 


※ 詳 し く は 弊社 小冊子 「 エ ルミ ター ジュ 
冬 宮 物語 」 (見 取り 図 付 ) プレ ゼン ト 。 






































cBEKIA  A 


ス ヴ ョ ー ク ラ 人 2 


< 必ず お 読み くだ さい 





時 渡航 手続 き に つい て 

弊社 は ビザ 取得 代行 の た め ビ ザ の 必要 な 国 ( ロ シア 等 ) の み 、 パ スポ ー ト (旅券 ) と 写真 2 枚 を お 預かり し ま 
す 。 尚 、 ビ ザ 不用 な 渡航 先 の ツア ー は お 預かり し ませ ん 。 

・ 全 コー ス 共 、 パ スポ ー ト の 残存 有効 期間 は 出発 日 前 か ら 6 ヶ月 以上 が 必要 で す 。 

固 お 申し 込み 時 、 





「 あ れ ? お か し い ? 契約 と 違う の で は ?」 等 ご 不明 な ご 不安 な 個所 ・ 疑 問 点 は 担当 者 と ご 納得 する まで ご 相 


談 く だ さい 。 丁 寧 に ご 案内 し ます 。 

・ 航 空 便 の 出発 ・ 到 着 時 刻 は 6 ヶ月 以上 前 に パン フレ ッ ト を 作る た め 変 わっ て いる こと も 時 に あり ます 。 弊 社 担 
当 者 が ご 案内 し ます 。 ご 確認 くだ さい 。 

・ 当 パン フレ ッ ト の 全 コ ー ス の 航空 券 は IT 運賃 が 適用 され て いま す 。 つ まり 往復 利用 が 条件 で す 。 お 客 様 の ご 都 
合 に より 乗り 遅れ 等 復路 便 に 搭乗 され な か っ た 場合 は 、 ご 自身 で 復路 便 の ご 購入 を お 願い し ます 。 

・ 和 荷物 の 個数 ・ 重 量 制限 に つい て は 各 航 空 会 社 に よっ て 違い ます 。 弊 社 担当 者 が 事前 に ご 案内 し ます 。 
還 ロ シア の 入国 審査 は 簡単 で す 。 ソ 連 時 代 と は 違い ます 。 
質問 され た り 、 書 類 に 記入 し た り 、 和 荷物 の 検査 も あり ませ ん 。 簡 素 化 さ れ て いて 、 機 械 的 に パス ポー ト の お 客 様 
の デー タ と ビザ の ペー ジ を チェ ッ ク し ます 。 弊 社 担当 者 が 事前 に ビザ ・ チ ェ ッ ク し て いま す の で ご 安心 くだ さ 
い 。 そ し て 、 自 動 発券 され た ED( 入 国 ) カ ー ド に サイ ン す る だ け で す 。 お 荷物 (スー ツケ ー ス ) は 、 成 田 よ り サン ク 
トペ テル ブル ク と か 最終 目的 地 ま で スル ー に な っ て いま す 。 尚 、ED カ ー ド は 出国 時 まで お 持ち に な っ て くだ さ 
い 。 


ど 自 分 で 積極 的 に 全て 行っ て いた だ く 個 人 旅行 、 自 己 責 任 ツ アー で す 。 自 分 の こと は 自分 で 、 が 条件 で す 。 
@ 当 社 は 、 お 客 様 が 当社 の 定め る 旅行 日 程 に 従っ て 運送 ・ 宿 泊 機 関 等 の 提供 する 運送 、 宿 泊 そ の 他 の 旅行 に 
関す る サー ビス の 提供 を 受け る こと が で きる よう に 手配 し 、 旅 程 を 管理 する こと を 引き 受け ます 。 

@ お 客 様 は 、 当 社 か ら 提 供 さ れる 情報 を 活用 し 、 お 客 様 の 権利 ・ 義 務 そ の 他 募 集 型 企画 旅行 契約 の 内 容 に つ 
いて 充分 理解 する よう に 努め な けれ ば な り ま せん 。 

@ ロ シア ・ 旧 ソ連 は バウ チャ ー( 旅 券 ) で 旅行 し ます 。 バ パウ チャー 
変更 で きま せん 。 但 し 、 当 日 の プロ グラ ム の 変更 は 自由 で す 。 

@ お 客 様 だ け の ご 旅行 で す 。 そ の た め 、 空 港 ・ ホ テル な ど で の 手続 き 、 移 動 、 お 食事 な ど 全て ご 自身 で 積極 的 に 
行っ て いた だ く 自 己 責任 の 個人 旅行 で す 。 少 々 英語 の 単語 が 必要 な 時 も あり ます 。 

人 @ 天 候 や 現地 事情 、 航 空 便 ・ 列 車 の 欠航 遅延 に よる 日 程 変更 ・ 短 縮 に な る こと も あり ます 。 こ の よう な 不可 抗 
力 の 場合 、 変 更 補償 金 の 対象 外 と させ て いた だ きま す 。 現 地 で ご 自身 で 当初 の 日 程 に 近づけ る よう ご ど 自身 の 判 
断 で 行動 対応 で きる 方 が 対象 で す 。 

介 飛 行 機 の 遅れ 、 事 故 等 の トラ ブル が 発生 し た 時 の 対応 も ご 自身 で 行っ て いた だ きま す 。 そ の 際 の 対応 方 法 
は 、 お 申し 込み 後 、 詳 し く お 知ら せ し ま す 。 

@ お 客 様 は 、 旅 行 開始 後に 、 契 約 書面 に 記載 され た 旅行 サー ビス に つい て 、 記 載 内 容 と 異な る も の と 認識 し た 
と き は 、 旅 行 地 に お いて 、 速 や か に ガイ ド 、 当 社 の 手配 旅行 社 又 は 旅行 サー ビス 提供 者 に その 旨 を 申し 出 な け 
れ ば な り ま せん 。 但 し 、 有 料 に な る 場合 も あり ます 。 


卿 に は 入れ ば 郷 に 従え ・ ロ シア の 習 償 に 合わ せ 、 マ ナー を 守り 、 ト ラブ ル は その 場 で 解決 を お 願い し ます 。 


・ 教 会 内 で 男性 は 脱帽 、 女 性 は スカ ー フ 他 で 頭 を 被る な ど 現 地 の 文 化 、 マ ナー を 守ら れる 方 。 
・ 他 の 人 の 手 を 借り ず 、 ご 自身 の こと は ご 自身 で で きる 方 。 

* 体 調 管理 で きる 方 ( 水 な ど 生 の 飲み 物 を 口 に し な い 、 市 場 で の 試食 暴飲 暴食 を し な い 方 。 無 駄 な 動き に よ 
る 体力 消耗 に 気 を つけ られ る 方 ) 。 
・ 国 ホテ ル の 設備 が 現地 で 違っ た 時 の 対応 も ご 自身 で 解決 し て いた だ きま す 。 

・ 和 荷物 の 管理 は 、 お 客 様 ご 自身 で お こ な っ て いた だ きま す 。 

・ 但 し 、 お 客 様 の 故意 又は 過失 に より 当社 が 損害 を 被っ た と き は 、 当 該 お 客 様 は 損害 を 賠償 し な けれ ば な り ま 
せん 。 
・ ロ シア ・| 旧 ソ連 で は サー ビス の 感覚 が 西側 と 違う の で 、 少 々 労 る か と 思い ます 。 気 が か りな 時 は その 場 で ご 自 
分 の 要望 を 明確 に 主張 し て 下さ い 。 
* 明 記し た プロ グラ ム 以外 の フリ ー タ イム は 、 弊 社 の 責任 外 と な り ま す 。 
・ 自 分 の 身 は 自分 で 守る 、 他 人 か ら の 声 が け に は 乗ら な い 、 深 夜 は 外出 し な い 、 人 ご み の 中 で は 身の回り に 気 
を つけ る な ど 海 外 旅行 時 の 注意 事項 は どの 国 も 同じ で す 。 
・ 現 地 両 替 は ユー ロ か ドル か ら で す 。 カ ー ド 払い も で きま す 。 
・ 万 が 一 の 盗難 (現金 パス ポー ト な ど ) や 病気 で 、 現 地 手 配 会 社 や 医師 の 判断 で 入院 、 帰 国 な ど 必要 な 措置 
を 取る こと が あり ます が 、 自 己 責 任 と し て 、 個 人 費用 に な り ま す 。 
・ ホ テル を 含め 公 的 機関 な ど 緊 急 連絡 リス ト は 出発 前 に お 知ら せ し ま す 。 





通り に ビザ が 発行 され て いま す の で 、 現 地 で 日 程 












































手続 き は ご 自身 で 
軸 革 日 本 出発 


2 時 間 以 上 前 に 成田 空港 の 弊社 指定 業者 
か ら パ スポ ー ト ・ ビ ザ 等 を 受け 取り 、2 時 間 
前 か ら 始ま る 航空 会 社 指定 カウ ンタ ー で 
搭乗 手続 き 、 税 関 で 出国 手続 き を し て くだ 


es 


[2]TRANsir SU で 乗り 継ぎ の 方 は 
モス クワ ・ シ ェ レ メチ ェ ・ ボ 空港 到着 後 、2 階 
で 入国 審査 、1 階 に 下り 、 サ ンク トペ テル ブ 
ルク 等 の 乗り 継ぎ は 3 階 に 行き ます 。 弊 社 
で は 2 時 間 前 後 の 心 に 余裕 を も っ た 乗り 継 
ぎ 便 を お 取り し て いま す 。] 時 間 で の 乗り 継 
ぎ は 厳し いで す 。 現 地 係 員 は お り ま せん の 
で お 客 様 ご 自身 で お 願い し ます 。 航 空 会 社 
に 預け た 荷物 (スー ツケ ー ス ) は スル ー で 
到着 地 ま で 運ば れ ま す の で 人 荷 物 の 持ち 運 
び は 不用 で す 。JL ご 利用 の 方 は 空港 が 違 
いま す の で 別に ご 案内 し ます 。 


Y 


[8]【ARRIVAL」 空港 着 ・ 専 用 車 で ホテ ル へ 


お 客 様 専属 の 日 本 語 ガ イド が 「Ms. お 名 
前 」 の ボー ド を 持っ て 出迎え ます 。 ホ テル ま 
で 専用 車 で ご 案内 ( 車 の 中 で ご 自由 に ご 質 
問 、 ご 相談 承り ます ) 。 

・ 万 一 、 飛 行 機 が 遅れ て も お 客 様 だ け の た 
め 、 時 間に合わ せ て 、 お 待ち し て いま す 。 

[ 還 ホ テル で は ガイ ド が チェ ッ ク ・ イ ン の お 手 
伝い し ます 。 次 の 朝 、 則 ] ホ テル の ロビ ー で ガ 
イド と 会 っ で 観光 が 始ま り ます 。 











[4|(H) ホテ ル 出 発 専用 車 付き で 。 
指定 され た 時 間 に ロ ビー に ご 集合 くだ さい 。 運 転 
手 ( ガ イド 無し ) が お 客 様 名 や 番号 と 「 一 空港 」 を 
確認 。 そ し て 指定 空港 へ 。 搭 乗 手 続き ・ 出 国 手続 き 
は ご 自分 で お 願い し ます 。[OPI 日 本 語 ガイ ド も 可 。 


現地 で 「 あ れ ?」 違 う の で は と 
感じ る こと が あり まし た ら す ぐ ガ イド に お 申し 出 
くだ さい 。 対 応 し ます 。 日 本 に 持ち 帰っ て か ら で 


は 対応 で きま せん 。 思 い 出 も 取り 返せ ませ ん 。 
契約 時 の 「 ご 旅行 条件 書 」 に も 書か れ て いま す 
が 、 必 ず 現 地 で お 申し 出 い た だ く よ う 、 義 務 付 
けら れ て いま す 。 





当 パ ン フ レッ ト の 全 コ ー ス の 旅行 代金 は 、 燃 油 サ ー チ ャ ー ジ 、 海外 空港 諸税 が 含ま れ て いま せん 。 
別途 必要 に な り ま す 。 


燃油 サー チャ ー ジ と は 原油 の 高騰 に 伴っ て 、 各 航空 会 社 は 航空 会 社 の 企業 努力 で は 吸収 し きれ な い 燃 
油 価格 の 一 部 を 乗客 の 皆様 に 、 旅 行 会 社 が 航空 会 社 に 代わ っ て 別途 代行 徴収 させ て いた だ くも の で 
空 会 社 が 国土 交通 省 に 申請 し 認可 され た も の で す 。 よ っ て 、 航 空 会 社 の 理由 に より 3 ケ月 ご と に 


す 各 航 
変更 され ます 。※ 他 の 航空 会 社 の 場合 は 、 別 途 お 問い 合わ せく だ さい 。 
目 交 額 一 覧 対象 区 間 と 往復 (2016 年 8 月 15 晶 現在 ) 


海外 空港 諸税 ・ 空 港 施設 使用 料 目安 額 店 



























空港 使用 料 他 | 保安 料 
モス クワ | ・SU の 場合 、 不 要 | ・SU の 場合 、 不 用 
・JAL の 場合 、\2.650 | ・JAL の 場合 、\760 















※ 成 田 空 港 \2.610、 関 空 \3.040、 中 部 空港 \2.570 
※ 円 に 直し て 、 残 金 請求 書 ( 約 20 日 前 ) 時 に 、 ご 請求 さ 
せ て いた だ きま す 。 








アエロ フロ ー ト ・ ロ シア 航空 (SU) ・ 成 田 / モ スク ワ \0 





・ 成 田 / モ スク ワ ノ サン クト ペテルブルク \0 





日 本 航空 (JL) 


・ 成 田 / モ スク ワ \3.030 ・ 成 田 / モ スク ワン サン クト ペテルブルク \5.800 








| II ホテ ル の お 約束 (ロシア ) 


① ど 出発 前 に ホテ ル の リス ト を お 送り し ます 。 
@ 部 屋 に よっ て 、 広 さ 、 設 備 が 異な る 場合 も あり ます 。 


@ ホ テル の チェ ッ ク イン ・ アウ ト は 通常 12: 00c3 か が 、 E5 0 以降 の ホテ ル 
も あり ます 。 現 地 に て ご 確認 くだ さい 。 


パス タプ また は シャ ワー、 ト イレ (洗面 タオ ル 、 石 けん ) 付き で す が 、 ヨ ー ロ ッ パ と 同じ よう に 歯ブラシ 、 | ⑦3 名 様 で 1 部 屋 ( ト リプル ルー ム ) ご 利用 の 倍 、2 人 部 屋 に 簡易 ペッ ド ( エ 


スリ ッ パ 、 パ ジャ マ 等 の 備品 は あり ませ ん 。 お 申し 込み 後 、 す ぐ ホ テル の 資料 を お 送り し ます 。 


③ グ ルー プ の 方 で も 、 お 隣り の 部 屋 ま た は お 近く の 部 屋 に な ら な い 場 合 が あり ます 。 


キス トラ ベッ ド 又 は ソフ ァ ア ベッド) を 入れ る た め 、 手 狭 と な り ま す 。 ま た 、 
簡易 ペッ ド の 搬入 は 夜 遅 く な る こと も あり ます 。 


⑨④ ロ シア ・ 旧 ソ連 内 の ホテ ル で 設備 ・ サ ービス 面 等 が 劣る 場合 も あり ます 。 ヨ ー ロ ッ パ と 比べ て 少々 ラン ク | ⑧ 現 地 事 情 に 予告 な く 改修 工事 を 行う 場合 が あり 、 施 設 の 一 部 が 利用 で 
が 低い と ご 理解 下さ い 。 
⑤ ペ ベット の 条件 : ご 利用 いた だ く ホ テル で は 、 シ ング ル ベ ッ ド が 2 公 の 「 ツ イン ベッ ド 」 と な り 、 大 型 ベ ペッ ド 
に 60202N2RDOES22E3S768 斉 





ガイ ド が ご と 希 に 沿っ て は お 客 様 の た め お 圭 産物 店 等 に さ 内 ずる と と が あ り ま す が 、 
の 真鍋 G 隔 2NY だ Ui 





通常 海外 で 忘れ 物 を し た 場合 、 出 て こない ケー ス が ほとん ど で す の で 、 くれ ぐれ も 身 の 
願い ます 。 当 社 は 捜索 の お 手伝い を させ て いた だ きま す が 、 そ の 足 任 を 負う も の で は ご ざい ませ ん 。 

尚 、 ご 帰国 後 (旅行 解除 後 ) の 調査 は ・…・ 事 前 に 手数 料 \5.000( 税 別 ) を 申し 受け ます 。 お 取り 寄せ の 場 
合 は 実費 (送料 等 ) も 事前 に お 願い し ます 。 現 金 に つい て は 送付 ・ 送 金 は で きま せん 。 


海外 旅行 保険 (東京 海上 日 動 火 災 保 険 ) 加 入 は 必要 経費 の 1 つ で す 。 


・ 急 病 や ケガ 時 、 日 本 語 の 電話 で 365 日 24 時 間 い つ で も 対応 。 モ スク ワ 、 サ ンク トペ デル ブル ク の 外 | 
専用 指定 病院 で 日 本 語 通 訳 付 治療 が 受け られ ます 。 ス ー ツ ケー ス な ど 携 行 品 の 盗難 や 破損 に も 一 定額 の 


補償 が 付い て いま す 。 


き な く な っ た り 、 騒 音 が 発生 し た りす る 場合 が あり ます 。 ご 了承 くだ さい 。 





ガイ ド と 運転 手 に は 必要 で す 。 ポ ボー ター は 、 つ いて お り ま せん 。 


お 買い 物 は 、 お 客 空港 * 駅 ・ ako 





・ 国 、 地 域 に よっ て 日 曜 ・ 祝日 、 華 下 な ど 現 地 事情 に より 突然 








回 





り 品 に は ご 注意 に よる 博物 館 等 観光 施設 ・ 商 店 が 閉まっ た り 、 入 場 制限 に より 





入場 で き な く な っ た りす る 場合 が ど ざい ます 。 ご 了承 くだ さい 。 


・12/31 の 夜 、 ヨ ー ル カ 祭 。・2/14 バ レン タイ ン デ ー 

コノ 6・7 正 教会 クリ スマ ス ・2/23 男 性 の 日 

コン 14IB 正 月 ・2/26 マ ー ス レニ ッ ツ ァ 祭 

コグ 19 若 者 洗礼 祭 ・3/8 国 際 婦 人 デー 

1 グ 25 タ チア ナ 祭 ・324 青 少年 アー ト フェ スタ 
・4/16 イ ー ス ター 祭 

















国人 





空 会 社 の 予告 な し の 欠航 、 遅 延 ・ 経 路 変 更 等 に よる トラ ブル (旅行 日 程 の 変更 、 滞 在 期間 の 短縮 、 食 事 の 減少 、 観 光 箇所 の 変更 や 削除 な ど ) が 発生 し て も 旅行 代金 の 


変更 は あり ませ ん 。 旅行 業 約款 第 13 条 (契約 内 容 の 変更 ) と 14 条 (旅行 代金 の 額 の 変更 ) に 該当 し 、 免 責 に な り ま す 。 つ まり 、 自 己 責任 ・ 自 己 負担 に な り ます 。 
重 品 、 重 要 書 類 、 撮 影 済 みな の フ ィ ル ム そ の 他 こ われ 物 に つい て は 、 当 社 は 賠償 の 責 を 負い ませ ん 。 
会 社 の 航空 約款 に 定め られ た 範囲 内 で の 補償 と な り ま す 。 詳 細 は 各 航 空 会 社 に お 問い 合わ せく だ さい 。 





@ 現 金 、 貴 
信 運 送 機関 で の 手荷物 の 減 失 、 紛 失 又 は 損 に 対す る 損害 も 、 各 航空 
還 ロ シア 国内 は それ ぞ れ 独 立 し た 国内 便 を 使用 し ます 。 


募集 型 條 画 旅行 契約 この ご 旅行 は 、 (時 ロシア 旅行社 が 企画. - 天 放す る 旅行 で あり 、 お 客人 は 当社 と 人 企画 旅行 約 (以下 旅行 区 」 と いう ) を 請 結 する と と に な り ます 、 ま た 、 旅 
行 条 件 は 、 下 記 に よる ほか 、 当 パン フレ ッ ト 、 出 発 前 に お 渡し する 最終 日 程 表 (確定 書面 ) 及 び 当 社 旅行 業 約束 募集 型 企画 旅行 契約 の 部 に より ます 。 


時 旅行 代金 に 含ま れる も の 
信 旅 程 に 示さ れ た 航空 、 鉄 道 ( 寝 台 列 事 ) の 運賃 信 旅 程 に 含ま れ た 観光 科 金 (バス 料金 、 ガ イド 料 、 入 
場 料 、 送 迎 科 金 ) 欠 旅 得 に 含ま れる 宿泊 料金 (2 人 部 屋 、 バ ス ま た は シャ ワー 付 ) 介 お 1 人 に つき 
20Kkg 以 内 の 手荷物 運 江 ( ス ー ツ ケー ス 2 個 以内 ) 人 団体 行動 中 の チッ プ 旬 乗 員 経 費 
時 旅行 代金 に 含ま れ な いも の 
人 @ 直 刀 手 荷物 料金 ・ 個 人 的 費用 人 渡航 手続き 費用 (消費 税 含む ): 
有効 旅券 を お 持ち で 、 衣 証 、 書 類 な ど 手続 き を 当社 で 作成 し た 場合 yy\7.020 
全 沼 外 旅行 陣 害 保険 科 人 傷害 ・ 疾 病 に 関す る 医療 費 等 便 1 人 部 屋 を 希望 は 割増 料金 念 自 由 行 
動 中 の 諸費 用 人 @ ビ ザ 代 実費 ロシア \4.000、 他 の 国 の 実費 人 空港 使用 料 (日 本 国内 ) 條 航空 会 
社 が 課す 付加 運 貨 ・ 料 金 ( 例 : 燃 油 サー ヲ ジ ) 
是 旅 行 代金 の 変更 に つい て は 
2016 年 8 月 10 日 を 基準 と し て あり 、 航 空運 賃 及 び 各 種 交通 機関 な どの 運賃 改訂 、 そ の 事由 に より 変更 
され る 場合 、 ご 出発 15 日 前 まで に 連絡 いた し ます 。 
還 取 消 料 
申込 後 、 お 客 様 の 都合 で 取消 を する 場合 は 所 用 実費 と 次 の 取消 料 を 頂き ます 。 

27 こ 5/6、7/20 こ 8Z31、12/20-1/7 

に 開始 する 旅行 


旅行 代金 の 1096(5 万 円 を 上 限 ) 




















に 
| 日 目 に あたる 日 まで 


旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て さか の ぼっ で | 旅行 代金 が 3 円 以 上 ec5 円 人 EUEOBMEO22 37 旧 
180H 目 に あたる 日 以降 =3HBG あ た る 日 まで | NORIBHEa2 人 


了 HIRNSCN 前 々 日 ご 前 日 














上 特注 人 

当社 は 、 当 社 又 は 当社 が 手配 を 代行 させ た 者 の 故意 又は 過失 の 有無 に か か わら 募集 型 企画 旅行 約 
衣 別 底 特別 捕 償 規程 に 基づき 、 お 客 様 が 募集 型 企画 旅行 参加 中 に 急激 か つ 偶 然 な 外来 の 事故 に より 、 
その 身体 、 生 命 又 は 荷物 上 に 被っ た 一 定 の 損害 に つい て 、 予 め 当社 約 鞭 特別 守 償 に 定め る 金額 の 範囲 
に お いて 、 補 償 金 又は 見 舞 金 を 支払 いま す 。 

軒 免 責 事項 国 

介 航 空 機 、 そ の 他 利 用 の 交通 機関 の スケ ジュ ー ル の 変更 ある 場合 は ご 了承 下さ い 。 

命運 所 換 関 等 が 与え た お 客 様 自 身 、 身 の 回 り 品 、 及 び 手 荷物 の 摺 害 に つい て は 当社 の 旅行 約款 に より ま 
す 。 和食 中 素 ・ 次 難 及 び 自 由 行動 中 の 事故 。 


@ 当 ツア ー は 徒歩 、 移 動 、 現 地 の 食 事 等 が 問題 と な ら な い 標 準 的 な 体力 で ある お 客 様 を 前 提 と し て 作ら 
れ て いま す 。 で 自身 の 健康 状態 を 十分 ご 考慮 の 上 お 申し 込み 下さ い 。 ま た 、 ご 旅行 中 の 健康 管理 に つき ま 
し て は 、 自 己 責 任 で お 願い し ます 。 
時 申込 楽 件 
全 旅 行 の 実施 に あたり 、 法 令 ・ 公 序 良 俗 に 反する 恐れ の ある 方 、 旅 行 の 円 滑 な 実施 に 支障 を きた す 没 れ 
の ある 方 は 、 お 申し 込み を お 断り する 場合 が あり ます 。 旅 行 を 円 滑 に する た め 、 お 客 様 は 当社 の 指示 又は 
法令 ・ 公 序 良 俗 ・ 旅 行 業 約款 に 従っ て 頂き ます 。 旅行 開始 後に 参加 者 が 上 述 の 行為 を され た 場合 は 本 人 
の 足 任 と 費用 負担 に より 旅行 中 に し て いた だ く 場 合 も あり ます 。 ま た 同時 に 、 主 催 者 が 上 述 の 行為 に より 
被害 を 受け た 場合 は 、 そ の 参加 者 に 対し 損害 の 賠償 を 申し 受け ます 。 
全 ]5 誠 以 上 20 歳 未 満 の 方 は 保護 涯 の 同意 書 、75 歳 以上 の 方 、 圧 尋常 秋 の 慢性 疾患 を お 持ち の 方 、 
身体 障害 者 、 及 び 病 弱 の 方 は 、 お 申し 込み の 隙 健康 診断 書 の 提出 を お 願い いた し ます 。 そ の 結果 に よっ て 
お 断り する 場合 も あり ます し 、 同 伴 者 の 同行 を 楽 件 と する 場合 も あり ます 。 
全 旅 行 中 に お 客 様 が 疾患 、 隙 害 、 そ の 他 の 事由 に より 医師 の 診断 又は 加療 を 必要 と する と 当社 が 判断 す 
る 場合 は 、 お 客 様 の 申し 出 の 有無 に か か わら ず 必 要 な 措置 を 取る こと が あり ます が 、 そ の 緒 務 を 負う も の 
で は あり ませ ん 。 上 記 に よる 一 切 の 費用 は お 客 様 の 負担 と な り ます 。 
人 @7 炭 一 15 歳 は 同伴 者 を 条件 と し 、7 歳 以下 又 、 車 イス の 方 は 同伴 者 が あっ て も お 受け で きま せん 。 
還 旅 行 実施 の 中 止 ・ 変 更 ・ 解 除 
人 当社 は 申込 み 人 員 が 最少 催行 人 員 に 達し な い 場 合 、 当 該 旅行 の 実施 を 中 止 し ます 。 そ の 場合 、 出 発 日 
の 24 日 前 に 特定 日 は 34 日 前 に 当該 旅行 を 中 止 する 旨 を お 客 様 に 通知 し 、 お 預かり 金 の 全額 を 払い 戻し 
ます 。 代 そ の 他 当 社 の 業務 上 や お を えな い 事 由 が ある 場合 
@ お 客 様 が 所 定 の 集合 時 刻 に 間に合わ ず 搭 乗 ・ 乗 船 ・ 来 車 で き な か っ た 場合 は 、 旅行 契約 の 解除 を させ 
きま す 。 
@ お 客 様 に 予め 明示 し た 旅行 実施 和 件 が 成就 し な い 恐 れ が 極め て 大 きい 場合 。 
時 旅行 契約 内 容 の 変更 

当社 は 、 天 災 地 変 、 戦 乱 、 運 送 宿泊 村 関 等 の 、 不 通 、 遅 延 、 休 業 、 欠 航 及 び 争 議 行 為 、 外 国 官公 署 の 命 
令 そ の 他 の 当社 の 管理 で き な い 事 由 が 生じ た 場合 に お いて 、 旅 行 の 安全 か つ 円 滑 な 実施 を 図る た め や む 
を 掲 な いと き は 、 お 客 様 に 予め 理由 を 説明 し て 旅行 日 程 、 旅 行 サー ビス の 内 容 その 他 の 旅行 契約 の 内 容 
を 変更 する こと が あり ます 。 但 し 、 緊 急 の 場合 に 於 いて で や む を 掲 な いと ぎ は 、 変 更 後に 事由 を 説明 し ます 。 
軒 ご 協力 の お 願い 
仙 社 は 、 ツ アー 進行 中 に お 客 様 ま た は ガイ ド が 撮影 し た 皆様 の 集合 写真 や スナ ッ プ を 弊社 作成 の 募集 パ 
ン フ レッ ト や ホー ムペ ー ジ に 掲載 する こと が あり ます 。 こ れ は ロシア 等 を より 身近 に 感じ て いた だ く た め で 
、 販 売 し た り そ の 他 の 目的 の た め に 使用 する も の で は あり ませ ん 。 な に と ぞ ご 了承 くだ さい ます よう お 願い 
申し あげ ます 。 
男 詳 し い 旅行 条件 を 説明 し た 書面 を お 送り し ます の で 事前 に ご 確認 下さ い 。 

2016 年 8 月 20 日 作成 1.000 部 
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JAL プ レミ アム エコ ノミ ー 
片道 \40.000 追 加 

・ 成 田 空港 接 ラ ウン 

ジ を ご 利用 いた だ け | 

ます 。 

・ 専 用 チェ ッ ク イ ン 

カウ ンタ ー も ど ご 利用 
いた だ け ま す 。 

・ 機 内 サー ビス 追加 
(シャ ン パ ン 、 焼 酎 、 ペ リエ 、 お つま み 他 アメ 
ニテ ィ ) も 。 


JAL ビ ジネス クラ ス 







た し ます 。 お 問い 合わ せく だ さい 。 
・ 事 前 座席 指定 サー ビス 
出来 ます 。 

・ 専 用 チェ ッ ク イ ンカ ウン 

ター あり ます 。 

・ モ スク ワ 到 着 時 、 い ち 早 

く 手 荷物 が 受け 取れ ます 。| 














⑳ タク シー は 無い 2 (用 送 還 付き) 
ロシア で は 流し の タク シー は ほとん ど 見 か け 
ませ ん 。 ど うし て も の 時 は ホテ ル の フロ ント で 
呼ん で も らい ます 。 淡 滞 が 激しい の で 、 移 動 に 
は 地下 鉄 を すす めし ます 。 


1 ロシア 語 は 尺 吾 で すか ? 
英語 の 普及 率 は 日 本 と 同じ ぐら い 。 
し か し 、 空 港 や ホテ ル は 誰 で も 英語 
が で きま す 。 


2 治 吾 が IR 配 2 
深夜 の 一 人 歩き は ヨー ロッ パ と 同じ 。 
近年 弊社 の お 客 様 で 事故 に 違っ た 
こと は あり ませ ん 。 ロ シア だ か ら と 特 
別 な こと は あり ませ ん が 、 海 外 旅行 に 
行く 際 の 注意 事項 は 守っ て いた だ く 
必要 が あり ます 。 ガ イド と 相談 を お す 
すめ し ます 。 






























フリ ー ブ プラン 
モス クワ 異 文化 












国際 クレ ジッ トカ ー ド が 便利 で す 。 但 し 、 売 店 
と か 市 場 等 で は ロシア ルー ブル 払い の た め 、 成 
田 空港 で ルー ブル に 両替 する か 現地 で ユー ロ 
又は US$ か ら の 両替 に な り ま す 。 












| 座 数 | ビッ チ | 
| oz 


ターン 






) 1 
2 ネ 22 ラ 2 | 34 席 |153cm | jso' |e68cm|17:o 2000 





エコ ノミ ー ク ラス で も 個人 用 液晶 テレ ビ で 音楽 や ゲー ム 、 映 画 を 楽し め ま す 。 
最新 の 機種 で 他 の 航空 会 社 同様 快適 な 空 の 旅 を 楽し め ま す 。※ 機 材 の 仕様 
に より 差 が あり 、 変 わる こと も あり ます 。 

・ 座 席 指定 は 当日 、 カ ウン ター で リク エス ト に な り ま す ( 但 し 、L ク ラス 以上 は 事 
前 指定 で きま す )。 


ロシア の お 土産 販売 〈 例 〉 
リス ト を お 送り し ます 。 


2bvtE1 | 


マト リョ ー ジ カ 


、 胃 入 の 手作り の た め 、 ひ と つ ひ と つ 表情 が 違う 素朴 な 


括 合 い の ス トラ ッ プ で す 。 
ー 2.730。 マト リョ ー シ カ 柄 ス トラ ッ プ 3 個 セ ッ ト 


大 いこ と を 香 え て 導 を し て お Ki 軌 い が 中 マト リョ ー シ カ 人 (5 点 セ ッ ト 
EET 


う E い われ る ロシア 人 也 で す 





人 AD コー1hom @ 本 0 @ ェ アン SN @G ン | 890m 


同 408 各 PO (1 全 を 011Gm) 人 計 (@ ビ ニー は 70( 人 AD) 


@o シ : 
2 た 8 まき 





・ 往 復 \378.000。 変 わる こと も あり ます 。 お 見 積 り い 


U 


人 号 真 - ビ デオ 撮影 
制限 は あり ませ ん 。 美 術 館 
内 は 有料 で す 。 バ レ エ や オペ 
ラ の 公演 中 は 不可 。 マ ナー 
と し て 人 物 の 時 は 、 許 可 を 
取っ た 方 が ベタ ー。 


要 清 在 登録 っ て ? ) 


ロシア の 将 証 (ビザ ) は 滞在 日 数 し か 
で ませ ん 。 現 地 で 延 泊 と 移動 の 変更 
は で きま せん 。 ホ テル が チェ ッ ク イ ン 
の 際 に ピザ と パス ポー ト を 渡す と す ビー 
ぐに 外国 人 滞在 登録 を し て くれ ます | [ 家 ] 一 般 家庭 [R] ホテ ル 以 外 又 は 特別 宏 利 用 
の で 、 本 人 の 手間 は あり ませ ん 。 








な ら 少 し 安い で す 。 高 級 レ スト ラン で は 3.,000 円 以上 で 、 お 釣 
り の 小銭 は チッ プ と し て 置く の が エチ ケッ ト で す 。 





・ 水 ・ 金 ・ 日 成田 発 10:45/ モ スク ワ 着 15:00 JL421 便 

・・ 水 ・ 金 ・ 日 モス クワ 発 17:00 ノ 成田 着 翌 08:35 JL422 便 

・ エ コノ ミー クラ ス : ス ー ツ ケー ス (23 キ ロ ) 2 個 まで 無料 。 ビ ジネス クラ 
ス は 3 個 ま で 。 

・1 個 当たり 32 キ ロ 、3 辺 の 総和 は 203 セ ンチ 以内 。 

・ 日 本 国内 線 (JAL 使 用 ) 追 加 片道 料金 : 札 幌 、 中 部 、 伊 丹 、 福 岡 は 無料 、 
他 5.000 円 。 

・ 窓 側 ・ 通 路側 、 並 び 席 の リク エス ト を 承り ます 。 但 し 、 時 期 に より ご 希望 
に 添え な い 場 合 も あり ます 。 

エコ ノミ ー 席 | プレ ミア ム エ コ ノミ ー 席 

リク ライ ニン グ 角 度 | 非 公開 度 

| 座 席 配 列 | 2-4ー2 

| 王 ニ ター の 大 き さ | 10.6 イ ンチ 

※ ロ シア 便 は エコ ノミ ー ク ラス に な り ま す 。 ※ お 席 な ど 特 別 リ クエ スト 

も ご ど 希望 通り に な ら な い 場 合 も あり ます 。 ※ プ レミ アム エコ ノミ ー、 ビ 

ジネス クラ ス の 追加 サー ビス が 一 部 変更 に な っ て いる 場合 も あり ます 。 
※ 夫 婦 等 の 割引 の 設定 は ご ざい ませ ん 。 


還 旅 行 目 的 に お ける 危険 情報 、 衛 生 情 報 の 入手 方 法 
に つい で て 

・ 渡 航 先 ( 国 又は 地域 ) に よっ て は 、 外 務 宿 より 危険 情報 な 

どの 安全 関係 の 海外 渡航 関連 情報 が 出さ れ て いる 場合 が 

あり ます 。 海 外 渡航 関連 情報 は 、 外 務 省 海外 安全 相談 セン 

ター な ど で も ご 確認 いた だ け ま す 。 

TEL:03-3580-3311 FAX サー ビス :0570-023300 

【URL】http://www.mofa.gojjp/anzen/ 

・ 渡 航 先 ( 国 又は 地域 ) の 衛生 状況 に つい て は 、 厚 生 労働 省 

「 海 外 渡航 者 の た め の 感 染 症 情報 」 ホ ー ム ペー ジ で ご 確認 

くだ さい 。 【URL】 ーーー ーー 


eo Ed ee [ 唱 ] ホ テル の レス トラ ン 

































































軽 ] 時 間 が 少な い の で 軽食 か 弁当 








回 只 逐 装 詩 し く は お 問い 合わ せ 下さ い 。《 例 ) 

還 ス ー ツ ケー ス ( 電 22 沈 坦 ヴ ァ ン テム ) (税込)※ 配 送料 別送 (往復 1,470 円 )。 

レン タル |LA( エ ル エー) 強 く て 軽い 人 気 No.1!| FR( エ ファ アール) 流 且 な フォ ルム 

期 間 | 小 59cm 5.5kq | 中 65 cm 6.0kg| 小 59cm 6.2kg| 中 66cm 6.7kqg 
50 リ ッ ト ル |65 リ ッ ト ル 55 リ ッ ト ル |72 リ ッ ト ル 

6 日 \5.565 \5.880 \3.150 \5.355 

7 日 \5.880 \6.195 \3.360 \5.670 

\6.510 \3.570 |  \5.985 

出発 3 日 前 に お 届け 致し ます が 、 実 際 に は 旅行 期間 分 の 料金 し か いた だ きま せん 。 

2] アダ プター プラ グ 海外 用 携帯 電話 

これ ひと つ で 世界 中 の ほ と レン タル 料金 1 日 /525 円 

ん どの コン セン ト に 対応 で 有 

きま す 。 期 間 中 一 律 525 円 。 









































1 分 当り 270 円 (ロシア ・ 
ヨー ロッ パ ) 他 。 


 ⑱ ⑱ @ 


信頼 と と も に 50 年 

日 本 人 の お 客 様 の た め に ユー ラ シ ア 大 陸 の 中 央 で デン と 
構え て 独自 の 丈 化 を 形成 する 隣国 ロン ア と 交流 拡大 を 
社 の 理念 と し 、 丈 化 ・ ス ポー ツ 交 流 な ど 床 作り に 遂 進 し て 
いま す 。 ま た 、 美しい 日 本 に 来 て いた だ 〈 イ ン バ ウ ンド 事業 に も 
積極 釣 に 取り 旨 ん で いま す 。 


: 季 


旅行 販売 業 (ロシア ・ 旧 ソ連 諸国 、 モ ン ゴル 、 東 欧 、 ヨ ー ロ ッ パ 等 ) 
] 主催 旅行 パッケ ー ジ ツア ー) 文 化 交流 、 ビ ジネス 交流 、 ス ポー ツ 等 

2 手配 旅行 く ホ テル と ビザ 、 ビ ザ だ け も 含む 〉 

3 卸 業 ( 各 旅 行 会 社 ヘ へ セット 販売 〉 

4 ロシア 人 観光 団 受 け 入れ 業 (1 名 か ら も 含む ) 

5 ーー 取材 、 地 域 振興 、 交 流 事業 


ウオ ッ カ 、 コ ニャ ッ ク 、 自 然 ジ ャ ム 、 民 芸 品 。 


エル ミタ ー ジ ュ 、 国 立 ロ シア 、 ト レ チ ャ コ フ 、 ブ プー シキ ン 名 美術 館 専属 
画家 に よる 複製 画 の 代 売 。 





株 式 会 社 ロシア 旅行 
JAPAN-RUSSIAN TRAVEL SERVICE CO.,LTD 
TIOHCKO-POCCMMCKMMM TYPMCTM- 
HECKMM CEPBMC KO., 有 TL 








コー コー ニニ コニー ニコ ーー ピュー 昭和 41 年 6 月 2 日 
ー- 40.000, 000 円 (株 主 総数 25 名 ) 
社員 総数 --- ー- 14 名 (平成 14 年 12 月 現在 ) 
登録 番号 -- ー 観光 店 長 守 登録 旅行 業 第 一 種 98 号 
契約 保険 ー 東京 海上 火災 保険 株 式 会 
加盟 団体 --- ( 社 ) 日 本 旅行 業 協 会 (JATA) 正会員 、 


海外 ・ 旅 の 専門 店 連合 会 


1956 年 日 ソ 国交 が 回 復 し 、1964 年 海外 旅行 自由 後 、 和 田 敏明 氏 の 
イニ シャ ティ ブ で 1966 年 (昭和 41 年 )6 月 2 日 、( 株 ) 日 ソ 旅行 社 が 設 
立 さ れ た 。 設 立 発起 人 は 徳川 善 親 、 和 田 敏 明 、 天 坊 裕 彦 ( 国 鉄 副 総 
裁 )、 小 山 長 規 (自民 党 衆議院 議員 )、 大 野 元 美 (川口 市 長 )、 梅 村 元 之 
助 (国鉄 OB で JTB 総 務 部 長 )、 新 川 三十郎 (朝日 火災 海上 保険 役員 ) 
で 、 授 権 資本 3 千 万 円 、 払 込 資 本 金 800 万 円 で 、JTB の 代理 店 と し て 
渋谷 区 千駄ヶ谷 に 本 社 を 置い た 。 東 京 ス テー ショ ン ホ テル で 発足 
パー ティ を 開く 。 


スム 、 三 二 ま さ 
3 つの 社会 貢献 活動 
1 旅 の 専門 店 連合 会 

アフ リカ 、 イ ンド な ど 地 域 専門 と クル ー ズ や バー ドウ ォ ッ チン 
グ な ど テ ー マ 専 門 会 社 17 社 の 旅 の スペ シャ ル 集 団 で す 。 食 
文化 セミ ナー( 世 界 を まる ご と 食べ る ) 、 誰 で も 参加 で きる 感 
動 の 一 枚 ( フ ォ ト コン テス ト ) 、 一 磐 旅行 会 社 向 け セ ミナ オー、 
旅行 博 な ど 共 同 出展 、 ポ ー タ ル サ イ ト 促 進 、 海 外 ボ ラン ティ ア 
ツア ー な ど 活 動 し て いま す 。 http://www.tabisen.com/ 























応援 事業 








を 応援 し て いま す 。 








や サン クト ペテルブルク の バラ の 学校 で 日 本 語 を 学ぶ 小学 生 の 
た め 、 ボ ラン ティ ア 隊 を 派遣 協力 し て いま す 。 
② マ リ イ ン スキ ー 劇 場 の プリ マ ・ パ バレリーナ の アリ ー ナ ・ ソ ー モ ワ 


CIABHCKOBE HYBCTBO 

「 卿 に 入り て は 郷 に 従え 」 と いう 語 が あり ます 。 ロ シア 
人 の 知恵 は すべ て 「 自 然 と いか に 共存 する か … ど ん な 
楽し みか が あ る か …」 と 大 地 に し っ か り 根づい て 生き る 
「 た くま し さ 」 を 感じ る 。 ど こ か お 人 好 し で 素朴 な ロ シ 
ア 人 を 少し 理解 し て 旅行 する と 、 旅 は より 楽し く な り 
ます 。 詳 し く は お 申し 込み 後 、 お 送り し ます 。 


回 2 


気 催 例 





を | 
森 は ロシア 人 の 生活 の 一 部 で あり 、 外 敵 に 対す る 最も 安全 な 隠れ 家 で も あり 
まし た 。 か ら 松 な ど 松 類 、 白 樺 、 な なかま ど な ど 、 大 地 を 閉 う 森 は 心 の ふる さと 
で あり 、 命 の 拠り 所 (食料 の 供給 所 ) で も あま し た 。 そ ん な ロシア 人 に と っ て 
* 態 "は 同じ 森 の 中 の 住人 で あり 、『 ミ ー シ ャ 』 と 愛称 で 呼ば れる " 熊 " は れ っ き と 
し た 『 ミ ハイ ロ ・ イ ワー ヌィ チ ・ ト プ ト ゥ ギン 』 と いう 名 前 が あり ます 。 も と も と は 
同じ く 森 の 中 に 住ん で いた 人 間 の 魔法 に よっ て 熊 の 姿 に 変え られ た も の だ 、 熊 
は 良い 動物 で あり 森 の 中 の 友人 な の だ 、 と 言わ れ て いま す 。 


ロシア 正教 MCCK IPABOCJIABHA 


いい ロシア 正教 の 教会 暦 に は 毎日 、 聖 人 の 
















名 が つけ られ て お り 、 各 家庭 で は 、 生 ま 
れ た 子供 に その 日 の 聖人 の 名 を つけ る 
こと が 行わ れ て きま し た 。 そ れ 故 、「 イ 
リー ナ 、 ナ ター シャ 、 ミ ハイ ル 、 セ ル ゲ イ 」 
な どの よう に 、 ロ シア 人 の 名 前 に は 同じ 
名 前 が 多い の で す 。 ま た 、 名 前 と と も に 、 
父 称 が 重視 され る の は 、 ロ シア 正教 の 
三 身 一 体 ( 父 ・ 子 ・ 精 霊 ) の 信仰 か ら 由 
来 し て いる の か も し れ ま せん 。 
988 年 、 ロ シア は ビザ ンチ ン か ら ギ リ 
5 シャ 正教 を 摂取 し まし た 。 ギ リ シ ャ 正 教 
の 精神 は 、 碗 と 自由 と 真理 に よっ て 結ば れ た 「 共 同体 の 精神 』 で あり 、 これ は ス 
ラヴ 民族 の 社会 生活 の 中 に 常に 存在 し て いた も の で す 。 
ロシア 正教 で は 、 礼 拝 に オル ガン 等 の 楽器 は 一 切 使わ ず 、 人 の 声 ( 最 も 素 晴 
らし いも の と みな され て いま す ) が 教会 の 中 に 誓 き 渡り ます 。 ネ ギ 坊 主 の 聖堂 
の 中 で 歌わ れる 聖歌 は まる で 、 自 然 と 一 体 と な る こと を 願う ロシア の 人 々 の " こ 
ころ "が 天上 へ と 昇っ て 行く か の よう で す 。 





862 年 乱れ る 国土 と 人 民 を 治め る た め に 招 か れ た ノル マン 系 ワリ ャ ー グ 人 の 
ルス 族長 リュ ー リ ク が ノヴゴロド 公国 を 築き 、 ル ー シ ( ロ シア ) 発祥 の 地 に な っ 
た 。 後 に 、 リ ュー リク の 息子 イー ゴリ と その 後見 人 オレ ー ク が 882 年 キエフ ・ 
ルー シ 公 国 建 立 。 ル スー ルー ジ シ (古い ロシア 名 )。988 年 キエフ の ウラ ジー ミル 
聖公 が ギリ シア 正教 を 国教 と し た 。 内 紛 が 続い た キエフ ・ ル ー シ は 1169 年 大 
公 位 を ウラ ジー ミル 公国 に 奪わ れ キ エフ は 崩壊 する 。 そ し て 、 キ エフ は 1240 
年 モン ゴル 来 舞 で 徹底 的 な 破壊 を 受け 人 口 約 200 人 に な り 公 国 終 駐 し た 。 
1093 年 スー ズ ダ リ ・ ウ ラジ ー ミ ル 公 国 は キエフ の 大 公 ヤ ロス ラフ 賢 公 の 孫 ウ 
ラジ ー ミ ル 公 で 、 彼 の 母 は ビザ ンチ ン 皇帝 コ ンス タン ティ ノ ス ・ モ ノ マ コ ス の 














娘 。 コ ンス タン チノ ー ブ プル か ら も た ら さ れ た 聖母 の イコ ン は 、 キ エフ へ 、 そ し て 、 
ウラ ジー ミル へ 移さ れ 、 ウ スペ ンス キー 大 聖堂 が 全 ル ー シ ( 古 い ロ シア 名 ) の 
宗教 的 中 心 に な っ た 。 

14 世 紀 前 半 、 イ ワン ・ ダ ニー ロ ヴ ィ ッ チ 大 公 は ウラ ジー ミル ・ ス ー ズ ダリ 公国 
の 都 を モス クワ に 移し た 。 そ し て 、1 5 世紀 中 頃 、 モ スク ワ 公国 の 大 公 イ ワン 


世 が 全 ル ー シ の 君主 ツァーリ (皇帝 ) と し て 、 今 の ロシア 国家 が で きた 。 イ ワン 
川 世 は ビザ ンチ ン 帝 国 最後 の 皇帝 の 巡 ソ フィ ア ( ゾ ー ヤ )・ パ レオ ロ ガ を 妻 に 迎 
え 、1453 年 ビザ ンチ ン 帝 国 が 滅ん だ 後 、 モ スク ワ ・ ク レム リン は 、 紋 章 で ある 
双頭 の 区 を 継承 し 、 東 方 キリ スト 教 世 界 の 中 心 と し た 。 

そし て 、1703 年 ピョートル 大 帝 が サン クト ペテルブルク に 、1907 年 レー ニン 
が モス クワ に 都 を 移し た 。 


日 本 ・ キ ル ギ ス 情報 セン ター 
シル クロ ー ド 雑学 大 学 代表 の 長澤 法 隆 氏 を 中 心 に 
日 本 語 講師 派遣 、 イ シク ・ ク ル 湖 南 の タム ガ 村 の 元 
日 本 人 収容 所 跡 の キル ギ ス 平和 セン ター で 村 の 活 
性 化 の 支援 活動 、JICA の 支援 、 文 化 団 の 派遣 、 シ 
ルク ロー ド を 歩く 、 空 飛ぶ 車 イス 支援 、 歴 史 探検 隊 
な ど 文 化 の 掘り お こし 活動 。 








ロジ ア 了 の 顔 、 吉 名 門 劇 場 
* リ ショ イ 虐 場 Bonsmoirearp 
熱 的 で 率直 、 劇 的 
な バレ エ 。 話 題 の 多 
い 劇 場 。 ス ケー ル の 大 
き さ 、 人 材 が 豊富 な た 
め 鐘 舞 も 非常 に 評価 
が 高い 。 絢 句 誠 
盛 り 上 が り ま す 


















バレ エ 和 鑑賞 の 見 方 が 変わ り ます 。 世 界 の 頂 j 





& に 交 く 、 管 弦楽 団 、 装 飾 美 そし て 一 流 の ファ ン 


世界 5 大 巡 し エ 団 の 1 つ 、 最 じ 伝統 と 衝 式 の ある 貞 場 
MaprriHckgi Tearp 
中 放 階 級 の 劇場 で 、! アル ギフ 「 く る み 割 り 人 


チャ イコ フス キー 作曲 ( 全 幕 鑑賞 ) 
小 序曲 で 幕 が 上 が る と 、 ク ララ の 家 で クリ ス 
マス ・ パ ー テ ィ ー が 行わ れ て いま す 。 パ ー 
ティ ー も 終わ り 夜 中 の 12 時 に な る と 魔法 が 
較 始ま り ます 。 人 形 た ち が 動 きだ し 、 ね ずみ 達 と 
戦い ます 。 く る み 割 り 人 形 は 王子 に な り ク ララ 
VM を お 菓子 の 国 へ 招待 し ます 。 
第 2 幕 は お 菓子 の 国 で チョ コレ ー ト 、 お 茶 な どの 特徴 的 な 踊り が あり ます 。 足 
笛 の 踊り を ワ ガ ノ ワ バ レ エ 学校 の 子供 た ち が 踊 り ま す 。 見 所 は 金平 糖 の 精 と 
王子 の パ ・ ド ・ ド ウ で す 。 






















































ロシア 旅行 社 の ツア ー で 「 ス ペー ド の 女王 」 を 見 まし た 。 ゲ ルマン 役 は ガル ー ジ ン で し 
た 。 世 界 一 の ゲル マン 役 と 聞い て いま し た の で 感激 で し た 。 終 幕 の カ ー ド に 勝ち 、 人 
生 と は 賭け だ と いう 酔い し れ て 歌う 場面 か ら の 演技 は 息 を 飲ん で 見 て いま し た 。 
指揮 は ゲル ギ エ フ で 、 音 楽に よる 劇 的 な 表現 力 、 最 高 の 舞台 で し た 。 


弊社 は 若き バレ リー ナ を 応援 し て いま す 。 
/w アリ ー ナ ・ ソ ー モ ワ 1985 年 サン クト ペテルブルク 生ま れ 
/ 2002 年 サン クト ペテルブルク 国際 パレ エコ ンク ー ル で ワ ガ ノ ワ 賞 受賞 
3 識 フ ガ ノワ バレ エ 学 校 を 卒業 後 、 マ リ イ ン スキ ー 劇 場 に 入団 、18 
mm で ブ プリンシパル に 抜 握 、 劇 場 史 上 最 年 少 で 「 白 鳥 の 湖 」 オ デ ッ 
_ 無 議 |"ー 生 っ た の 一 部 で 125』 と 
も 言わ れ て いる よう に 、 手 足 が 長く 豊か な 表現 力 を 持ち ます 。 


エル ミタ ー ジュ 衣 財 場 pvwrax Teamp 
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IL 


収 


し 、 人 人 に 
リッ 3ge パ ヴ ロ パ に 思い を 季 せ る 感 佐 深い バレ エ 


圭 の AP リ ご うす 、 エ EE 
こも な る で し ょ う 。 窟 


w” 回 Rg 六 半 世界 一 美しい 街 を 自分 の ペー ス で 過ごす 。 ち ょ っ と 高級 セッ ト ツ アー。 


サン クト ペテルブルク 物 


マン 安心 の 専用 車 (送迎 車 ) と 日 本 語 ガ イド と ホテ ル を 指定 
ホテ ル は 中 級 ク ラス で す が 、 ネ フス キー 大 通り や エル ミタ ー ジ ュ 美 術 館 へ 徒 
歩 5 分 、4 ツ 星 クラ ス に 近い 静か な 個人 客 向 け ホ テル 。 詳 し く は お 申し 込み 
後 、 お 知ら せ し ます 。 担当 : 加 藤 
マン 全日 程 お 客 様 だ け の 専属 日 本 語 ガ イド 付き 。 (4 日 目 を 除く 。) 


自由 に お 使い くだ さい 。 現 地 で 市 内 観光 の 変更 も 自由 。 混 載 ツ アー で は あり ま 
せん 。 携 帯電 話 を 持っ て いる の で 夜間 で も 24 時 間 OK。 ホ テル 等 の チェ ッ ク ・ 
イン も お 手伝い し ます 。 


マシ と の まお も 080050 喧 加 の ご 相談 承り ます 。 


ミナ ル 北 ウイ ング 区 社 カウ ンタ ー) 


成田 発 13:10 ヶ SU 定期 便 ( こ “自身 で モス クワ 同 一 空港 乗り 継ぎ ) 。 
サン クト ペテルブルク 着 21:00 頃 日 本 語 ガ イド と 専用 車 で ホ 
(関空 ・ 中 部 発着 も フィ ン ラ ンド テル へ 。 チ ェ ッ クイ ン の お 手 
航空 や 日 本 航空 も や 追加 料金 で 伝い を し ます 。 

承り ます 。〉 (H・ ネ フス キー グラ ンド 泊 ) 図 記 主 

IOS 有 He10salk: 有 0 月 

サン クト ペテルブルク (午前 ) エ ルミ ター ジュ 美術 館 。 終 日 可 。 
滞在 (午後 ) イ サー ク 聖 堂 や ネフ スキ ー 大 通 
食事 は ガイ ド が ご 希望 り 世界 遺産 歴史 地区 散策 (入場 券 は 現 
に より ご 案内 。 地 払い ) と ショ ッ ピ ング モー ル へ 。 

回 避 夜 : バ レ エ 鑑賞 、 ロ シア 民謡 付 レ スト ラン は いか が 。 (同上 泊 ) 帳 許 調 


( 車 無し ) 



























専属 日 本 語 ガイ ド 付 09:00 一 18:00。 
サン クト ペテルブルク (終日 ) フ リー。 ネ フス キー 大 修道 院 、 カ 


フェ な ど ご 自由 に お 使い くだ さい 。 

【 記 も ご 利用 下さ い 。 (同上 泊 ) 帳 妥 調 
(午前 ) フ リー。【 訓 も 。 ガ イド 無し 。 
(午後 ) 空港 へ 専用 車 付 ( ガ イド 無し )。 

サン クト ペテルブルク 発 午後 SU 定期 便 ( モ スク ワ 乗 り 継ぎ ) 。 

H 調 

み 調 


滞 











着 11:40 着 後 、 解 散 。 


か cn エル ミタ ー ジ コ ュ 美 術 館 へ 徒歩 5 分 。 

⑳ ネ フスキー 駅 徒歩 3 分 。 朝 食 付 、1930 年 築 元 高級 ア 
パー ト を 2004 年 政 装 、7 階 建て 135 室 、1 階 レス トラ ン 、 
WiFi も OK、 セ ー フ ティ ボッ クス 有 、 ヘ アド ライ ヤー 有 、 
シャ ワー。 部 屋 は 広く な い が 清 深 、 衛 星 放送 テレ ビ 付き 。 
ヨー ロッ パ 人 客 が 多い 。 他 、H・ ゴ ー ル デン トラ イア ング 
ル 、H・ カ ー サ レー タ 、H・ ネ フス キー ブリ ー ズ 、H・ ピ ョ ー 
トル の ネフ スキ ー 系 列 に 変わ ちる こと も あり ます 。 
< 弟 望 も 承り ます 〉 


和民 中 ドラ マ ピ 詳 し い 和 朋 が 豊富 な 7 イ ド た ち < 人 














ガリ ー ナ ・ ド ル ガ ー ノ ヴァ 

弊社 駐在 員 、20 年 間 ガ イド セル ゲイ ・ ネ リー ド フ オリ ガ ・ キ リ チ ェ ンコ 

に 従事 。 音 楽 、 エ ルミ ター ガイ ド 歴 15 年 、 歴 史 や ガイ ド 歴 3 年 、 日 本 留学 

ジュ な ど 小 冊子 を 発行 。 地名 に 詳し い 。 3 年 の 日 本 通 。 
]1 月 1 日 ( 火 ) ご 5 月 31 日 ( 水 ) の 間 毎 日 発 の 旅行 代金 

T ク ラス \165.000 _Q ク ラス \174.000 

L ク ラス \190.000 | 。H ク ラス \196,000 

※ ク ラス は 航空 運賃 エコ ノミ ー ク ラス の 中 の 空席 状況 に より ます 。 

正 最 少 侍 行 人 員 :2 名 様 (但し 、] 名 様 の 場合 は \44,000 追 加 で 出 

発 可 )。 

時 添乗 員 : 同 行 し ませ ん 。 ※ 回 司 田 シン グル 1 泊 \9,000。 

ロ \96.000( ラ ンド オン リー、 航 空 券 な し 、 お 客 様 取 得 )。 


回 訓 田 | 延 泊 1 泊 1 室 \18.000( ツ イン 2 人 料金 ) 


(終日 ) フ リー。 ご 希望 者 は 【 促 遍 も 承り ます 。 
園 > トペ デル ブル ク 滞 在 「「  (H. ネ フス キー グラ ンド 泊 ) 上 調 
20 





























5 日 間 


也 央 事 予 約 が 必要 な 7 の ク の プログ ラム 


了 エル ミタ ー ジ ュ 別 館 圏 ファ ベル ジェ 博物 館 1800 よ り も 本 
\3.500( 入 場 料 ) 約 \5.000( 入 場 料 ) 

宮 度 広場 前 の 旧 参 課 本 部 現地 払い 。 NM 5 
日 本 語 ガイ ド 延 長 4 時 
間 \16.000。 大 通り 
散策 も 。 


ロマ ノ フ 王 朝 後期 の 秒 
宝 。 伝 説 の イン ペリ ア 
ル ・ イ ー ス ター エッ グ を 
| 中 心 に 旧 宮 殿 を 改装 し 
| た 私 設 博物 館 。 約 
4.000 点 の 装 節 工 芸 品 
| を 展示 。 


| 画 国立 ロシア 美術 館 
| (上 昌 ミ ハイ ロフ 宮殿 ) 
\45500( 入 場 料 












ル 、 モ ネ … 圧 巻 の 絵画 の 
数 々 。 


岡 コ スー ポ フ 宮殿 


フ 公開 の 宮 典 
で 札 州 の 東 人 や 文化 人 の 社交 の 中 居 台 と 
な る 。 コ ン サ ー ト ホー ル や ラス プー チン 大 事件 


の 部 屋 も 含 お 。 レ スト ラン も あり ます 。 

= ーー 基 人 補 ] イコ ン か ら 現 代 ま で の ロシア 美術 。 特 に レー ビ 
回 レニ ッ グ ラー ド 90OG 日 攻 罰 戦 | ラガ の 衣 農 き 」、1833 年 ブ 
\5.000(2 名 Z 
様 まで 同一 料 
金 、 専 用 車 と 入 
場 料 












| 責 レ ー ニ ン の 中 
\18.000(3 時 間 、 専 
用 車 付 ) 入 場 別 。2 名 
| 様 まで 同一 料金 。 

| (2017 年 は ロシア 革 
郊 100 周 年 ) 
レー ニン の 部 屋 に あ 





レニ ング ラー ド 
防 箱 と バリ ケー 還 


カリ ョ フ 募 地 、 ドイ ン 還 を 止め た 場所 と モス ク 
ワ 勝 利 公園 (戦士 ギャ ラリ ー)。1941 年 9 月 
か ら 1944 年 1 月 まで ドイ ツ 軍 の レニ ング ラー 
ド 包 囲 戦 で 市 民 約 80 万 人 が 寒さ と 負え で 死 
亡 。 そ の 厳し さ を 実 感 で きる 博物 館 、 他 。 


陣 ド スト ェ ラス キー ちの りら の くり | 8 
\9.000( 入 場 料 、 【 
09:00 て 18:00。1 時 ” 
間 追 加 の ガイ ド 料 ) ド 
食事 代 、 地 下 鉄 代 は 4 


現地 払い 。 弊 社 独自 の 罰 
プロ グラ ム で ドス ト エ 前 





説 し ー 
スヤ (博物 人 レー ニン 博物 
リ | 館 、 オ ー ロ ラ 号 …。 
T 町 女 務 エカテリーナ の 市 内 の 足 唄 


(午前 ) 青 銅 の 騎士 像 
大 理 石 宮殿 、 タ ブリ ー 





ダ 宮 殿 、 ス モー リ ヌ イ 
宮殿 。 
(午後 ) エ カテ リー ナ 2 





oo 世 の 像 、 ペ トロ パブ ロ 


ン ナ ヤ 広 場 、 ウ 
ピ ル 教 会 、 墓 参 、 、 レ スト ラン 白 疾 又は ドス フス ク 要 塞 、 ユ スー ポ フ 
ト エ フス キー も 含む 。 明 日 か ら の 生活 が 豊か 宮殿 、 他 。 
に な る 感動 の 一 日 。 
[ 較 高 級 小 テル に 変更 ・ 下池 
国 アス トン 広 回 DA 


スタ ッ フ は 英語 可 、 親 切 。 女 性 向き 。 
1 泊 1 室 変更 \4,000 延 泊 1 泊 1 室 \22,000 


ネフ スキ ー 大 通り と 
下町 ウラ ジー ミル ス 
キー 通り に 面 し た 個 





人 ネフ スキ ー 
大 通り へ 徒歩 5 
目 分 、2005 年 築 、 
バス タブ 付 高級 
個人 向け ホテ ル 。 


国 ア スト リア 文 尋 尋 尋 


直前 | Mi オック ス 等 付き 。 財 





[ 則 グラ ンド ホテ ル ・ ヨ ー ロ ッ パ 丸 可 京 広 
1 泊 1 室 変更 \41.000 延 泊 1 泊 1 室 \49.000 
ィ 最高 級 、 ロ シア ー の 

ホテ ル 。1875 年 食 


姉妹 ホテ ル 。 ア スト リア が 古く 名 門 ホ テル 
(1912 年 築 ) で 7 階 赴 て 、200 室 。 イ サー ク 
寺院 前 。 





剖 宣 選 セッ ト 


JAL 利 用 。 美 都 を 極め る 。2 回 民族 レス トラ ン 、 バ レ エ 、 コ ン 
サー ト 鑑 賞 付き 。 全 日 程 お 客 様 だ け の 日 本 語 ガ イド 付 。 


豪華 サン ク トペ テル ブル ク 7 日 間 


軌 央 交 外 日 帰り 旅 存 


エカテリーナ ブ 宮 展 
\26.000 (信介 笠 ど 字 還 404 間 3 る 


アレ クサ ンド ル 宮 殿 
隣り の 宮司 追加 
\12.000 (1 時 間 入場 料 と 専用 車 付 ) 


中 


H 
最後 の 皇帝 二 コ ライ 2 世 の 宮殿 。20 世 紀 口 
シア 皇族 の 生活 が うか が えま す 。 エ カテ リー 
ナ 宮 殿 か ら 庭 園 が 続い て いる 。 男 昼食 は 田 
舎 風 レス トラ ン \12.000(1 名 様 当 た り ) 。 


車 で 1 時間 。1724 年 エカテリーナ 女帝 の た 
め の 夏 の 宮殿 。 外 壁 の 長 さ 300m の 宮殿 と 
美しい 庭園 を 持つ 。 現 暫 の 間 は 10 万 個 の 
ピー ス に 6t の 殆 で 絢 商 豪華 。 郊 外 23km 
先 空港 方 面 の た め 、 帰 り の 日 を お すす め 。 


皿 ビ ョ ー ト ル 夏 の 弄 ( ガ 外 ) ga クロ ッシュ タッ ト ・ コト リッ (3 時 間 
(3 時 間 ・ 道 時 (フィ ン ラン ド 湾 


に 浮か ぶ 海 軍 
の 島 ) 








水中 翼 船 で フィ ン ラン ド 湾 を 30km 行 っ た 
所 に あり 、 噴 水 群 が 見 事 な 下 の 庭 園 、 そ し 
て 、 大 宮殿 か ら 構 成 され る 。 毎 年 5 月 末 の 土 
罰則 02348 人 の が 2 


宮殿 内 の レス トラ ン は ロマ ノ フ 王 朝 時 代 の 
軸 放 の 家 欧 期 な 装 和 。 3 
幼 ロ シア ー の 古都 ノー ブ ゴロ ド | 
日 帰り 2 人 で 5 月 


\60.000 遇 
(入場 料 含む) 中 


首都 を 守る 砦 の 島 、 ピ ョ ー ト ル 大 帝 が 作る 。 
世界 遺産 要塞 博物 館 ( 海 の 大 聖堂 )、 マ カロ 
フ 提 普 像 、 旧 市 街 、「 全 ロシア 水準 点 」 小 屋 、 
ピョートル 大 電 像 、 バ ル チ ッ ク 艦 隊 軍 港 。 サ 
ンク トペ テル ブル ク か ら 車 で 2 時 間 。 


スタ ー ラ セ ・ ル ッ サ 「 カ ラマ ー 
ゾ フ の 兄弟 」 5 月 















07 :30 宮 日 本 語 ガイ ド と 旧 公 国 ノ ー ブ ゴロ 
ド 経 由 ス ター ラ ヤ ・ ル ッ サ 。12:00 3 一 4 時 
間 滞 在 。 モ スク ワ と 同じ 年 に 創立 し た 保養 
| 所 の 町 観光 し な が ら 、 ド スト エフ スキ ー の 家 
博物 館 と 保護 区 (ドス ト エ フス キー が 窓 か ら 
眺め た り 、 歩 いた 舗道 の 並木 道 、 昔 の まま の 


路地 な ど ) を 歩く 。20:00 頃 ホテ ル 着 。 
感 ベト ロバ ブロ フス ク 聖 堂 と 要 窒 | 属 赴 格 ロ シア 民謡 と フル シェ ッ ト 
\\17.000(2 時 間 、 専 用 車 と 入場 料 含む 、3 名 


まで 同一 料金 ) 3 | 











へ 189km。 
ノー ヴ ゴ ロ ド 着 10:00 クレ ムリ ン 、 上 市街 、 


他 。 
ノー ヴ ゴ ロ ド 発 16:00 呈 専用 車 と ガイ ド 付 き 。 | 
ホテ ル 着 19:00 










1703 年 5 月 27 日 ピョートル 大 帝 は うさ ぎ 島 に | 
要塞 を 作り 、 街 の 発祥 の 地 と し た 。 聖 人 ペトロ 
と パ ヴ ロ の 名 を 付け ペトロ パブ ロフ スク 要塞 と | 
し 、 ロ マ ノ フ 王朝 歴代 の 聖堂 を ペトロ パブ ロフ 
スキ ー 聖 堂 と し た 。 当 聖堂 内 は 荘厳 その も の 。 


バレ エ 和 鑑賞 等 記 を 確保 し まる ) PM7:3O 一 22:OO 頃 全 幕 鑑賞 
・ マ リ イ ン スキ ー 劇 場 券 1 枚 \18.000 よ り 
ー ジ ュ 劇 場 券 1 枚 \13.000 よ り 
・ ア カペラ 合唱 団 \3.000 よ り 


マリ イン スキ ・ コ ン サ ー ト ホー ル \12.000 よ り 
ゴ サン クト ペラ ル ブ ルク ・ フィ ル ハ ー モ ニー 券 ] 枚 \12.000 よ り 蘭 中 


古 記 記 夕食 は 民謡 付 レ スト ラン 
\35.000( フ ルコ ー ス 、 往 復 送 迎 車 付 計 3 時 間 ) 
・ チ ャ イフ スキ ー 
- ト ロイ カ 
・ 旦 、 リ スト ラー ン 、 ゴ ー ゴ リ 他 、 弊 社 作成 レス トラ ン リ スト か ら 
お 選び くだ さい 。 


ニコ ライ 宮殿 劇場 で 軽食 
| 付き 。 \1 5.000( 住 復 有 送迎 車 付き ) 。 宮殿 、 
| 本 格 民族 舞踊 、 世 界 の 人 た ちと 軽食 。 


19: 00-21: 



















ン ・ イ ン ペ リア ル 広 広 区 
個人 客 向 け 最高 級 ホ テル 。 エ ルミ 
ター ジュ 美術 館 まで 徒歩 5 分 。 ネ フ 
スキ ー 大 通り に 面 し 18 世 紀 の 宮 殿 


ll 


を 2010 年 改装 。 セ レブ 感 い っ ぱい | 
の 雰囲気 。6 階 埋 て 、89 室 。 バ スタ 
ス ドラ イヤ ー、 屋 上 に は 豪華 スパ も 
あり ます 。 他 最高 級 の 設備 。 


因 | 





(《) 日 本 航空 の 4 つの お 得 
① JAL の マイ ル が た まり ます 。 
⑫ 日 本 国内 線 が お トク (大 阪 ・ 名 古屋 は 無料 、 他 は 往復 1 万 円 )。 

③ 90 日 以上 前 に お 申し 込み な ら 、\3,0003| き に な り ま す 。 

【 食 計 JAL 国 際 線 プ レミ アム エコ ノミ ー 片 道 \40.000、 ビ ジネス クラ ス 往 復 
\378,000 追 加 で 可 。 














成田 発 CC65 し 所 (ビス ジワ 内 全 だり 朱 0 
サン クト ペテルブルク 着 20:00 着 後 、 専 必 日 本 語 ガ イド の 出迎え 、 専 
用 車 で ホテ ル へ 。 
(5 ツ 星 H・ タ リオ ン ・ イ ン ペ リア ル 泊 ) 層 請 還 
(OSReleEROE 所 EE 衣 折 和則 ※ ガ イド は 自由 に 使え ます 。 
(午前 ) エ ルミ ター ジュ 美術 館 。 画 昼食 は 、 文 豪 
サン クト ペテルブルク 達 が 愛し た 「 文 学 カ フェ 」 レ スト ラン 。 
滞在 (午後) 世界 遺産 ネフ スキ ー 大 通り 歴史 地区 散 
策 ( 聖 イサ ー ク 寺院 、 血 の 上 の 教会 他 ) 。 
固 夜 は 、 バ レ エエ 鑑賞 (マリ イン スキ ー 劇 場 か エル 
ミタ ー ジ ュ 劇 場 ) 送 迎 車 付き 。 (同上 泊 ) 還 謀 園 
EE 
(午前 ) 郊 外 、 エ カテ リー ナ 宮 殿 ( 現 殖 の 間 他 ) と 
ニコ ライ 2 世 の ア レク サン ドル 宮殿 。 
画 昼 食 は 、 木 造り 民族 レス トラ ン 。 
(方 ) ロ マ ノ フ 王 朝 歴 代 の 教会 ペトロ パブ ロフ 
スク 要塞 、 他 。5 月 は ピョートル 大 帝 夏 の 宮殿 へ 
小 旅行 。 
画 夜 は 、 コ ン サー ト 第 賞 。 (同上 泊 ) 則 廊 
09:00 ご 18:00 専 属 日 本 語 ガイ ド 付 。 
(午前 ) フ リー。 世 界 遺 産 カザン 聖堂 (ミサ 他 ) 、 
欧州 一 の 装飾 美 ユ スー ポ フ 宮殿 は いか が 。 
(午後 ) ゆ っ くり ネフ スキ ー 大 通り 散策 ( エ カ テ 
リー ナ 2 世 像 や 知ら れ て いな い 観 光 地 めぐ り 、 
S00 和 2 ー ケ ー ド 街 ゴ スチ ヌイ ・ ド 
NGO (同上 泊 ) 則 調 語 














































サン クト ペテルブルク 
滞 








サン クト ペテルブルク 
ゆっ くり 滞在 






サン クト ペテルブルク 
ゆっ くり 滞在 





(6 ブリー. ご 相同 光り ます 。 

(同上 泊 ) 則 用 國 

ホテ ル 発 09:00 専属 日 本 語 ガ イド と 専用 車 で 空港 へ 。 

サン クト ペテルブルク 発 13:00 頃 国内 便 で モス クワ へ 乗り 継ぎ 。JAL 

定期 便 。 (機内 泊 ) 田 詳 軸 
ゅ 図 

※ 水 色 は プロ グラ ム 付 ぎ 。 








成田 着 08:35 着 後 、 解 散 。 

※ 食 事 の 無い [X] 印 時 は 、 ガ イド を ご 利用 くだ さい 。 
還 出 発 日 と 旅行 代金 

11 月 1 日 ( 火 ) て 12 月 23 日 ( 金 ) の 間 の 日 ・ 金 曜 各 発 …\273,000 
12 月 25 日 日) て 1 月 1 日 (日 ) の 問 の 日 ・ 金 曜 各 発 …\348.000 
口 1 月 6 日 ( 金 ) 一 2 月 19 日 (日 ) の 間 の 日 ・ 金 曜 各 発 …\268.000 
2 月 24 日 ( 金 ) て 3 月 31 日 ( 金 ) の 間 の 日 ・ 金 曜 各 発 …\288,000 
口 4 月 2 日 (日 ) こ 23 日 (日 ) の 間 の 日 ・ 水 金曜 各 発 …\303.000 

4 月 26 日 ( 水 ) 5 月 7 日 (日 ) の 間 の 日 ・ 水 ・ 金 曜 各 発 …\353,000 
5 月 10 日 ( 水 )31 日 ( 水 ) の 間 の 日 ・ 水 金曜 各 発 …\313.000 
目 最 少 代行 人 員 :2 名 様 (但し 、1 名 様 で も 追加 \85.000 で 出発 可 )。 
時 添乗 員 : 同 行 し ませ ん 。 【 計 モ スク ワ 滞在 も ご 相談 承り ます 。 
\195,000 (ラン ド オ ン リ ー、 航 空 券 な し ) 。 

【 訓 延 泊 1 泊 1 室 \33.000( ツ イン 2 人 料金 ) 


9 ( 紳 ) フ リー。【 司 も 氷 り ます 。 
サン クト ペデ ル ブ ルク 江 (タリ オン イン ペリ 
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コサック の 世界 へ 。 ド ン 川 、 ボ ル ガ 川 、 ア ゾ フ 海 。 


Pocrog-ma-Iomy (ドン 川 の ロス ト フ ) 
ピョートル 1 世 が ドン 川 や 黒海 の 
水運 と コー カサ スム 行く 都市 と 
し て 1749 年 建設 。 今 、 商 工業 都 
市 人 口 1.048.714 人 (2008 
年 )。 古 代 は ギリ シャ の 植民 都市 
タナ イス 。 街 の シン ボル は 生 神 女 較 













欧 、 ト ルコ の 窓 。 郊外 に 広がる 肥 浜 な 360 度 。 広 が る ス 


テッ プ 地 帯 。 


































日 交 | と 予定 の スケ ジュ ー コー 担当 : 添 田 朝 昼 懇 
成田 発 12:00 み SU クワ 乗り 継ぎ ) 
ロス ト フ ・ ナ ・ ド ヌ 着 22:35 着 後 : 7) イ | と 専用 車 で ホテ ル へ 。 
H・ フ 泊 ) X 誠 衣 








j) 市 内 徒歩 観光 (市 の シン ボル 生 神 福音 大 聖堂 、 大 通 
ロス ト フ ・ ナ ・ 他 ) と 和 卿 土 博 物 館 。 
ー 滞 在 ! 記 ド ン 川 ミニ クル ー ズ (] 時 間 ) 、 他 。 賠 計 終 
日 ノヴォ チェ ルカ ッ ス ツク 小 旅行 (コサック 博物 館 、 ア タマ ン 
宮殿 、 他 )。 回 計 夜 、 コ サッ クダ ンス 和 鑑賞 。( H 調 
ロス ト フ ・ ナ ・ ド ヌー 発 08:00e 専用 車 ( ガ イド 無し ) で 大 草原 を ドン 川沿 
い に 自 由 に 停車 し な が ら 約 7 時 間 。 コ 
サッ ク 村 博物 館 、 シ ョ ロー ホフ 「 静 か な ド 

ン 」( ノ ー ベ ル 賞 作家 ) の 世界 を 行く 。 
ボル ゴ グ ラー ド 着 16:00 謙 1 ) 日 詳 許 



































(午前 ) 市 内 徒歩 観光 ( 昌 市 街 独 戦 、 ボ ル 訪 川 、 
他 ) と 持物 館 だ ボル ガ 川 ミニ クル ー ズ (時間) 
軒 で ママ エフ の 丘 「 母 な る 祖国 の 像 」 と 








コサック 6 
ボル ゴ グ ラー ド 発 20:53 記 寝台 列車 (1 等 ソフ トク ラス 2 人 部 屋 )。 目 談 調 軍人 ( 圧 制 を 逃れ た 農民 な ど で 構 成 ) に な る 。 今 で も 一 定 の 自治 を 与え られ 、 
アス トラ ハツ 着 07:50 着 後 、 英 語 2 18:008 用 車 で 銃 の 保持 、 特 別 な 公立 学校 運営 、 伝 統 行事 、 組 織 運営 し て いる 。 

ホテ ル へ 。 1 
(年 前 ) ア スト ラ ハ ン クレ ムリ ン 、 ウ スペ ンス キー 寺院 、 
大 聖堂 他 市 内 徒歩 観光 。 
(午後 ) ボ ル ガ 川 ミニ クル ー ズ 、 上 市街 散策 。 




















H 譜 








(午前) 郊外 の サラ イ ・ バ トゥ の テー マ パ ー ク ( 金 張 汗 

国 の 首都 サラ イ ・ バ トゥ の モス ク 、 キ ャ ラバ ン サ ライ 
跡 )、 

アス トラ ハン 発 15:00 ヶ 1 

モス クワ 着 17:20 着 後 、 専 用 無し ) で ホテ ル へ 。 

(H・ ノ ボテ ル セ ンタ ー 泊 ) 旧 妥 調 

















世界 中 産 赤 の 広場 、 ク レム リン 内 観光 。 
『 武 器 庫 」 そ し て 、 フ リー。 回 還 は い 
か が 。 ガイ ド を ど 自由 に ね 人 いく だ さい (上 


モス クワ 滞在 ( 


フリ ー。 は いか が 。 
で 空港 へ 。 

期 便 (機内 泊 ) 日 謀 
ヶ X 談 








1589 年 要塞 が 街 の 始ま り 。 ロ シア 帝国 の 人 口 約 60 万 人 (2008 年 )、 カ ス 
南 の 国境 で ヴォ ル ガ 川 交易 都市 と し て 発 ピ 海 岸 か ら 90km、 ボ ル ガ 下 流 デ 
展 。 人 口 1.018.700 人 (2007 年 ) 重工業 ル タ 域 に 位置 し 1 1 の 島 か ら 街 は 
都市 、1984 年 地下 鉄 開業 。1942 年 ドイ 成る 。 ス テッ プ 気 修 で 暑い 。 キ ャ ビ 







_ ロイ クラ ス \263,000 














口 Q ク ラス \283.000 | ロク ラス \304.0 Ao 
に ーーPsー ィ ーー こつ ツ 軍 と の 攻 上 防戦 の 舞台 。1925 年 ツア リー ア の 産地 。15 世 紀 後 半 ア スト ラ 
※ ク ラス は 航空 運 貨 エ コノ ミー クラ ス の 中 の 空席 状況 に より ます 。 ツィ ン 、1961 年 スタ ー リ ング ラー ド 、 再 び ハン . ハ ン 国 首都 。1556 年 イヴ ァ 
催行 人 員 :2 名 様 ( 但 し 、1 名 様 で も 追加 \82.000 で 追加 で 可 )。 ヴォ ルコ グラ ー ド と 改名 。 ン 電 帝 に 征服 され て か ら 交 易 、 中 

: 同 行 し ませ ん 。 回 計 延 泊 1 泊 1 室 \24.000( ツ イン 2 人 料金 )。 央 アジ ア の 侵略 基地 。 
国 ア マク ス 友 壇 還 イ ン ッ ー リ スト r 衣 区 女 。 国 ア ジ AI: ア スト ラ ハ ン 宮 娘 。 【 還 ノボ アカ レモ スク ワー セン ター 廊 





































市 の 中 心 部 に 位置 
し 、 中 心 へ 3km、 駅 


1971 年 築 、2006 
レン デン 年 改 装 、8 階 連 て 、 

全 242 室 。 ク レム 

リン の すぐ そ は ば 歩 言 

いて 10 分 くら い 。 

船 タ ー ミ ナル へ 
100m。 ホ テル の | 18 階 理 て 、 全 
入口 を 出る と 沿岸 255 室 。 市 の 中 心地 。 ビ ジネス ホテ ル 風 で 豪 
加 辿り 。 華 さ は な い 。 ホ テル 内 に カフ ェ が 多い 。 


下 は 地下 鉄 駅 。 
5 クレ ムリ ン へ 3 
駅 近く に チャ 
イコ フス キー コ 
ン サ ー ト ホー 
SS 













ドラ イヤ ー、Wif 無 古 の 中 心地 で 川 へ も 駅 へ も 約 10 分 。 
科 。 1958 年 築 スタ ー リ ン 様式 の 重厚 誠 華 


な 造り 。Wifi ロ ビー で 可 。 バ スタ ブ 付 。 


ちょ っ と 寄り 道 、 世 界 遺産 の 街 へ 


CBEKJIA 
ス ヴ ョ ー ク ラ 


古都 めぐ り 


緑 の 地 平 線 の 西 の 要 の 町 
903 年 創立 、 西 の 要 の 町 と し て 
発展 し た 。 現 在 人 日 25 万 人 、 
見 か で 上 品 な 町 。 

ヴェ リカ ヤ 川 に 面 し た プス コ フ ・ ク レム リン 
















































日 吊 _ _ 予定 の スケ ジュ ー ル 担当: 加藤 朝 昼 蔽 
成田 発 13:10 み SU 定期 
5 ンス ク は 今 、 約 190 万 の 人 口 、 言語 

シン だ ら 人 4 = 2 8 ロシア 語 、 宗 教 は ベラ ルー シ 正 教 と ロシア 正教  . 
(前 ) クレ ワウ 300 の 寺 2 予 定 の スケ ジュ ー ル 担当 : 加 藤 朝 昼 了 
(午後 ) フ リー。 再 属 日 本 言 ガイ ド を ど ご 自由 に お 使い 下さ い 。 成田 発 13:10 み SU 定期 便 ( モ スク ワ 乗 り 継ぎ 、 同 一 ター ミナ ル 。 ロ シア 
慌 ご 希望 も 承り ます 。 の ピザ 外 社 取得 )。 

モス クワ 発 19:23 H x 放 ミン スク 着 22:00 く 

プス コ フ 着 07:30 着 後 、 フ リー( ガ イド ・ 車 無し )。 3] 





(生前 ) 高 さ 38m の 勝利 広場 市 訂 信 な ど 昌和 区 、 自 
の 教会 「 聖 霊 大 聖堂 」 他 。【 促 記 昼 食 は 一 般 家 庭 で 交流 会 。 
(午後 ) ペ ベラ ルー シ 民 族 博物 館 、 郊 外 の 村 の 教会 、 農 家 な 


@ 英語 ガイ ド 4 時 間 \16.000、① プ スコ フ ・ ク レム リン 、 歴 
史 地 区 、 @ 郊 外 70km 先 1473 年 イワ ン 電 帝 が 作っ た 要塞 修 
道 院 の 16 世 紀 ウ スペ ンス キー 寺院 、 ③ プ ブ プーシキン の ミ ハ イ ロ 
フス コ エ 家 保護 区 。 泊 ) 必 衣 衣 















































プス コ フ 発 09:00 (ガイ ド 無 し ) で ロシア の 緑 の 大 地 を 。 も 民芸 品 な ど 民 族 芸 術 博物 館 。 
スタ ー ラ ヤル ッ サ 着 1 1:00 頃 ドス ト エ フス キー の 家 博 物 館 や 小 古 都 散策 。 画 [【@ 語 凶 食 は ベラ ルー シ 料 理 。 泊 ) 旧 認 放 
スタ ー ラ ヤル ッ サ 発 16:00 専用 車 で 古都 へ 。 19:OOE 
ノー ヴ ゴ ロ ド 着 17:00 - ウ > H 放 ド の 1 つ 又 は フリ ー を お 選び くだ さい 
09:00 有 日 本 語 2 付き ① 南西 約 90km 先 の 歴史 の 街 ニャ ー の 世界 中 
ホテ ル か ら 徒 歩 5 分 の 1 産 ラジ ヴィ ル の 城 と 16 世 紀 キ リス ト 聖 体 教会 や 博物 
和 了 。 ウォル Ko 2 MMd 和 (B 人 人) な ど と 30hm 和 16 の 
ノー ヴ ゴ ロ ド 発 15:00gg 日 : と 専用 で 189km、 ホテ ル へ 。 
サン クト ペテルブルク 着 18:00 HX 康 の シ ャ ガ ー ル の 攻 卿 ? (片道 約 3 時 間 、 旧 市 
街 、 加 ウス ペン スキ ー 大 聖堂 導 土 捕物 館 、 シ ャ ガー ル 











sa カ E 装 ( 車 無し ) 美術 シン ター と シャ ガー ル 邸 博物 館 他 )。 









































サン クト ペテルブルク 滞在 (午前 ) エ ルミ ター ジ 条 館 02284 ミンスク で 民芸 品 店 に ど 楽 内 同上 泊 ) 則 誕 放 
(午前 ) フ リー。 回 = 希望 も 承り ます 。 0 融 で 
H 区 本 ンス ク 発 12.30 み SU (モス クワ 乗り 継ぎ )。 (機内 泊 ) 
先 ま で 日 本 ボ リー は いか が 。 成田 着 11:40 汗 艇 。 ッ ヌ 詳 
昌光 ラル ブルク SU 光生 IIEIO9EZzEiIEIO9Y2EEESiZEYRS 
成田 着 11 :40 着 後 、 解 。 ーー T ク ラス \213.000 |  Q ク ラス \229.000 
司 邊 泊 1 泊 一 室 \18.000、 シ ング ル 1 泊 \7.500 追 加 で 可 。 = 二 22 生 MSD.OOO | 二 較 旨 ウ ジス 請 着 265i000 計 

















※ ク ラス は 航空 運 作 エ コノ ミー クラ ス の 中 の 空 席 状況 に より ます 。 
代金 N\ 計 :2 名 様 ( 但 し 、1 名 様 で も \98,000 追 加 で 出発 可 )。 
ロイ クラ ス \271.000 | 口 Q ク ラス \297.000 ド 員 : 同 行 し ませ ん 。 回 司 モ スク ワ 泊 他 、 承 り ま す 。 

L ク ラス \303.000 | 口 H ク ラス \323.000 Yi35 09022282 リ ー、 PE 







トッ MEYO9E22EEMEIO9CmEHEE3) 






























































※ ク ラス は 航空 運賃 エコ ノミ ー ク ラス の 中 の 時 呈 ウン の 
2 モ 
全席 状況 に より ます 。 市 の 中 心地 、 ス ター リン 建築 2002 年 改装 。 
:2 名 様 ( 但 し 、1 名 様 で も 追加 \78,000 で 出発 可 )。 還 間 6 障 理 て 、256 室 。 
り 行 し ませ ん 。 ] N 














\193 000( ラ CE 、 航 空 券 な し 。) 


862 年 ロシア 最初 の 旧 公 国 「 新 し い 町 」 の 意味 ノー ヴ ゴ ロ ド 
は クレ ムリ ン を 中 心 に 今 、 人 口 29 万 人 、 イ リ メ ニ 湖 に 流れ る 
ヴォ ル ホ フラ 川 の ほとり で 観光 と 農業 と 工業 の 街 。 


上 | 土 呈 に 囲ま れ だ 上 B 市 街 、 船 の 目印 と な っ た 聖 ユ ー リ エフ 修 
主峰 院 、 イ コン と 歴史 建築 博物 館 、1862 年 の ロシア 1000 年 
碑 ( リ ュー リク を 中 心 に アレ クサ ンド ル ・ ネ フス キー、 イ ワン 
に 当 W 雷 帝 な ど )、 歴 史 あ る 教会 群 、 駅 近く の 商店 街 が 見 所 。 
1050 和 の ソフ ィ ア 加 符 仙 、 フ フ マ ニノ フ 電 物 人 野外 本 半 博物 肥 、 民 芸 セン ター。 


小 古都 スタ ー = ヤ Me 









唱 」 を 提 し た 保 基 所 の 町 






Sn - は 
※ 経 済 視 家 、 文化 交流 の ご ご 相談 了 り ます 。 





私 立 ロマ ノ フ 王朝 


トニ フフ フ ア 〆N ル 


、 キリ スト 教 衝 活 祭 イ ー ス ター の 日 に 、 新 し い 命 が 生 まれ る 、 と し て 、 特 別に 飾ら れ た 宝石 た ま ご 
ィ 2 ッ グ と は 、 全休 コ レク ショ ン で す 」 





























バラ の つぼ み の 
イー スタ ー エ ッ グ 
1895 年 に ニコ ライ 2 世 


めん どり の イー スタ ー エ ッ グ (1885 年 ) が アレ クサ ンド ラ 皇 后 





アレ クサ ンド ル 3 世 が 皇后 マリ ア ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ に 初め て 贈っ た ファ ベ 9 」 
に 贈っ た 帝室 最初 の イー スタ ー エ ッ グ 。 ル ジ ェ 作 の イー スタ ー 2 
7 エッ グ 。 





国 アス トン 
ベロ セリ スキ ー 宮 殿 





宮殿 入口 エン トラ ンス 








バラ シリ ー ズ の 忠 
シュ ヴァ ロフ スキ ー 宮 殿 
の 白 の 間 に 展 示さ れ て 
いる バラ シリ ー ズ の 皿 。 
ユ ス ポ フ 公 爵 の 工房 で 
製作 され た も の 。 









嘉 (1895 年 ) 
作家 フェ オド ル ・ 


一 | 『 可 ーー 
イヴ ァ ノ ヴィ チ 、 
展示 室 は 、 騎 士 の 間 、 赤 の 間 、 青 の 間 、 黄 金 の 


クラ ソフ スキ ー N ギリ シャ 風 意 の ペア N 
間 、 控 え の 間 、 白 の 間 、 展 示 の 間 、 ゴ シッ ク の に より 製作 され 回 ニッ リ ア の 反映 人 た 二 


SE ーー た も の 。 1840 年 。 5 ma 











最後 期 の 稚 宝 


、 委 ゃ y 


明 窟 式 の イー スタ ー エ ッ グ (1897 年 ) 


ニコ ライ 2 世 か ら ア レク サン ドラ 皇后 に 贈 
られ た も の 。 





ジ の イー スタ ー エ ッ グ 
1916 年 、 イ ー ス ター に 皇 太 后 マ リ 
ァ ー ア に ニコ ライ 2 世 が 贈っ た 最後 の 
プレ ゼン ト 。 マ リア 皇 太 后 の 子 や 4 
孫 を 祝福 する た め 、 聖 ジョ ー ジ の (人 請 還 









お ん どり の イー スタ ー エ ッ グ 

1900 年 の イー スタ ライ 

2 選 が マリ ア 皇 太后 に 叶っ た も 』 
9 世紀 の し か け 時 計 の We 2 


像 が 金具 に は め 込 まれ て いる 。 






ゆり 型 の イー スタ ー 
1898 年 の イー スタ 

ライ 2 世 が アレ クサ ン 

后 に 贈っ た も の 。 皇 后 の 好き 
な ゆり を 形 ど っ た も の 。 


在 50 あ る イー スタ ー エ ッ グ の うち 
7 つが 行方 不明 。 


当 陸 物 館 で 最も 価値 ある 展示 品 は 、1885 年 ロシア 










リス ・ ロ イヤ ル ・ コ レク 
ショ ン に 3 個 、 モ スク ワ の 
武器 庫 「 宝 物 屋 」 に 10 
個 、 ア メリ カ の バー ジニ 
ア 州 立 美術 館 に 5 個 、 カ 
ター ル や ドイ ツ 他 。1 個 
は 数 十 億 円 以上 と 言わ 
れ て いま す 。 





1950 年 「 第 九 の 波 」( ア イヴ ァ ゾ フス キー 作 ) 








ハー ト 型 の フレ ー ム (1897 年 ) 馬 


1897 年 に ニコ ライ 2 世 が 皇 太后 に 
贈っ た も の 。 こ れ は 元 来 、 イ ー ス 
ター エッ グ の フレ ー ム だ っ た 。 現 


皇 常 アレ クサ ンド ル 3 世 が 委 マ リア ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ 旦 后 に 贈っ た 「! 
還 ! | と 、 そ の 皿 子 で 最後 の 皇 番 ニコ ライ 2 世 が 母 や 皇后 の た め に っ た イン ペリ アル ス 
ら 1917 年 の 間 に 58 個 の イン ペリ アル ・ イ ー ス ター・ エ ッ グ が 作ら れ ま し た が 今 、 残 っ て いる の は 44 個 で 、 当 博物 館 に は 9 個 、 イ ギ 


| 情 子 型 の 菓子 器 
(1911) 


カタ ツ ム り の フィ ギュ ア (20 世 紀 初頭) 
アレ クセ イ ・ デ ニ ソ フエ 房 作 







ケル チ 人 女史 の めん どり の 
イー スタ ー エ ッ グ (1898 年 ) 
カー ル ・ フ ァ ベ ル ジ ェ が 女性 宮 考 半 半 
豪 実業 家 ケ ル チ 女 史 の た め に 
製作 し た 7 つの イー スタ ー エ ッ 
グ の うち の 1 つ 。 


0 周 
エッ グ の 品 。1885 年 か 





ゲル ・ イ ー フ 


パン ジー の 花 











1900 年 に パリ の 世界 / 
【W 万 博 に 出品 され た も 
躍る 農大 (1910 年 ) の 。 フ ァ ベ ル ジ ェ の 作 6 
ニコ ライ 2 世 の コ レク ショ ン 。 品 の 中 で 中 特に 価値 


ファ ベル ジェ の 人 形 コ レク ショ の 
ン の 中 で 最も 貴重 な コレ ク 
ショ ン の 中 の 1 つ 。 


1889 年 「 パ リス の 密 判 」( マ コフスキー 人 
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四 M 週 最短 ルー ト 、1 名 様 より 専用 車 で 自由 に 巡る 。 高 級 セ ッ ト ツ アー 


ヘル シン 鐘 
L 


・ お 客 様 専用 の た め 自由 に 使え ます お 客 様 だ け の 専属 日 本 語 
(英語 少し 話せ ます ) 。( 但 し 、2、3 日 目 ガイ ド の た め 友 人 感覚 で 自 叶 
午後 、4 日 目 午前 、5 日 目 、7 日 目 の 午 由 に お 使い くだ さい 。 隣 に 
前 、8 日 目 を 除く 。) いま す ( 但 し 、4・7・9 日 目 は 較 
除く ) 。 お 食事 は カフ ェ 等 、 筐 計 
ガイ ド を お 使い くだ さい 。 。 
































日 次 ーー 担当 : 添 田 朝 屋 謙 
成田 発 13:10 か S 7 乗り継ぎ) 最短 ルー ト で 行く 。 
ヴィ リ ニ コス 着 21 00 着 後日 本 語 ガイ PF で ホテ ル へ 。 

ッ ント 1 し スク エア 泊 ) 図 請 記 
関 "9W8 ( 区 更 地 区 (の 生 人 
明け の 門 、 城 、 他 ) 。 車 無し 。 
ヴィ リ ニ コ ユ ス 滞 在 (午後) 民族 博物 館 、 ナ チ ス 時 代 の ゲッ ト 一 跡 ( シ ナ 
ゴー ク )、 和 原 モニ ュ メ ント 、 他 。 車 無し 。 
漠 午 後 5 時 予定 画 2 (同上 泊 ) 旧記 

















ヴィ リニュ 2 ス 発 08:30 





rtm 5 世紀 の トラ 


トラ カイ 城 経 トラ カイ 市 内 了 入 後 、 孝 外 の ナチ ス の 第 9 強制 
所 、 そ し て 旧 首都 カウ ナス へ 。 

カウ ナス 着 12:00 ( 午 8 館 (上 日 本 総 旧 

市 街 、 教 会 、 民 族 楽 器 博 物 館 、 他 。 車 無し 。 

クラ ス H・ カ ウナ ス 泊 ) 上 主 

(午前 ) フ リー( ガ イド 、 車 無し )。 ゴ シッ ク 様 式 の 建物 の 

旧 市 街 、 カ ウナ ス 城 、 ラ イス ヴェ ス 通 り 散 策 を お すす め 。 
































































カウ ナス 発 13:00 品 専用 車 (ガイ ド 無し ) は 275km リ ガ へ 約 4 時 間 。 途 
中 、 世 界 無形 文人 失 約 5 万 本 の 十字 各 が 六 ぶ リ 
リガ 着 17:00 I 架 貴 、 ロ シア の アン ナ 女 帝 が ピ 
公 の た め に 電信 し た ッ ダー し 宮 妥 経 由 。 
(⑤ ンド バレ ス 泊 ) 敵 
還 - キラ 分 海 の リ ゾー ト 導 市 パル 
較 重 前 9 時 予定 人 6 KB 訂 折半 ヌ ] 泊 古都 と 海 と 太陽 の 町 パル 古都 カウ ナス 1 泊 : 命 の ビザ 杉原 千 瑞 記念 館 
堂 、 聖 ペテロ 教会 、 他 ) 車 無し 。 ヌ と バル ト 海 の 伝統 が 今 な お 息 上 日本 信 事 人 内 見 。 ゴシック 様式 の 美 
リガ 滞在 欧州 一 の 中 央 市 場 で お も ちゃ 探し 、 リ ガ 大 聖堂 3 EE 市 (本 大 取 江 
で パイ プ ブ オ ル ガ ン を 剛 く 、 他 。 車 無し 1 | ょ ど > 
午後 5 時 予定 99 カ ン を 閲 上 議 生 ス 城 他 ) 博物館 な ど 旧 首都 を 楽 
リガ 発 07:30gi | で エス トニ ア の 夏 の リゾ ー ト 地 | 貞 2 





パル ヌ 着 09:30 バル ヌ へ 。 IDG ト が 舞う 世界 遺産 市街 心地 で 朝 ・ タ の 艇 入 、 ポテ ル ラ イフ も 楽し め ま す 。 


の バル | 了 ケ ン ピ ン スキ ー カ アド ラル スク エア 国 カウ ナス 
パル ヌ 発 10:00% フ ェ ! 6 で 2 時 間 、6 【 上 産 と 





















この 街 一 番 の ホテ ル 






























キ フ ヌ 島 着 12:00 (面積 16.4km、 入 ロ 600 人 )。 彼女 た ちの 暮 ら 4 ツ 星 クラ ス 。 中 心 部 
し 民家 訪問 、 手 工芸 、 キ フ ヌ 博物 館 な ど 島 の 文化 体感 。 に あり 、 ク ラシック な 
キ フ ヌ 島 発 17:00 時 フェ リー 船 で 再び パル ヌ へ 。 内 装 。85 室 。Wifi 舞 
パル ヌ 着 19:00 混 サ ウナ は いか が 。 。 
ヵ ス H・ ア メン デヴィ ラ 泊 ) 国 脱 調 * 
( 午 ) フリ ー。 洪 と 歴史 の バルス ヌ 散策 ( ガ イド 、 証 無 9 
し )、 旧 市 街 、 歴 史 の レッ ド ・ タ ワー、 孝 全市 庁舎 、 パ hi 大 ゲ ディ ミ 
ル ヌ 博物 館 な どい か が 。 室 。96 宝 。Wif 無 料 。 
パル ヌ 発 13:00 (ガイ ド 無 ! ) で 4 時 間 ゆ っ くり 走り ます 
タリ ン 着 17:0O ホテ ル へ 。 5 ツ H・ 1)HX 誠 [ 較 グ ラン ド パ レ スリ が ガ 8 回 
園生 9 時 定 (午前 )1 区 (市 条 市 庁舎 広場 トーン LL - 
ベア の 丘 、 大 聖堂 他 ) パス テル カラ ー の 美しい 家々 は ど ] 園 1 
を 見 て も 中 世 へ ヘタ イム スリ ッ プ し た よう な 幸せ な 気分 に ロ 


タリ ン 菩 在 な れ ま す 。 車 無し 。 

フリ ー。 ガ イド を 自由 に お 使い くだ さい 。80km 先 
の ヘル シン キ ま で フェ リー 有 船 で 往復 も 可 。 
| 較 午 後 5 時 予定 F (同上 泊 ) 由 用 











リガ 城 か ら 100m、 広 々 と し た エレ ガ “5 分 、 バス タフ が 大 きく 、 朝食 が と 



































ホテ ル 発 07:00 で 空港 へ (ガイ ド 無し ) ント な お 部 屋 、56 室 。Wif 無 料 。 て も 充実 。 ア メニ ティ (モル トン ブラ ウン ) 
タリ ン 発 10:50 ヶ S (モス クワ 乗り 継ぎ )。 (機内 泊 ) 目 隊 主 も 。18 室 。Wif 無 料 。 
成田 着 11:40 病後 解 。 ぶ 玉 js 
ーー 』 ト を お 使い くだ さい 。 
1UBTHOO DOIBOO 間 全日 28 の KGMNSS リガ 、 タ リン で 可愛 い 手編み の ミト ン 展 品 、 民 族 在 養 靴下 、 ア クセ サリ ー、 
公子 、 等 。 手 工芸 品 専 門 店 、 騰 人 の 工房 、 中 央 市 場 で の お 思い 物 。 




















申 T ク ラス \298.000 | Q ク ラス \328.000 

L ク ラス \344,000 | H ク ラス \364,000 
※ ク ラス は 航空 運賃 エコ ノミ ー ク ラス の 中 の 空席 状況 に より ます 。 
人 員 :2 名 様 (但し 、1 名 様 で も 追加 63.000 で 出発 可 ) 。 

担当 : 添 田 


























の み :\248.000( ラ ンド オン リー、 航 空 券 な し ) 。 
選 延 泊 1 泊 1 室 \26.000( ツ イン 2 人 料金 )。 
記 シ ング ル ] 泊 \13.000 追 加 で 可 。【 計 ビジ ネス クラ ス \]80,.000 よ り 。 











ゆっ くり 美しい 街 散策 と か わい い 雑 貨 








3 の スタ ジュ ー ル 







担当 : 加 上 藤 朝 屋 妥 











成田 発 13:10 み < 記 ( モ スク ワ 乗 り 継ぎ ) 
リガ 着 20:00 基 和 : 2 
クラ ス H )X 族 記 
( 車 無し ) 





世界 間 市 艇 策 ( ド ム ス キー 寺院 、 リ ガ 城 、 リ ガ 
リガ 滞在 大 聖堂 、 他 )。 
F 後 ) フ リー。 ガ イド を ご 自由 に お 使い くだ さい 。 市 場 や 大 聖 

堂 、 ノ ミ の 市 、 雑 貨 探し 、 苑 外 へ バル ト 海 岸 や ラトビア 民俗 野 

外 博物 館 、 他 。 H 談 






























リガ 発 08:50 (3 て 4 ヶ所 停車 し ます )310km 約 4 時 間 20 
分 、 バ ルト 海岸 歴史 の 街 パル ヌ 等 経由 。 ガ イド 無し 。 
タリ ン 着 13:00 頃 日 本 ら 18:00) の 出迎え を 受け ホ 
ラル 代 は 現地 抽 い )。 

市 街 散策 (トー ン ペ ア 城 、 ブ ィ ル 
川 ョ ) 日 調 

09 ト 無 D 
タリ ン 滞 在 (終日 ) フ リー。 ガイ ド を ご 自由 に お 使い くだ さい 。 青空 マー 
ケッ ト や 郊外 旅行 、 ムル シン 往復 、 他 。 ) 日 調 

ホテ ル 発 08:00 

タリ ン 発 11:35 ふ S モス クワ 秒 り 継ぎ )。 (機内 泊 ) 日 雇 調 
成田 着 11:40 着 後 、 解 散 。 ヶ X 有 











11 月 1 日 ( 火 ) 一 5 月 31 日 ( 水 ) の 間 毎 日 発 の 旅行 代金 
E ク ラス \213, 000| T ク ラス \233,.000 | Q ク ラス \245.000 
スス \268, 000 ロク ラス \298, 000 | ] 











司 延 泊 1 泊 1 室 \18.000 (ツイ ン 2 人 部 屋 ) も 可 。 
ポ ク ラス 6 了 貸 エコ ノミ ー ク ラス の の 人 に より ます 
催行 人 員 :2 名 様 ( 但 し 、1 名 様 の 場合 \103,.000 追 加 で 出発 可 )。 
地上 費 の み : \168.000( ラ ンド オン リー、 航 空 券 な し )。 


手作り の 布製 品 、 














美容 スパ 
(1825 年 か ら 続く ) 






リフ ラコ ラル で しい 


リガ か ら 専 用 車 と 船 で 世界 選 産 の 島 キ フ ヌ 島 島民 の 
美しい 伝統 衣装 と 歴史 の 散策 。 


タリ ン か ら 船 で ヘル シン キ 観 光 。 他 、 イ ベト 参加 等 、 ご 
希望 承り ます 。 








回) トロ ポー ル 広 広 支 


旧 市 街 の ヴィ ル 門 か ら わ ず か 1 50m に 
ある 大 型 ホ テル 。 

Wif 完 備 。 英 語 対応 可 。 レ スト ラン で は 
エス トニ ア 料 理 を 味わえ ます 。 


リガ の 駅 と バス ター ミナ ル は 目 の 前 、 場 所 も 
と て も 分 か りや すく 、 旧 市 街 に 出かけ る の も 
近く て 便利 。 ス タッ フ も と て も 丁寧 に 接し て く 
チー ズ 等 種類 も 豊富 で す 。 





れ 朝 廊 も ハム 、 


バル ト 新 3 都市 巡り 


貼 だ 則 E【O の 252=EilE【 の 7 の] 
毎日 発 の 旅行 代金 
イク ラス \224.000 | 


ト _Q ク ラス ぎ \244.000 | 





_ トク ラス 53 000 | 





2 名 様 ( 但 し 、 1 多 様 の | 
場合 \65, 000 追 加 で 。 
: 同 行 し ませ ん 。 


高速 艇 
高速 船 に て 約 1 時 


間 半 の 船旅 を お 楽 
し みく だ さい 。 船 内 
に は カフ ェ や ギフ ト 
ショ ッ プ な ども 揃っ 
て いま す 。 









日 次 | 予定 の スケ ジュ ー ル 担当 : 加 藤 朝 昼 陶 
成田 空港 集合 ] 1:00 第 一 旅客 ター ミナ ル 北 ウィ ング 外 社 カウ ンタ ー 
成田 発 13:10 な 


サン クト ペテルブルク 着 21 :00 項 





日 ・ サ ンク トペ テ ルク 泊 ) 図 語 
(09:00ー 








(午前 )- 


13:00 日 本 語 ガイ ド 人 お 。 
サン クト ペテルブルク 滞在 (午後 ) 1 本 語 フ 








ミネ フス キー 通り 史 地 区 
H 認 
も 承り ます 。 





(終日 ) フ リー タイ ム 。 
サン クト ペテルブルク 滞在 て ンー ト en 
(ガイ ド 無 し ) So AR ーー 


サン クト ペデ ル ブ ルク 発 10:25 口 高速 列 車 アレ グロ 席 )。 
ヘル シン キ 着 14:01 着 後 、 終 日 フリ ー タ イム 。 市 内 観光 や 北 匠 人. 
(ガイ ド 無 し ) UE 
( 泊 ) 旧 較 放 
























(午前 ) フ リー( ガ イド 無し )。 
で 約 1 時 間 半 。 バ ルト 海 ミニ ク 


) 日 較 
( 0<18:00 ) ! 内 の 
タリ ン 滞 在 旧 市 街 、 バル ト 雑 貨 探し を お すす め 。 カ フェ や 市 場 、 城 壁 に 


ヘル シン キ 発 13:30 
ルー ズ 。 
タリ ン 着 15:30 H・ シ : 


















囲ま れ た 石 崇 の 街 を 散策 し て み ま し ょ う 。 H 菩 
ホテ ル 発 07:00 (ガイ ド 無 し ) で 空港 へ 。 加 
タリ ン 発 10:50 SU 定期 便 (モン Hx 記 
成田 着 11:40 着 後 、 解 散 。 か 悦 
延 泊 も 承り ます 。 モ スク ワ 泊 も 承り ます 。 
シテ ィ ・ ホ テル ・ ヘル ンク トペ テル プル 
回.37 ル 。 国 SE 回 クト 4 ア 

















ヘル シン キ の 地下 鉄 カ ン ピ 
の 1 十蘭 駅 か ら わ ず か 250m に あり 、 
タリ ン 湾 の 目 の 前 で 旧 市 デザ イン や 家具 や Wifi 完 備 
街 も 徒歩 園内 。 シ ャ ワー (無料 ) で お し ゃ れ な ホテ ル 
付 、Wifi 無 料 。 他 に 、 ヴ ィ で す 。 ま た ヘル シン キ 中 央 駅 
ル 、 ド ー ミ ナシ ティ に 変わ まで 徒歩 10 分 。 
る こと も あり ます 。 他 に 、 ソ コス ・ バ レー ラ 、 ラ 
ディ ソン に 変わ る こと も あり 
ます 。 


ネヴァ 川 に 面 し 、 美 し い 街 
並み 、 巡 洋 艦 オー ロラ 号 が 
見 える 。 バ スタ ブ 付 、Wifi 
無料 、 ド ライ ヤー 付き 。 ヘ ル 
シン キ 駅 に 近い ホテ ル 。 

他 に アジ ム ト に 変わ る こと 
も あり ます 。 
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全日 程 お 客 様 専属 の 日 本 語 ガイ ド 付 き 。 南 スラ ヴ の 国 へ 。 








予定 の スケ ジュ ー ル 
成田 発 13:10 み SU 定期 (モス クレ 乗り継ぎ)。 
ソフ ィ ア 着 21:55 着 化 、 MA 


担当 : 加 藤 朝 昼 議 













出 -- - 


EN べ 2 ZS 


CBEKJIA 
ス ヴ ョ ー ク ラ 






対人 社 作成 最新 情報 誌 (ブル ガリ ア 手 
工芸 品 ・ 齋 繍 工房 、 バ ラ 製 品 専門 店 、 
ヨー グル ト 料 理 の 多い 店 リス ト 含 む ) 




























1 ソフ ィ ア 市 内 鶴光 ( 聖 ペ トカ 教会 、 陳 ゲオ ル ギ 才 
会 、 国 立 歴史 博物 館 、 ネ フス キー 寺院 、 中 央 市 場 、 他 、 ビ 
ザン ティ ン 和 建築 の 街 観光 )。 
ソフ ィ ア 発 14:00 韓 高 速 バス (始発 終点 1 ケ所 停車 ) で 幹線 
ヴェ リコ ・ タ ル ノ ヴ オォ 着 17:00 道路 を ブル ガリ アー 番 の 観光 地 へ 約 2 時 
間 半 。 着 後 、 日 本 語 ガイ ド と 専用 車 で 約 
10 分 、 ホ テル へ 。 

: ト ) 日 回 


ヴェ リコ ・ タ ル ノ ヴ ォ 中 9:00 日 本 語 ガ イド 付き 。【 吾 し / 
滞在 (年 前 ) 旧 ブル ガリ ア 帝 国 1187 一 1393 年 首都 観 
光 ( ブ ル ガ リ ア の 母 広場 、 旧 市 街 、 聖 ニコ ライ 教会 、 
王宮 の 丘 、40 人 教会 他 ) 。 画 【 訓 昼食 は 民族 レス ト 
ラン 。 

(午後 ) 歴 史 ・ 考 古 学 博物 館 、 民 族 復 興 期 博物 館 。 
数 百年 続く 職人 街 、 織 物 、 木 彫り 、 陶 器 、 お 菓子 作 
り 、 金 細工 等 市 場 、 他 、 夕 方 フリ ー。 ガ イド と ご 相談 
くだ さい 。【 語 当 ホ テル で ヨー グル ト 料 
| OS Mi 


















M アリ パナ 和 の オス マン 還 馬 代 ガリ ア の 
洒 他 散 策 。 
5 で 大 地 を ソフ ィ ア へ 。 

着 後 、 用 車 で 10 分 、 ホ テル へ 。 


・ セ ルディ カ 泊 ) 








僧院 へ 片道 時間 。 
歩 観光 や お 買い 物 に ご 案内 。 





四 [ 加 夕食 は ヨー グル ト 料 理 店 、 民 族 押 路 付 レス トラ ン 等 














ご 案内 。 (同上 泊 ) 帳 展 
)0 計 専 用 車 で 空港 へ (ガイ ド 無 し )。 
ソフ ィ ア 発 12:45 SU 定期 便 ( モ スク ワ 乗 り 継ぎ )。 (機内 泊 ) 帳 朗 調 
成田 着 11:40 着 後 、 解 散 。 災 
※ 還 ホテ ル は ソフ ィ ア が 4 ツ 星 クラ スベ スト ウェ スタ ン ・ プ レミ ア ・ ト ラキ ア 、 ヴ ェ 











リコ タル ノヴォ が 同 プレ ミア に 変わ る こと も あり ます 。 


1 月 1 日 ( 火 ) ご 5 月 81 日 ( 水 ) の 問 毎日 発 の 旅行 代金 
E ク ラス \231,000 | T ク ラス \253.000 | Q ク ラス \271.000 
[クラ ス \285.000 | ※ ク ラス は 航空 運賃 エコ ノミ ー ク ラス の 中 の 
空席 状況 に より ます 。 

i:2 名 様 ( 但 し 、1 名 様 で も 追加 \150,.000 で 出発 可 ) 。 
: 同 行 し ませ ん 。 出 発 前 に ガイ ド 名 と 携帯 番号 を お 知ら せ し ます 。 
i 品 シン グル 1 人 部 屋 希望 者 は \10,000(1 泊 ) 。 

@ 司 延 泊 1 泊 1 室 \22.000( ツ イン 2 人 料金 )。 


5 ディ ・ "エル ディ カ 広 広 ロー マ 時 代 の 円 形 劇場 跡 に 建て られ た ホテ ル 
ソフ ィ ア の 中 心地 で 国立 
NT 

ー も すぐ 。 観 光 や お 買い 
物 に 信和 地下 に 遺跡 が 
あり 、 見 学 で きる 。 全 63 
室 、 ス パ 、 マ ッ サ ー ジ 、 サ ウ 
ナ 。 お 部 屋 は シャ ワー、 ド 
ンジ (2 付属 ビニ フイ 

嗣 ボッ クス 、 ミ ニ バ パー、 ス リッ 
| パ 、 無 料 Wif 付 。 























家族 経営 の ホテ ル で 最 色 は 最高 2 
ント ラ 川 を 見 下る す グ ロコ 通り に 面 
し 、1 階 は 民族 レス トラ ン 。 ア ンティー 
ク 家 具 付 き の 落 ち 着 いた 部 屋 は 、 バ 
スタ ブ ・ シ ャ ワー、 ド ライ ヤー 付き 。 
冷蔵 庫 、 テ レビ 、Wifi 無 料 。 

@ 回 民族 料理 を 習う (ヨー グル トメ 
所 記 の 火 三 サラ ダ 、 デ ガザ 民 避 准 
較 ニ ツ ツァ 、 タ ラ ト ー ル ・ ギ ョ ー プ チュ エ ) 





。。 - 馬 寺 ズリ ルン ドク リー ム 、 ロー ズ | 
2W オイ ル 、 ソ ー プ 、 ジ ャ ム 、D ウ ソ 

ク 、 石 けん 、 マ ッ サ ー ジ バス オ 

イル 、 オ イル 入り バス ン ルト 


| 1 泊 2 日 カセ ッ ト ( 日 本 語 ガ イド と 専用 車 付き ) 











m 


※8 日 問 ツ アー に な り ま す 。 
ヴェ リコ ・ タ ル ノ ヴ オォ 発 08:00 = 専用 車 。 


エタ ル 着 09:00 美しい 田園 風景 と エタ ル 野 外 博物 館 。 
エタ ル 発 10:00 sa バラ の 会 へ 。 
カザン ラク 着 ] 1:00 バラ 産業 の 町 観光 (バラ 博物 館 、 ロ ー ズ オイ ル 製 
造 、 ク ラ タ 民 俗 博物 館 、 ト ラキ ア 人 の 墳墓 (世界 
卒 )、 散 策 他 )。 
カザン ラク 発 14:00 sa カル ロ ヴ オォ 経由 ブル ガリ ア 第 2 の 都市 へ 。 
プロ ヴ デ ィ フ 着 16:00 夕方 、 情 緒 あ ふれ る 夕暮 れ を 楽し め ま す 。 
(H・ ノ ヴォ テル ・ プ ロ ヴ ディ フ 泊 ) 
朝食 後 、 旧 市 街 散 策 、 ネ ベッ ト ・ テ デベ 遺 跡 、 他 。 
プロ ヴ デ ィ フ 発 11:00=a 古い 町 並み が 美しい ! 美 術 館 都市 」 へ 。 
コ プ リ フシ ティ ツァ 着 12:00 古い 邸宅 6 軒 め ぐり 、 人 々 の 暮らし ぶり 他 。 
コ プ リ フシ ティ ツァ 発 16:00 = 専用 車 。 








ソラ ィ ア 着 18:00 ホテ ル へ 。 








@g リン 0000 の 07 か が 
\28.000( 専 用 車 
付 、6 時 間 ) 

ソフ ィ ア か ら 110km 
片道 1 時 間 半 。「 欧 州 
の 村 30」 に 選ば れ 山 








ボブ ・ チ ョ ル バ パル レン カ ダ ニョ し マ (時 テー エ ブ 2 
ボブ ・ チ ョ ー ズ サラ ア ラ > け 。 料 

( 豆 と 野菜 を 意 込 (ブル ガリ ア の 代表 的 ゼル ニワ 5 2 菜 と 内 を トマ ト 味 で ( 沿 暴 ヨー グル ト ME 
ん だ スー プ ) バツ) (ヨー グル ト と チー ズ の バイ ) 豆 込 ん だ 土 仙 料 理 ) スー プ ) 3 
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民族 衣装 販売 。 


| 各地 、 お 客 様 専 属 の 日 本 語 ガイ ド 付 き ( ス ポッ ト ガ イド ) 


夫 ( 


4・7・8 日 目 を 除く ) 。 ご 自由 に お 使い くだ さい 。 


ルー マニ ア を 一 周 し ます 
専用 車 は 自由 に 使え ます 。 
[3] 田 ホ テル は 安心 高級 クラ ス 








Ei| 


予定 の スケ ジュ ー ル 担当 : 加 藤 朝 昼 爵 





成田 発 13:10 み SU 定期 人 2 
ソフ ィ ア 着 21:55 着 後 、 日 オ ド と 専用 車 で ホテ ル へ 。 








(生前) 専用 =) で 攻 外 の 世 上 
そし て 約 2 時 間 、 (昼食 は 名 物 マス 料理 付 )。 


ソフ ィ ア 滞 
人 後 ) ソ フィ ア 徒 歩 観光 ( 聖 ペ ト 方 教 会 、 晶 ゲオ ル ギ 才 会 、 




















ビザ ン テ ィ ン 建築 めぐ り )。 
画 夕 食 は 民族 料理 レス トラ ン 。 (同上 泊 ) 国選 必 
ソフ ィ ア 発 08:00 専用 車 で バス ター ミナ ル へ 約 10 分 、 高 速 パ ス ( 始 
発 終点 、 停 車 は 1、 eS 
ヴェ リコ ・ タ ル ノ ヴ ォ 着 12:00 lc 日 本 語 ガ で ホ 
テル へ 約 5 分 
(9) 上 (人 王宮 の 丘 、 他 ) と 
歴史 博物 館 、 他 。 1・ グ ロコ 泊 ) 回 調 國 
ホテ ル 発 09:00 で 約 20 分 (8km) 隣 町 ゴル ナ ・ オリ ャ ホ 
ヴィ ッ ツ ァ の 駅 へ (ガイ ド 無 し ) 。 
ゴル ナ ・ オ リャ ホ ヴ ィ ッ ツァ 発 11:58 品 列車 (] ) で ドナ ウ 川 を 越 
え ル ー マ ニ ア へ 。 
ブカレスト 着 17:29 着 後 、 日 本 語 ガ イド の 出迎え 専用 車 で ホテ ル へ 。 
(4 ツ 星 クラ ス H・ イ ンタ ッ チ ネン タル 泊 ) 旧 調 國 


(午前 ) ブ カレ スト 市 内 観光 (名 旋 門 、 大 主教 教会 、 
革命 広場 国民 の 館 、 他 )。 

で カロ ルー 世 の 豪 華 壮 服 な ペレ シュ 城 、 

17 世 紀 シ ナイ ア 僧 院 約 60km 1] 時間 で ドラ キュ 

ラ 伝 説 の ブラ ン 城 、 そ し て 40km 約 1 時 間 で ホテ 

ル へ 。 (5 ツ 星 クラ ス H・ ア ロ ・ パ ラス 泊 ) H 


[97sJe1e 


(午前 ) ブ プラ ショ フ 市 内 鶴光 ( 旧 の 教会 、 古都 散策 
聖 ニコ ラ エ 教会 、 市 店 舎 広場 、 他 )。 
ブラ ショ フ 発 13:00 生 で 120km 約 2 時 間 半 、 世 シギ 
シギ ショ アラ 着 15:30 ショ アラ 歴史 地区 観光 (山上 教会 、 時 計 台 、 学 
宇 導 他 ) と ビエ ル タ ン 要 塞 教会 、 員 
HX 悦 





ブカレスト 発 11:00 
シナ イア 経由 


ブラ ショ フ 着 17:00 




















ホテ ル 発 07:30 記 専 ) FMK へ (ガイド 押 し 。 
シギ ショ アラ 発 08:30 品 列車 (2 ミ ) ク ルー ジュ 経由 。 
バイ ア ・ マ ー レ 着 13:00 着 後 、 専 用 で ホテ ル へ 。 
(午後 ) フ リー。 マ ラム レシ ュ 地 方 の 昔 と 変わ ら な い の ど 
か な 暮らし 、 世界 財産 の 木造 才 会 市 場 や 市 内 散策 。 
ス H・ カ ル バ ッ チ 泊 ) 目 妥 謡 





(午前 ) フ リー。 

バイ ア ・ マ ー レ 発 13:00 計 専用 車 で ブ コ ビ ナ 地方 の 5 つの 修道 院 が あ 
る スチ ャ バ へ 、 ホ テル へ 。 

スチ ャ バ 着 17:00 (H・ ペ スト ウェ ステ 5 H※ 調 





(世界 半 産 5 っ の 修道 15-16 世 紀 中 選 正 教 
スチ ャ ヤバ 滞在 の 修道 院 群 の どか な 自然 の 中 の 村 を 回 り ます 。400 年 
以上 外壁 の フレ スコ 画 と 素朴 さと 荘厳 さ の 一 体感 を 楽 
日) 昌 図 國 


















し み ま す 。 ( 同 」 
ホテ ル 発 08:00 = 専用 車 で 日 本 語 ガ イド と 空港 。 
スチ ャ パ 発 11:00 必 国 
ブカレスト 着 12:30 着 後 、 専 用 車 で ホテ ル へ 。 
(午後 ) フ 2 5 お 軒 光 に 
コン チ ネ ンタ ル ) 日 ※ 冊 
ホテ ル 発 08:00 1 で 空港 へ (ガイ ド 無し )。 
ブカレスト 発 11:35 な SU 定期 便 ( モ スク ワ 乗 り 継ぎ ) 。( 機 内 泊 ) 由衣 國 
成田 着 11:40 着 後 、 解 散 。 り ※ 








文化 ・ 正 教 ・ 歴 史 民俗 紀行 








ルー マニ ア で 最も 美 
E 間 し いと 言わ れる 15 
馬 ]6 世 紀 中 世 の 街 普 
園 み 、 町 の シン ボル 14 
世紀 の 時 計 台 、 他 。 
シギ ショ アラ を 中 心 


に 。 








の どか な 暮らし 、 北 部 の 標高 1.000m 級 の 山々 に 囲ま れ 、 素 朴 な 人 々 と 昔 な が 
ら の ルー マニ ア 文 化 に 出会え ます 。 
ピナ} 生き だ 博物 館 めぐ り : 


ルー マニ ア 最 大 の 見 所 世界 遺産 「 五 つの 中 世 の 街 々 へ の ん びり 専用 車 で 
修道 院 」 ス チェ ヴィ ツァ 修道 院 、 モ ルド ヴィ 村々 を 山越 え し ます 。 
ツァ 修道 院 、 ア ル ボ ー レ 修道 院 、 フ モー ル 靖 
修道 院 、 ヴ ォ ロ ネツ 修道 院 。 











E ク ラス \323.000 
Q ク ラス \361 ,000 


イク ラス \349, 000 
= L ク ラス \383.000 
クワ ス は 箇所 エ コノ ミ ー ク ラス の 中 の 空席 状況 に より ます 。 
「 人 員 :2 名 様 。 | 同行 し ませ ん 。 
11 室 \22, 0 





















| | 科 し て 利用 し て お 
請 り 、 古 都 に ふさ わし 

い 趣 の ある ホテ ル 。 
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大 学 広場 近く の 町 の シン ボル 的 存在 の 
高層 ホテ ル 。 国 立 劇場 や | 市街 ま で わ ず 
か 数 分 の 立地 で 観光 、 ビ ジネス に 王 便 。 


=*** キ 7 ポーラ ンド 、 HB 東独 と チェ コ = ェ ーー 


A プ 大 ポー ラン ド 3 都 市 列車 の 旅 さ バル リン 、 ドレ ス デ ン 、 ブ プラ ハ 






























予定 の スケ ジュ ー ル 担当 : 加 藤 朝 昼 陶 
成田 発 13:10 み SU (モス クワ 乗り 継ぎ )。 
ベル リン 着 21:00 着 後 、 ご 自身 で ホテ ル へ 。 
(H・ イ > / ルリ ン 泊 ) 区 膝 
(終日 ) フ リー タイ ム 。【@j 市 内 (英語 ガイ ド 3 時 間 、 
ベル リン 滞在 ベル リン の 壁 、 ブ ラン デン ブル ク 門 、 他 ) 、【 加 記 ペ ル ガ モン 
博物 館 、 絵 画 館 、 郊外 ツェ ツィ リエ ン ホン フ 宮 了 サン スー 
シー 宮殿 の 庭園 、 他 。 ) H 
ベル リン 発 10:10 紀 5I 朋 パ ロ ッ ク の 白く ミ 
ドレ ス デ ン 着 12:30 (午後 ) フ リー タイ ム 。 市 内 観光 (英語 ガイ ド 3 
時 間 、 ドレ ス デ ン 城 加 和 教会 、 他 ) 。 
|・ イ ン イ ン 泊 ) 則 放 謡 
(終日 ) フ リー タイ ム 。 回 還 郊外 30Km 先 の マイ セン (マイ 
ドレ ス デ ン 滞 在 セン 磁器 博物 館 、 大 聖堂 、 ア ル ブ レヒ ト 城 、 他 ) 小 旅行 、 
園 ア ル テ マ イス ター 絵画 館 、 他 。。 (同上 泊 ) 妥 放 
ドレ ス デ ン 発 09:30 加 列 ミ 族 0E の 持 ベ 






























プラ ハハ 着 11:45 (午後 ) フ リー タイ ム 。【 同 世界 中 産 歴史 地区 市 内 観光 
(英語 ガイ ド 3 時 間 、 カレ ル 居 、 旧 市 庁舎 、 プ ラ ハ 城 、 
他 )。 - 泊 ) 日 衣 
プラ バハ 半 在 に タイ ム 。 回 恒 チ ェ スキ ー 2 ル Ap2 2 
DE 定期 便 (モスクワ 乗 り 継ぎ ) 。 5 日 天主 











成田 発 13:10 な SU 定期 便 ( 
ワル シャ ワ 着 21:15 汗 後 、 ご 邊 で ホテ ル へ 


田 着 11:40 着 後 、 解 散 。 
中 庄川 の 9 な 23) だ に EK【6)9】 の EE 当 の jl 


ぎ )。 































































































(H・ ム 泊 ) 衣 調 
(午前 ) ラリ ー 上 市場 広場 は お すす め 。 
ワル シャ ワ 発 14:25 記 列 還 - り と 
グ ダ ン スク 着 19:20 7 ダン スク ム 泊 ) 帳 有 調 ^※ ク ラス は 航空 運賃 エコ ノ ー ク ラス の 中 の 空 席 状 況 に より ます 。 
終日 : フ リー タイ ム 。 \155 000( ラ ンド オン リー、 航 空 券 な し )。 
グ ダ ン スク 滞在 旧 市 街 (高い 門 、 黄 金 の 門 、 市 庁舎 、 囚 人 塔 ) 旧 港 、 聖 行 @ 延 泊 1 泊 1 室 \18.000( ツ イン 2 人 部 屋 )。 
母 マ リア 教会 な どい か が 。 (同上 泊 ) 回 衣 行人 員 :2 名 様 ( 但 し 、1 名 様 で も \48,000 追 加 で 可 ) 。 





グ ダ ン スク 発 07:21 加 列 団 インター シ ティ ・ ベ ルリ ン 率 式 廊 回 乏 25 マ ッ ト | 
クラ ク フ 着 16:21 (H・ エ ウロ 。 キ 泊 ) 旧 詳 放 SCHSRWD ら ね ず め 200m 福 広 

5 の 心 部 に る ス 
終日 4 タイ ム 。 語 計 リッ シュ な ホテ ル 。 公 共通 
守 旧 市 街 、 フ ロリ アン スカ 門 、 時 マリ ア 会 、 ヴ ァ を 利用 じ て ブ ラン デン ブル ク 門 や 国会 議事 堂 








クラ ク フ 滞 在 
















本 ポッ ダム 広場 まで すぐ に 行け 名 便利 な 立地 。 
ヴェ ル 城 な ど お す すめ 。 - 泊 ) 還 攻 イン ター シテ イィ ・ ド レス デン 広 
終日 : フ リー タイ ム 。 ドレ ス デン 中 央 駅 の 商 向かい に 位 朗 江 テル の 1 つ で 
産 ヴ ィ エ リ チ カ 、 ア ウシ ュ ヴ ィ ッ ツ と ビル ケ ナ 置 する ホテ ル 。 市 内 各 公 共 交 通 機 地下 鉄 駅 すぐ そば で | 
Lee 0 000 関 を 利用 する の に 至便 空港 へ 中 心 部 へ も 
條 偽 行 s な 立地 で 、 ビ ジネス 、 観 光 に 活用 で きる 便利 な 2A 


クラ ク フ 発 0 の 6 別 車 (2 等 } 回 ホテ ル 。 め ら れる 。 
ワル シャ ワ 着 22:30 (H・ ノ ヴォ テル ・ ワ ル シ ャ ワ ・ ツ ェ ン トル ム 泊 ) 較 男  Srmrecsyg っ 
終日 : フ リー タイ ム 。 首 中 欧 3 ヶ国 周遊 
雑貨 探し 、 旧 王室 、 聖 十字架 教会 な どい か が 。【 還 ジェ 
ルン ヤ ワ 2 信人 ラ ソ ヴァ ウォ ラ ( シ ョ バン の 生 家 博物 人 小生 ノ 














予定 の スケ ジュ ー ル 担当 : 加 藤 朝 尽 謗 
成田 発 13: 10 み SU 証人 ( モ スク ワ 乗 の 紙 ぎ ) (別途 ご 相談 承り ます ) 
プラ ハ 着 21:10 到着 後 、 専 用 
























ワル シャ ワ 発 11:10 み SU 定期 便 (- \)。 
成田 着 11:40 着 後 、 解 散 。 ※SU 以 外 も 承り ます 。 










































































- (HH・ デ ィ プ ロマ ッ | x か 請 
EEMlE16 人 SEMSEMAS ブラ 滞在 (終日 ) フ リー。 も 承り ます 。 同上 泊 ) 崩 譲 
口 T ク ラス *\198,000_。 | 。 口 Q ク ラ プラ 人 発 07:39 品 EC275 便 (列車 
L ク ラス …\224.000_ I 昌 クラ ス ・ -\254. 000_ ブラ チ ス ラヴ ァ 着 1 1:50 傘 フ リー 6 
※ ク ラス は 航空 運賃 エコ ノミ ー ク ラス の 中 の 空席 状況 に より ます 。 【 1) 日 衣 
124 ,000( ラ ンド オン リー、 航 空 券 な し ) 。 放 205 5 (年 フ リー。 
同行 し ませ ん 。 ブラ チ ス ラヴ ア 発 午後 品 列 車 に て 終 i 
人 員 :2 名 様 ( 但 し 、1 名 様 の 場合 \46,.000 追 加 で 可 )。 ウイ ー ン 着 午後 (HH・ メ ルキ ュー ル ・ ウ エス ト ヴ ァ ー ン ホン 泊 ) 還 
延 泊 泊 1 室 \15.000 で 可 。 ウイ ー ン 滞在 (終日 ) フ リー。 ] 上 泊 ) 朋 話 
※ お 客 様 ご 手配 に て 空港 へ 。 
国 / ツ ォ テ ルウ ル シ ャ ッ ・ 国 | エ ウロ ペイ スキ クラ ク フ [ 田 | ノヴォ テル ・ グ ダニ スク ・ ウィ ー ン 発 13:30 ふ SU2185 便 (モス クワ 乗り 継ぎ )。( 別 途 ご 相談 承り 











ます 。) (機内 泊 ) 玉 詞 
成田 着 11:40 着 後 、 解 散 。 和 放 放 

※ ホ テル は 同等 クラ ス の 他 の ホテ ル に 変わ る 場合 が あり ます 。 

航空 券 は お 客 様 手配 に な り ま す が 、 ア エロ フロ ー ト 便 ご 希望 の 場合 は ご 相談 も 承り ます 。 


11 月 1 日 ( 火 ) 一 5 月 1 日 ( 水 ) の 地上 次代 金 





セン トル ム 支 広 広 セン トル ム 支 広 式 尋 





























クラ クラフ 中央 駅 すぐ 前 。 

中 央 駅 ま 徒歩 3 か 。33 用 設備 は 豪華 で 、 ス タッ フ 
建て 、 中 級 ホ テル 。 も 親切 。 文 交 式 福 

30 








少 催行 人 員 :2 名 様 (但し 、1 名 様 で も \65.000 追 加 で ご 出発 可能 で す ) 。 





モト ワ ヴ ァ 通 河 を 渡っ た 
東側 に ある 。 中 級 ホテ ル 。 ※ 延 泊 は ツイ ン ] 室 (1 泊 )\18,000 に て 対応 可能 で す 。 


Re 六 園 宴 台 列車 (2 人 部 屋 個室 ) で 大 周遊 
痢 の コー カサ ス 三 国 紀行 8 日 間 


人 言 ガイ ド ( バ クー は 


自由 に 使え ます 。 変更 も 自由 で す 。 


[ 国 | ホ テル は 高級 4 ツ 星 クラ ス 。 
市 の 中 心地 、 お 部 屋 は バス タブ 付き 。 
Wif 無 料 。 


加地 頒 四 江 慮 を 訪 内 































成田 発 13 10 SU 定期 便 (モス クワ 乗り 継ぎ )。 
バク 一 着 23:40 着 後 、 専 用 車 (ガイ ド 無し ) で ホテ ル へ 。 
(H・ パ ー ク イン 泊 ) 





(午前 ) 市 内 観光 (世界 遺産 旧 城 壁 都市 、 と 女 の 望 楼 、 シ ル 
ヴァ ン ・ シ ャ フ 汗 宮殿 、 シ ュ マハ 門 等 と 旧 市 街 散策 ) 。 
(午後 )BC7 世 紀 ゾ ロア スタ ー 教 ( 拝 火 教 ) 寺 院 、 他 、 お 買い 
物 に ご 案内 。 回 訓 約 60km 先 世界 遺産 無数 の 洞窟 に 数 千 に 
及ぶ 壁画 。 石 器 時 代 の 住居 や 岩 絵 約 6.000 点 の 遺産 ゴブ ス 
タン 。 矢 じ り や 石器 、 土 器 な ど 出 土 し た 小 博物 館 入場 も 含 
む 。\26.000。 回 計 郊 外 、 マ ラ ザ 岩 谷 に ある 15 世 紀 の デ ィ 
リ ・ バ バ 霊 呈 。\26.000。 
バク 一 発 20:30 品 寝台 列車 (2 等 個室 4 人 部 屋 を 2 名 で 使用 ) 。 
( 車 中 泊 ) 日 放 調 
トビ ピリ シ 着 10:40 着 後 、 日 本 語 ガ イド と 専用 車 (18:00) 付 き 。 
(終日 ) 歴 史 博物 館 、 ジ ョ ー ジ ア 正 教本 山 、 ル スタ ベリ 大 通 
り メ テヒ 教会 な ど 市 内 散策 。 そ し て 、 郊 外 、 旧 イベ リア 王国 
ムツ ヘタ (世界 遺産 ジュ ヴァ リ 聖 堂 、 聖 地 ス ヴェ ティ ・ ツ ホ 
ヴェ リ 大 聖堂 な ど ) 。 (シタ ディ ー ン フリ ー ダ ム 泊 ) 
(終日 ) 日 本 語 ガイ ド と 専用 車 で 絶景 ジョ ー ジ ア 軍 用 道路 
雄大 な 山並 み ド ライ ブ 。50km 片 道 約 3 時 間 ロ シア と 国境 
近く の カズ ベ キ 村 へ 。 十 字 架 峠 2.395km 等 美しい 所 で 下 
車 。 天 気 が 良けれ ば カズ ベ キ 山 5.033m も 望め ます 。 
還 夕 方 、 市 内 散策 ( 旧 市 街 ) に ご 案内 。 
回 語 ゴ リ へ 小 旅行 (スタ ー リ ン 博 物 館 、 パ ザー ル 、 古 代 洞 
窟 の 町 他 )。\26.000。 
トピ リ シ 発 20:20 紀 寝台 列車 (2 等 個室 4 人 部 屋 を 2 名 で 使用 ) 。 
( 車 中 泊 ) 日 詳 調 
エレ バン 着 07:0O 着 後 、 日 本 語 ガイ ド と 専用 車 付き (18:00 ま で )。 
(終日 ) 専 用 車 で アル メニ ア 正 教 リ プシ メ 教 会 (618 年 )、 世 
界 遺 産 エ チミ アジ ン 大 王 堂 小 旅行 (キリ スト を 刺し た 槍 、 
ノア の 方 舟 の 破片 、 神 学校 な ど ) 。 帰 り に 世界 遺産 ス ヴ ァ ル 
トノ ツ 大 聖堂 跡 (643 年 円 柱 、 浴 場 、 ア ル メ ニア 文字 等 ) と 
301 年 世界 初 の ホロ ・ ビ ラッ プ 修 道 院 。 
(H・ ア ニブ ラ ザ 泊 ) 較 放 調 
[9EHeIeEREE 衣 誠 放 8 癌 紀元 前 3.000 年 か ら の 街 。 
(午前 ) 徒 歩 観光 (歴史 博物 館 、 マ テ ナ ダ ラン 、 共 和 国 広 
場 、 ア ミル ヤン 通り な ど )。※ 昼 食 は カフ ェ 等 に ご 案内 。 
エレ バン 滞在 (午後) 専用 車 で 郊外 、 エ レバ ン 発 祥 の 地 エ レブ ニ 遺 跡 、 
世界 遺産 BC3 世 紀 ガ ル ニ 神 殿 と ゲ ガ ルト 洞窟 修道 院 小 



































旅行 )。 (同上 泊 ) メ 攻 調 
ホテ ル 発 12:00 呈 専用 車 で 空港 へ 。 
| エレ バン 発 14:50 ヶ SU 定期 便 ( モ スク ワ 乗 り 継ぎ ) 。 HX 衰 
成田 着 11:40 着 後 、 解 散 。 サ 攻 図 





【 記 各地 、 夕 食 は 民 認 レ スト ラン を お すす め 。 
- パ クー に は 日 本 語 ガ イド は いま せん の で 英語 ガイ ド に な り ま す 。 






・ 寝 台 列 車 は 1 等 2 人 部 屋 は あり ませ ん の で 、 の 間 還 NG 





国 添 乗員 : 同行 し ませ ん 。 EE 還 ビ ジネス クラ ス Y\183. 000。 

時 最少 僅 行人 員 :2 名 様 ( 但 し 、1 名 様 の 場合 \B5.000 追 加 で 可 )。 
回 延 泊 1 泊 1 室 \22,.000( ツ イン 2 人 料金 ) 。 
Eh 0 人 は 導 人 6 








気軽 に 花 の コー カサ ス へ 
エ テ ン の 園 ア ル メ ニア 6 日 間 





成田 発 "13:10 み SU 定期 便 。 

モス クワ 発 21:25 SU 定期 便 で 約 3 時 間 。 世 界 最初 の キリ スト 教 国 
へ 。  (H・ ロ イヤ ル ・ プ ラ ザ 広 広 泊 ) 区 請 調 

20 着 後 、 専 必 日 本 語 ガイ ド と 専用 車 (18:00 ま で 付 
き ) 。 ホ テル で 休息 。 

10:00 か ら ア ル メニ ア 教 会 の 典型 リプ シメ 教会 (618 

年 築 ) 、 世 界 遺 産 エ チミ アジ ン 大 聖堂 へ 小 旅行 。 帰 り 

に 世界 遺産 ス ヴ ァ ル トノ ツ 大 聖堂 跡 (643 年 築 、 浴 場 

円 柱 、 ア ル メニ ア 文 字 等 ) も 。 (同上 泊 ) 


の iiEE3(WsRO0aal:H0 月 
(午前 ) 世界 遺産 ガ プル ニ と ゲ ガ ルト 修道 院 
(2 時 間 )。BC3 世 紀 の 要 塞 ( ガ ル ニ 神 典 、 浴 
場 跡 等 ) と 4 世紀 の ゲ ガ ルト 洞窟 修道 院 。 

= (午後 ) エ レバ ン 発 祥 の 地 エ レブ ニ の 丘 
モバ ン 湖 | (BC783 年 ウラ ルト ゥ 国 の 城壁 や 家屋 の 一 
部 な ど ) と 市 内 観光 。 (同上 泊 ) 目 放 調 
GE 
族 | (午前 ) フ リー。 

准 | 石 の 国 。 エ レヴ ァ ン (人 口 1 1 1 万 人 、 標高 
人 - 届 共和 国広 場 を 中 心 に 広がっ て い 
アラ ラ ト 山 5.186m | ます 。 美 し い バ ラ 色 の 凝灰岩 の 建物 が 多い 。 
地下 鉄 も 利用 し ます 。 ガ イド を ご 自由 に お 使 
いく だ さい 。 民芸 品 の 青空 市 場 、 歴 史 博 物 
館 、 マ テ ナ ダ ラン な ど は いか が (入場 料 は 現 
地 払い ) 。 石 の 国 の パワ ー ス トー ン 上 黒曜石 の 
ペン ダン ト は お すす め 。 (同上 泊 ) 還 放 調 
エレ ヴァ ン 発 14:50 中 専用 車 ( ガ イド 無し ) に て 空港 へ 。SU 定 期 便 。 
モス クワ 発 20:00 ヶ SU 定期 便 (モス クワ 乗り 継ぎ ) 。( 機 内 泊 ) 了 話 調 
成田 着 11:40 着 後 、 解 散 。 計 譜 調 
※ 還 ホテ ル が カス ケー ド 、 ヴ ァ レ ン シ ア に 変わ る 場合 が あり ます 。 胃 
2 月 1 日 ( 水 ) て 5 月 31 日 ( 水 ) の 間 毎 日 発 の 旅行 代金 
_E ク ラス \181.000 | T ク ラス \198.000 

Q ク ラス \214.000 | L ク ラス \230.000 。 589 
クラ ス は 航空 運賃 エコ ノミ ー ク ラス の 中 の 空席 状況 に より ます 。 
時 最少 催行 人 員 :2 名 様 ( 但 し 、1 名 様 の 場合 \48,000 追 加 )。 

時 添乗 員 : 同 行 し ませ ん 。 ※ 回 司 延 泊 1 泊 1 室 \22,000。 

※ エ レヴ ァ ン 到着 時 に アル メニ アビ ザ の 取得 が 必要 (現地 

払い 約 10 り 。 












エレ ヴァ ン 着 01: 


エレ ヴァ ン 滞 在 
(郊外 小 旅行 ) 





エレ ヴァ ン 滞 在 




































に あり 、 了 午 で は エデン 

今 の アル メニ ア と され て いる 。 宝 
物 殿 に は ノア の 方 舟 の 破片 や キ 
リス ト を 刺し た 槍 、 聖 グレ ゴリ ウ 
ス が 夢 で 見 た キリ スト が 地上 を 
打っ た 小 梓 の 上 に 当 総 本 山 を 
建立 。 ハ チュ カル ( 石 の 十字 架 ) 
見 学 も お すす め 。 


は 上 の 下地 近 高級 感 あふ れ 


2 時 間 で ロシア へ 。 1 名 様 より お 客 様 だ け の 日 本 語 ガ イド 。 た っ ぷり 観光 ・ 視 察 付 。 


予定 の スケ ジュ ー ル 
ン ミ 























朝 昼 多 
成田 空港 集合 第 二 ナル R カ ウン ター(3 時 間 前 か ら チ ェ ッ クイ ン で きま す ) 。 
成田 発 15:25 な S7-566 便 で 約 2 時 間 の 飛行 。 
ウラ ジオ スト ク 着 19: oo (上 本 時 間 18:00)、 着 後 、* 

き で ボテ ル へ 。 
男 失 迎 ク 食 は ガイ ド と 一 緒 に 、 2 の 民族 レス ト 
0 RU - リ ェ 泊 ) 図 議 

9 8 斉 ( 車 無し ) 
(午前 ) 信光 (市 内 光 は 鉄道 駅 か ら そし て 、 アレ ウー 
ツ カ ヤ 通り 、 ス ヴェ トラ ンス カヤ 通り 、 ニ コラ イ 名 旋 門 
他 、 6 
ほ ) フォー キナ 通 り 、 7 夫人 の IS 

訓 バ レ エ 鑑賞 な ど は いか が 。 (同上 泊 ) 旧 用 衣 
ウラ ジオ スト ク 滞 在 Seo:A0EE 青 廊 ) ( 街 の 散策 ) 
各 半 日 (3 時 間 ) コー ス で す 。2 コ ー ス を 現地 で お 居 び くだ さい 。 

[ 出 アレ ウー ツ カ ヤ 通り か ら 中 央 広場 、 そ し て オケ アン 通り (ロシア 正教 

会 、 本 願 寺跡 、 与 謝 野 晶 子 碑 、I 旧 日 本 人 街 ) 。 

] ロシア 雑貨 の お 買い 物 ( ク ロー バー ハウ ス 前 か ら バ ス で 大 型 ス ー 
パー パル ス 、 マ キシ ム 等 ) 。 又 は 、 庶 民 の 台所 、 中 央 市 場 、 ギ ー ペ ル 
マー ケッ ト 、 他 。 

3] 再び 2 日 目 の 一 部 と 博物 館 な ど 。 同上 
0 20 な に 3 
We (午前 ) 苑 外 、 ステ クリ ャ ヌー ハ 和 小 旅行 

NN 約 80km 先 の 日 本 海 に 面 し た ベラ ルー シ 
移民 の 村 。 湖 海 時 代 の 町 跡 、 図 書館 、 教 会 
訪問 、 村 の 散策 を お 楽し みく だ さい 。 

目 (午後 )4:00 頃 、 大 型 スー パー、 中 央 市 坦 
構 Se 司 州 博物 館 。 
男 夜 、【9 は いか が 。 (f 















ビレ ウシ イス トン 




















) 日 諾 





SD ア 購 ( 終 | (1 つ を お 申し 込み 後 、 お 
1 宮 1 選び くだ さい ) 。 。 夕 方 は 市 内 で お 買い 物 。 
2 月 )  Q) シベ リア 鉄道 (試乗 ) と 農家 で 昼食 会 
(4 時 間 )。 
(⑧) ウス リー スク (所 要 6 時 間 ) 農 業 の 街 鉄 
道 分 岐 駅 、 人 口 18 万 人 。 
C) ナ ホ ト カ (所 要 8 時 間 ) 港 に 面 し た 紀 状 
の 工業 都市 人 口 15 万 人 。 
泊 ) 則 訓 誠 


ー 叫 に リロ 
2 月 ・3 月 の 郊外 の 農家 (同上 
ホテ ル 発 09:00 お 買い 物 し な が ら 専 用 車 で 空港 へ (ガイ ド 無 し ) 。 
HK 調 


ウラ ジオ スト ク 発 13:15 87 定 】 
成田 着 14:30 着 後 、 解 散 。 
担当 : 添 田 恵美 子 
ス (火曜 発 で 5 日 目 が 無し に ) 、4 日 間 
] 間 コー ス ( 火 ・ 木 曜 各 発 で 3ー5 日 





















6 日間 コー ス (林寺 曜 き 発 )、5 日 間 コ - 
コー ス ( 土 曜 発 で 、4・5 日 目 が 無し に ) 、 
目 が 無く な り ます 。) 























H 発 日 間 コ ー ス 4 日 間 コ ー ス 5 日 間 コ ー ス 6 日 間 コ ー ス 
11 月 1 日 ( 火 )~30 日 ( 水 ) 各 発 \124.000 \]83.000 
12 月 1 日 ( 木 )~3 月 31 日 ( 金 ) 各 発 \123.000 多 0 \73.000 
12 月 29 日 ( 木 )~1 月 4 日 ( 水 ) 名 発 \149.000 \ り \203,000 
4 月 1 日 ( 土 )~27 日 ( 木 ) 各 発 \45.000 } 00 泊 99.000 
4 月 28 日 ( 金 )5 月 8 日 (月 ) 各 発 0 \]54.000 \183.000 \219.000 








000 \204.000 





5 月 9 日 ( 火 )~31 日 ( 水 ) 各 発 ) \151.000 7 







:2 名 様 (介し 、 1 る 様 も 追加 料金 G 間 は \54. 000、 
5B 間 は \36 000、4 日 間 は \28.000、3 日 間 は \16,000 で 可 )。 
同行 し ませ ん 。 軒 子 供 料金 (1 1 歳 ま で ) :2596 引 き 。 


日 人 部 屋 希望 者 は 5 日 間 \28,000、4 日 間 \21,000、3 日 間 
IM14.000 で 可 。 
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画 当 日 、 現 地 事情 や お 客 様 の 希望 に 
より 、 プ ログ ラム の 変更 は 自由 で す 。 
画 入場 券 (ケー ブル カー、 博 物 館 等 ) 













ウス リー スク 
カル チョ ム チ グ ロ ヴォ イ は 現地 本 人 払い で す 。 
訓 | ヶ | 国際 線 ビ ジネス クラ ス 


2 ん ・ 各 空港 の ビジ ネス クラ ス 用 特別 ラウ 
ンジ 。 
・ 機 内 (ホッ トミ ー ル 、 ア ルコ ー ル 無料 )。 


旅 の 醍醐 味 は ガイ ド で 決ま り ま す 。 
最新 情報 、 建 物 の 歴史 や 文化 、 政 治 経 済 な ど 我 が 街 の 案内 に カカ が 入り ま 
すま た 、 弊 社 の ガイ ド は 安全 の 責任 も 負っ て いま す 。 現 在 の オウ ラジ オス ト 
ク 情 報 、 ス ー パ ー や カフ ェ で 、 通 訳 、 お 食事 の ご 相談 も 承り ます 。 携 帯電 話 も 
持っ て いま す の で 24 時 間 対 応 し ます 。 ガ イド は 自由 に 使え ます 。 
ガイ ド 予 定 者 < 希望 も 承り ます ゅ 
カチ ュー シャ ! コン スタ ンチ ン 
日 本 語 ガ イド 歴 8 年 、 。 日 本 語 ガ イド 歴 15 年 、 
元 ピ アニ スト 、 文 化 に 経済 産業 に 強い 。 趣 味 
強い 。 趣 味 は 言葉 と 植 は 歴史 。 特 に 日 口 文化 
物 。 英 語 も 電 能 。 交流 史 。 
市 内 観光 は シベ リア 鉄道 駅 か ら [2] フォ ー キ ナ 通 り 、D シ ア 雑 貨 の お 財 い 物 
_ 刀 ま り 、 ス ヴェ トラ ンス カヤ 通り へ 















l 探 
検 


屋 望 如 ] は ウラ ジオ スト ク 
ドッ ト で す 


ここ で は 強い エネ ル 
| ギー を 感じ 、 ご 

』 マン 、 仏 僧 、 ラ 
徒 、 和 億 な ど が 人 
を 行い まし た 。 且 動 
剛 | 上 は 新しい タワ ー の 


。 及 と 肝 S「NI 一 は すご J 國 寺 。( 半 
No 一 ) 頃 氷 丁 導 S③JHーII は ご 





分 、 海 へ 5 分 、 州 
庁舎 へ 7 分 ぐら い 。 好 立地 。 ビ ジネス マン 、 代 表 
団 が 多い 。3 ツ 星 ど けど ワン ラン ク 上 の 評価 。 
部 屋 は 改装 され 、 高 級 感 あり 。 歯 が が き 、 ク シ 、 シ ャ ン 
プー 等 付き 。1 階 に レス トラ ン 、Wif 無 料 、 ド ライ ヤー 
は ]F で 借り る 。 現 地 事情 に より ジェ ムチ ュ ジ ナ ・ ホ テ 
ル に 変わ る こと も あり ます 。 


js フラ ジオ ー の 上 | 田 水 テ ル に 変更 国 ヒュ ンダ イ 文 式 文 文 
市 の 中 心地 で 元 日 本 人 居住 地 。 バ パス タブ 
付 、 ド ライ ヤー 付 、 ミ ニ バー、 大 型 ベ ッ ド 、 
美容 室 、 サ ウナ 、LAN、Wifi 無 料 等 全て が 
一 流 。 変 更 1 泊 1 室 \14.000( ツ イン 2 人 
料金 ) 追 加 。 
1 | 











2013 年 オー プン 本 場 マリ イン スキ ー 劇 場 支部 
沿海 州 オ ペラ バレ エエ 劇場 2015 年 10 月 オー プン 


(プリ モル スキ ー 劇 場 ) 日 本 人 バレリーナ カジ ノ ・ 2 っ デ ・ ク リス タル 
も 活 忠 し て いま す 。 計 Ni 





ベリ アー の 観光 地 


シベ ペリ ア 鉄 道 駅 。1891 年 5 月 ニコ ライ 皇 太子 が 立ち 寄っ た 駅 。 ハ バ ロ フ スク 市 
内 は 高層 ビル が 林立 し 活気 に 満 る て いま す 。 
資料 購 


不用 で 9。 





D シ ア で し か 入手 
ショ ッ ピ ング モー ル に こ 


マ 
ト 
リ 
ヨ 
ジグ 
和 

付 
け 


[op | 自 層 の 香 り 、 バー ニャ (ロシア サウ ナ ) いつ で も 2 時 間 単位 で 貸し切り 
\5.000 よ り 。 時 間 帯 や 人 数 に より 料金 は 変わ り ま す 。 


ン 
前 日 に ガイ ド を 通し て 要 予 約 。 ロ シア サウ ナ は 焼け た 石 に 水 を か け 、 そ の 蒸気 
で 燕 し 風呂 状態 に な っ た 室内 に 白樺 の 葉 で 香り を 出し 、 そ の 白樺 の 葉 の 束 で 
背中 や 足 な ど 体 を た た き 、 マ ッ サ ー ジ 効果 を 高め 疲れ も 癒さ れ ま す 。 待 合 室 
に は サウ ナ 用 の 帽子 、 タ オル 、 石 けん な ど と ロシア ンティー (蜂蜜 や ジャ ム 入 
り ) も 用 意 さ れ て いま す 。 回 言 や さ し い オイ ル マ ッ サー ジ も 可 。 


厳冬 期 2 月 の ウラ ジオ スト ク 。 


モス クワ より ずっ と 寒い 。 た ま に 、 一 20'C ぐ らい に な る 日 も あり ます 。 普 通 は 一 
5Cー10C。 海 が な い 大 陸 性 気 侯 の た め 晴 れ の 日 が 多い の で 雪 は 余り 降ら な 
い 。 北 海道 と は 違い ます 。 








外 で は こん な 服装 で 充分 
で す 。 ス キー 程度 の 帽子 、 
マフ ラー、 靴 は 滑り に くい 記 ロ 
ブー ツ が 便利 。 内 は 東京 と 郊外 の 農家 。 外 は 一 10C 市 内 は 雪 6 ん ど あ り ま 
同じ で 、 す ぐ 脱 げ る 服装 を で も 内 は ペチ カ で 20'C ん 。 も し 降っ て も 除雪 する の で 。 


3 月 は ずっ と 暖か く 感じ ます 。 春 
めい て きま す 。 





お すす め 。 詳 し く は お 申し で 24 時 間 暖か い 。 
込み 後 、 お 知ら せ し ます 。 








ウラ ジオ スト ク 駅 。1860 年 築 、 古 い ロ シア の 
宮殿 を イメ ー ジ し た 造り 。 後 ろ は 港 。 
















ニュ 予定 の スケ ジュ ー ル 朝 昼 導 

成田 発 15:25 ヶ S で 約 2 時 間 の 飛行 。 
ウラ ジオ スト ク 着 19:00 (日 本 時 間 18:00) 着 後 、 の 出 迎 
2 、 夫 迎 食 は ウラ 


ジオ ー の 愉し スト ラン 








千 徒歩 観 光 (時 道 駅 か ら ア レ ウ ー 


ツ カ ヤ 通 
り 、 ス ヴェ トラ ンス カヤ 通り 、 海 岸 ニコ ライ 疫 旋 
門 他 、 そ し て ケー ブル カー で 展望 台 へ 。 

& (午後 ) フ ォ ー キ ナ 通 り 、 ア ル セ ニ ー エ フ 探 検 守 の 








家 博物 館 、 他 。【 天 郷土 博物 館 、 カ フェ 、 ス ー パ ー 
な どい か が 。 
ウラ ジオ スト ク 発 19:50 選 始発 終点 の 寝台 ン 号 (2 等 4 名 1 
部 屋 ) で 大 地 へ 。 ント 日 認 肌 
ハバ ロフ スク 着 08:30 葬 記 記 ( 車 無し )。 


(前) 世界 第 8 位 の 大 河 アム ー ー ル 中 ハバ ロフ 
の 像 と 駅 、 ロ シア 正教 会 . 
(午後 ) ロシア 雑貨 (本 屋 、 ス ー パ ー、 人 
り 散策 他 )。 郊 外 の 農家 、 各 博物 館 、 他 、 





専用 車 1 





台 3 時 間 











\15.000、3 名 和 様 まで 。 承り ます 。 『 トー 
ホテ ル 発 08:00 | 車 (ガイド 無 し ) で お 買い 物 、 日 本 人 墓地 
参拝 し な が ら 空 港 へ 。 

人 ハバ ロフ スク 発 11:15 み S 
成田 着 12:55 着 後 、 解 散 。 H 較 
担当 泊 田 





1 1 月 1 日 ( 火 ) 一 3 月 31 日 ( 金 ) の 間 の 各 木 ・ 土 曜 各 発 …\138,000 
4 月 1 日 ( 土 ) 一 5 月 31 日 ( 水 ) の 間 の 各 木 ・ 土 曜 各 発 …\146,000 
4 月 27 日 ( 木 ) 5 月 7 日 (日 ) の 間 の 名 木 ・ 土 曜 各 発 …\152.000 























:2 名 様 (但し 、1 名 様 で も 追加 \32.000 で 可 )。 
言 : 同 行 し ませ ん 。 還 子 供 料金 (] 1 歳 ま で ) :25% 引 き 。 
※ 回 1 人 部 屋 希望 者 は 4 日 間 は \20,000 追 加 で 可 。 
時 半ば ドー 90 2 人 料金 )。 


(午後 ) 日 本 贅 計 立 の 平和 服 公 2、 日 本 人 抑 了 留 者 建 築 物 や 
(同上 泊 ) | 


ク 人 内 人. 清 仙 の 表 市 立 病院 、 他 観光 。 
問 施 外 、 シ ベリ アオ オカ ミ 、 赤 キツ ネ 、 白 クマ 等 冬 の 動物 園 
は いか が 。 ( 帰 : 午後 、1 時 間 立 ち 寄り 。) 








EE に の 5 思 SM MA 









湖 . 世 , 界 自然 財 産 
誰 、 生 イル クー ツク へ 展望 台 
(海抜 約 725m) 









い 本 人 


折 加 


の 岩 





示 着き 電 














淡水 湖 最大 水深 1.642m 地 球 上 の 淡水 の 20%、 誠 明 
、_ 2 泊 3 日 大 地 を 実感 ・ 見 知ら ぬ 世 界 と 出会い 。 
r +N W 1 ) 


琵琶 湖 の 46 倍 世界 一 の 
度 40m。 































成田 発 125 57 定期 便 で 約 2 時 間 半 大 地 へ (時 人 + 1 時間 )。 
人 ハバ ロフ スク 着 18:20 着 後 、 日 本 語 ガイ ド と 専用 車 で ホテ ル へ 。 
還 r ル で 。  (H: ア ムー ル 泊 ) 区 衣 調 
ホテ ル 発 07:30 四 ガイ ド と 専用 車 で 駅 へ 。 
ハバ ロフ スク 発 08:30 品 寝台 列車 (4 名 1 部屋 2 等 個室 ) で バイ カル 湖 
へ 2 泊 、3.340km コ トコ ト の ん びり 大 地 の 旅 。 
- 理 本 中 2 泊 析 時 』 食堂 車 で 各 停車 駅 で 、 ( 車 中 泊 ) 剛 調 
※ 時 刻 表 プ レ ゼ ント 車内 で 交流 、 車 窓 の 風景 を お 楽し みく だ さい 。 
各 車両 に 車掌 が いて ルー ム サ ー ビ ス し ます 。 
( 車 中 泊 ) 較 調 
イル クー ツク 着 06:30 バイ カル 湖 が 見 えて くる と すぐ 着 。 日 本 語 ガイ ド と 
(終日 、 バ イカ ル 湖 ) 連 車 (18:00 ま で ) で ホテ ル へ 。 荷 物 を 置い て 
和 朝食 後 、 世 界 遺 産 バ イカ ル 湖 へ 約 1 時 間 半 。 博 
物 館 、 展 望 台 、 ロ シア 正教 会 、 村 の 散策 と バイ カ 
ル 湖 の 石 な ど お 買い 物 、 日 本 人 墓地 、 他 。 
語 方 、 市 内 の ホテ ル へ 。(H・ イ ルク ー ツ ク 泊 ) 則 攻 調 


EE 
(終日 ) イ ルク ー ツ ク 市 内 観光 (至宝 ズ ナ メン ス 
キー 女子 修道 院 、 キ ー ロ フ 広 場 、 ス パス カヤ 孝 
会 、 旧 市 街 、 他 ) と 郷土 博物 館 と お 買い 物 。 
イル クー ツク 発 23:50 国内 便 で 約 3 時 間 の 飛行 。 (機内 泊 ) 目 衣 調 
ハバ ロフ スク 着 06:00 着 後 、 日 本 語 ガイ ド と 専用 車 (18:00 ま で ) で ホテ 
ル へ 。 
(午前 ) ハ バ ロ フ スク 市 内 観光 (ロシア 正教 会 、70 年 
還 前 日 本 人 抑留 者 が 従事 し た 建物 歴史 めぐ り 、 栄 光広 
場 、 他 ) と 絡 土 博物 館 。 
| 生 記 | (午後) 駅 前 広場 と ハバ ロフ の 像 、 大 通り 散策 、 中 央 
\ 共 市場 、 ス ー パ ー と 考古 学 博物 館 。 


























バイ カル 湖 へ の 道 
冬 の バイ カル 半 

















シベ リア の 中 心地 イル クー ツク 






」~ 還 【 記 は いか が 。 (H・ イ ン ツ ー リ スト 泊 ) 攻 衣 調 園 1652 年 コサック が 毛皮 を 求め て 村 を 
[EROEEROO=E2 提 SE 開 HE に SGS789 


年 大 黒 屋 光 太夫 、 榎 本 武揚 他 日 本 人 も 
往来 する 。 日 本 語学 校 も 設立 され る 。 
骨 1918 年 日 本 軍 シ ベリ ア 出 兵 は イル 
クー ツク まで 進出 。 今 、 人 口 約 60 万 人 。 


(午前 ) ロ シア 雑貨 めぐ り と 軍 博 物 館 。 

(午後) 郊外 の 農家 訪問 (昼食 会 を 含む )。 夕 方 、 お 買 

八 バ ロフ スク 滞在 い 物 めぐ り 。 (同上 泊 ) 目 調 

ホテ ル 発 09:00 呈 専 用 車 ( ガ イド 無し ) で 日 本 人 墓地 参拝 し な が ら 空 港 へ 。 

ハバ ロフ スク 発 11:50 S7 便 (時 差 一 1 時 間 )。 

成田 着 13:25 着 後 、 解 散 。 HI 調 

因 出 発 日 と 旅行 代金 : 担当 加藤 

11 月 1 日 ( 火 ) て 3 月 21 日 ( 火 ) の 間 の 日 ・ 火 曜 各 発 …\267,000( を を ぁ 作 感 

3 月 26 日 (日 ) こ 4 月 16 日 (日 ) の 間 の 日 ・ 火 曜 各 発 …\278,000( 表 の 息吹 を ) 

4 月 18 日 ( 火 ) て 5 月 30 日 ( 火 ) の 間 の 日 ・ 火 曜 各 発 …\292,000( 理 岬 温 ) 

国 最 少 催行 人 員 :2 名 様 (1 名 様 で も 追加 料金 \72.000 で 出発 可 )。 

添乗 員 : 同 行 し ませ ん 。 

回 アム ー ル 黄 誤 22 5 プレ ゼン ト で ガイ 
に Wi IS、 N 




































夕方 イル ミネ ーション を 楽し お 。 








大 河 ア ムー ニル ) 
モン ゴル を 源流 と し オ ホ ー ツク 海 と 
北海 道 に 影響 を 及ぼ す 世 界 第 8 位 
の 大 河 ア ムー ル 川 4.773km は 12 
月 は まだ で す が 2 月 か ら 完 全 凍 結 し 
ます 。 穴 釣り や 氷上 ドラ イブ も 楽し 
め ま す 。 文 誤 チ ェ ー ホ フ は 川下 り を 、 
間宮 林蔵 は 中 間 ま で 上 っ て いま す 。 





























専 ) 











語 ガイ イド と 








・ 時 刻 表 、 シ ベリ ア 鉄 
道 歴史 と 各 町 ガイ ド 、 
旬 の 観光 事情 、 レ スト 
ラン 、 お 買い 物 先 リス 
ト 、 各 地 市 街 地図 ( 品 
NIS 天 ・ シア 語 日 本 語 付 ) 、 マ | 店 
EBM ナー や 吾 條 ロシア 語 

を 改装 。76 室 、 ビ ジネス セン ター 他 。 こ 会 話 集 、 他 。 


















包 眼 守 】 自然 と 共存 休 感 、 全 日 想 日 詠 語 ガ イド と 車 付き 





ウデ ゲ 人 一 般 家 庭 
リル た だり に | 


s 掴 で MIS 昌 いせ, 古内 下 前 濁 


THIN 旭 思 谷 閉 N 束 浦 天 。ts 対 りー 


> 記 瑞 と ュ ツ 
。 強 遍 へ 時 潜 証 東 貴 放さ StTi ( 寸 す 寺 ) 滑 琴 凶 
財 は 中 避 耳 本 で ヘア 。 引 放さ へ で 座 溢 (さぶ ) 岡 
器 | 。 つ 記 オ 叶 JirS( 衣 思 き 丹 ) さ ポー べ 4 泊 震 | 
こみ 。 旭 吾 へ HI ハツ ー 斗 。 閉 濯 Y 衣 憶 二 貞 庄 交 H 


と OO の ぎ 品 と 呈 ミー さ ヽ MSU 一 8 きど さい は 





DU 
3 7 sm = _ 電 昼 廊 
成田 発 13:55 ふ S7-568 便 で 約 2 時 間 半 。 
ハバ ロフ スク 着 17:50 (日 本 時 間 15:55) 着 後 、 ゴ ー シ ャ と 専用 車 で ホ 
テル へ 。 長 靴 を 履い て み ま し ょ う 。 
四 持 参 ( 念 の た め 、LED ラ イト 付 帽子 又は ヘッ ド (H・ イ ン ツー リス ト 泊 ) 
ライ ト ) 。 長 靴 は 着 時 、 貸 し て くれ ます 。 xX 軍 


荷物 を ホテ ル に 置く 物 と ウデ ゲ 村 へ 持つ て 行 ぐ 物 に か け ま D ま う 3 
ホテ ル 発 08: :00 富 ゴー シャ と 専用 車 。 ク ラス ノ ヤ ー ル 着 12:00 


國 ウデ ゲ 人 の 歓迎 を 受け 、 一 般 の 家 で 
(午後 ) 村 観光 ( 皮 市 場 、 子 供 達 の 民族 ダン ス 、 
民芸 品 作り ) 。 画 早い 夕食 は ペチ カ を 囲ん で カ 
as モモ 鹿 の 水 餃子 、 魚 スー プ 等 。 画 サウ ナ も 体験 。 


(ホー ムスティ イ 泊 ) 日 家 詞 
















2012 年 3 月 2 日 クラ ス ノ ヤ ー ル 3 
半 朝食 は ハー ブ テ ィ な ど 。 
・ ス ノー モー ピル で タイ ガ の 府 へ 符 り (ウデ ゲ 人 の 案 
内 で 銃 ・ 穴 釣り 、 歩 く 板 ス キー 体験 )。・| 【 
クラ ス ノ ヤ ー ル 滞在 分 で 小 探検 。・ 北 の 先住 民 の 自然 感 ( 仕 事 、 遊 び 、 
教 、 価 値 観 ) を 体験 。 (ホー ムスティ 泊 ) 家 寺 記 狼 
スノー モー ビル で 頂上 に 向かう 。 へ ラ 鹿 、 虎 な どの 足 
跡 を 見 た り 、 穴 釣り 、 美 し い 風景 。 
クラ ス ノ ヤ ー ル 滞在 昼食 は 雪 の 上 で パー ペ キ ュー( へ ラ 鹿 肉 な ど ) 。 
夕食 は ウデ ゲ 人 の 家 で 交流 会 
(ホー ムステイ 泊 ) 家 男 且 度 
人 ん MK ロフ スク ス に 変更 も 可 。 孝 外 の 動物 園 訪問 


クラ ス ノ ヤ ー ル 発 0 cp 車 で 街 へ 。 
人 ハバ ロフ スク 着 12:00 (午後) ハバロフスク 市 内 観光 (大 河 ア ムー ル 川 、 
大 通り 散策 ) と 郷土 博物 館 。 
(H・ イ ン ツー リス ト 泊 ) 日 談 調 
09:00 空 港 まで 専属 日 本 語 ガイ ド と 専用 車 付き 。 
人 ハバ ロフ スク 発 1 1:15 み S7-567 便 で 約 2 時 間 。 



























































成田 着 12:55 着 後 、 解 散 。 HIZ 詳 
※ 天 侯 に より 、 ウ デ ゲ 人 ホー ムステイ 3 泊 が 2 泊 に な る こと も あり ます 。 と 
四 出 発 日 と 旅行 代金 叶 BH 


日 1 月 17 日 ( 火 ) 一 2 月 28 日 ( 火 ) の 間 各 火 曜日 発 …\251,000 

3 月 7 日 ( 火 ) 一 28 日 ( 火 ) の 間 各 火曜 日 発 …\261,000 

時 最少 催行 人 員 :2 名 様 (但し 、]1 名 様 で 出発 も 追加 料金 \58.000 で 可 )。 
時 添乗 員 : 同 行 し ませ ん 。 ※ 成 田 以外 は ソウ ル 経 由 も 承り ます 。 
圏 計 2 泊 1 人 部 屋 ホ テル \24.000 追 加 で 可 。 


日 本 語 ガイ ド : ゴ ー シ ャ (予定 ) 

























ーー ディ ネー 

ー。 日 本 語 ガ イド が 本 職 (13 
eno アル 35 テ (8 
2 人 いる ) 。 タ イガ の 森 の 中 で 
” の 右 ら し 方 、 植物 、 動 物 、 市 場 な 
ど に ご 案内 。 


※ 天 候 に より 、 現 地 で の 判断 で 変更 
や クラ ス ノ ヤ ー ル 中 止 も あり ます 。 








容 羽 セ ッ ド ト 
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ウデ ゲ 人 一 般 家庭 で 人 会 
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文 カー シャ か 玉子 焼き か オム レツ か ハム 、 チ ー ズ 、 
キュ ー リ 、 ト マト 、 キ ャ ベツ 、 他 便 ヨ ー グ ルト 、 他 
大 デ ザー ト い ずれ か 

・ コ ー ン フレ ー ク 
、 ジ ャ ム 久 黒 パン (4 


・ ブ リ ヌ イ 
@ バ ター 
人 @ 





ニニ ヒー か 紅茶 


@ ジ ュー ス ( オ レン ジ 等 ) と 
ミネ ラル ウォ ー タ ー 





樺 ジュ ー ス な ども 作ら 
れ ま す 。 








ーー | 各 地 ロ シア レス ト | 





/ フ [ccmorauom] 園 ペリ メ 


[ 周 ロ シア の 朝食 は 種類 が 
和 環 富 。 特 に 野菜 が 多い 。 





の の 


は ち み つ 酒 ( 約 7% 
の アル コー ル 入 り ) 


酵素 が 豊富 で 体内 
組織 を 若返ら せ 、 心 
騰 血 管 や 腸 の 働き 
を 活発 に し ます 。 


リ メ ニ ニ [Ileswcm] 


ー 








"8" 仙 変 ワ シア 








TEL 03- 3238- lu FAX 職 隊 3e- 91 10 MK ・ 


観光 庁 長 官 登録 旅行 業 第 98 号 日 本 旅行 業 協会 (JATA) 正 会 員 総合 旅行 業務 取扱 管理 者 中 出 政 保 





営業 時 間 920 時 まで 
(土曜 日 は 相談 業務 の み 17 時 まで ) 





ほっ と する 気取り の な い お い し さ 
ャ 2 千年 の 歴史 。 西 洋 料理 の 原点 。 


毅 ロ シア 民 旗 レ スト ワン 


| 





ライ 麦 を 原料 と する 黒 
パン は 、 ピ ビタ ミン 類 に 鉄 
分 、 カ ル シ ウ ム 、 カ リウ 
』 ム な どの ミネ ラル が た く 
2 さん 含ま れ て いま す 。 さ 
ら に 乳酸 発酵 成分 と 、 
多量 の 繊維 質 が 含ま れ 
て いる の で 、 整 腸 作用 
も 強力 で す 。 











| | ラン 、 カ フェ ベス ト | 
| 請 還 記 | 0 住所 リス ト 、 
吉 | ュー 特徴 、 料 5 
] | 金 他 、 現 地 取材 で | ビー ツ (テン サイ ) を 肉 、 き の こ な ど 臨 芸 を た リ ヌイ [Emma 
し つか り ご 案内 本 抽 具 に スメタナ 野菜 も 、 ス メタ ナ 、 イク ラ 、 
ます 5 3 W + ャ ピア を ぶ ぇ る 半 。, 
こけ も も ジュ ー ス 発酵 料 ea 。 / 欄 詳 。 選 沈 抽 電 ーー マ 、 
<| 5 ュ ニ 昌三 :) に な り 、 果 物 、 
木の実 類 で ナナ カマ ド 、 クワ ス 1 ハチ ミツ 、 ジ ャ ム 、 LAN 
黒 スグ リ 、 野 イチ ゴ 、 日 還 還 = // | me N 


am 
浜 え た ら デザ ー 関 還 計 計 る 
ト に な り ま す 。 


チキ ン ・ キ ー エ ブフ [Korncr no - kiemcki] 


者 注 け の キュ ウリ が 
ベー ス 。 鶏 肉 、 ネ ギ 、 香 
菜 や オリ ー ブ 、 レ モン 
で 香り つけ る 。 


呈 


ロシア ー の ビー ル 





4 と は 5.69% の アル 


コー ル と の 意味 ke 新鮮 な 麹 の 胸 肉 を た た き 、 パ ター を 等 き 込 


ん で ひま わり 油 で 上 げた 、 ウ クラ イナ 料理 。 


き 中 に 肉 や ジャ ガイ モ 、 水 


ン [one ギョ ー ザ 、 キ ノコ な ど 入れ る 


細か く 刻ん だ 鳥 肉 、 
キノ コ 、 ネ ギ な ど を 


し ーー EE 外 涯 四 
し ーー Eyes 際 
1 は 押 行 の か 和 生地 下 人 人.@ 和 き 前 


シベ リア 生ま れ の 
ギョ ー ザ 風 パ スタ 。 
今 で は ポー ラン ド 、 
コー カサ ス 、 中 央 ア 
ジア 各国 の 名 物 メ 
ニュ ー の 1 つ に な っ 
て いる 。 ス メタ ナ を 
付け た り 、 ギ ョ ー ザ 
風 に する 。 











7 が 





@④ 邊 井 の 吉 野 家 
(1 階 は SoftBank) 
お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 営 
き に 関す る 責任 者 で す 。 こ の 旅行 契 約 に ど 不明 な 点 が あれ ば 
当 管理 者 に お 尋ね 下さ い 。 












